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プロローグ　神は懊おう悩のうする







「《剣けん》は通達する」

〝それ〟は抑よく揚ようのない口調で言った。

「《黒アーテル》より此こ度たびの遊ゆう戯ぎを放ほう棄きすると申し入れがあった。よって《黒国》マグノリアは脱だつ落らく。残り四国となる」

　外見に限って言えば、十代の前半から半ばくらいの少女に見える。

　しかし、背に担かついだ巨きよ大だいな剣と、何より発している気配が明らかに人ならざるものであることを明確にしていた。

「わかりました。ごくろうさま」

　彼かれが返答すると、少女は一つ肯うなずく。

　次の瞬しゆん間かん、その姿は掻かき消きえていた。

「……やれやれ」

　呟つぶやいて、緊きん張ちようを解く。

「《裁定の剣》と正面から向き合うのは、どうにも落ち着かないな。我々の造り上げたものだというのに――いや、我々が造り上げたものだからこそ、か」

　少女の姿をした、神々の遊戯を裁く審判機構。

　である以上、当然神々を制するに足る力を持っていなければならない。むろん、規則違反を犯おかさない限り危険はないのであるが。

「――今回の勝負に掛かかっているのは、新たな次元世界の占せん有ゆう権けん。私の研究のためにはもちろん手に入れておきたい、のだけれど……」

　彼は遊戯の趨すう勢せいに思いを致いたし、重苦しい気分で息を吐はく。

　芳かんばしくない。どうにも、思うように勝負できていないのだ。

　戦いくさにおいて不利であるということは、すなわち自国の民たみがまた大勢死ぬということだ。人間を愛している彼にとって、それは実に喜ばしくない未来予想だった。

「今回は特に不運な事情が絡からんでいるとはいえ……やはり、根本的なところに原因があるのは否いなめない。もう一度構築しなおす必要がありそうだね」

　此度の遊戯で割り当てられた神しん王おうは、残念ながら彼の期待する水準を満たさなかった。人の上に立つ資質が、あまりにも乏とぼしかったのだ。

　問題は、いつ取り掛かるべきか。

（今すぐか、それとももう少し様子を見るか……）

　ティリア国を司つかさどる《蒼あおの守護神》は、そんなことを考えた。







第一章　《蒼国》ティリアへ







　半球を伏ふせたような形状の石室。

　精せい導どう石せきの結けつ晶しようが柔やわらかい光を放ち、室内を照らしている。

「――通常であれば、戦を経へて決着ということになるでしょう。しかし、それでは多くの犠ぎ牲せいが出てしまう。土地も荒あれ、民が苦しむことになります」

　その顔にいくらかの幼さを残した少女は、真しん摯しな声で語った。

「それは望むところではありません。つまり、私たちは平和的な解決を求めています。あなたのお力があれば、それが可能になるのです」

「……なるほど」

　少女の話が一段落すると、女は一つ肯いた。

　年としの頃ころは二十歳くらい。優美な痩そう身しんに怜れい悧りな美び貌ぼう。しかし、その頭部には一いつ対ついの角が生えており、人を超ちよう越えつした存在の気配を色いろ濃こく漂ただよわせている。

　女は目の前の三人――青年と少女と、さらにもう一人の幼い少女を順に見み渡わたした。

「私の力が欲ほしいということは理解した。確かく認にんするが、それはつまり、ティリアを捨てお前たちの下につけということか？」

「違ちがう」

　答えたのは、目付きの悪い青年である。

「誤解すんなよ、ティリアの精霊竜。俺おれ様はお前を従えたいわけじゃない。力を貸して欲しいってことだ。この囚とらわれの現状に満足してるわけじゃねえだろ？　俺様なら、お前を、お前たちを解放してやれる」

　彼は痩やせた長身を少し屈かがめ、にいっと笑った。

「ティリア神しん王おうの命に背そむく必要があるということには、変わりなかろう？」

「それがもっとも穏おん便びんな解決につながるということをご理解ください。私たちラウルス国は、どの国であれ民が苦しむことを望んでおりません」

「ヒカリからもお願いです、三の姉さま」

　幼い少女が続けた。

「ヒカリたち精霊竜の運命を変える機会なのです」

「…………」

「それとも、こんな身分に落とされてなお国や守護神に対する忠誠心があるってことかい？　だとしたら意外な話だよなあ、誇ほこり高たかい竜の眷けん属ぞくが」

「……忠誠心？」

　鉄面のごとき無表情だった女は、そこで初めて薄うすく笑った。

「面おも白しろいことを。――ラウルス《紅あかの神王》トウヤ・ヤナガセ、祭司長ラシェル・メイスヴェル、そして我わが妹よ、はっきり言っておこう。私の心は忠誠心などという言葉の対極にある。しかしながら、お前たちの言い様はあまりにも甘あまく、生ぬるく、とうてい協力する気にはなれない。平和的？　その程度の覚かく悟ごで敵に勝つつもりだったのか？」

　苛か烈れつな言葉だった。ラシェルとヒカリは体を硬こう直ちよくさせる。

　ただトウヤだけが面白がる表情を作っていた。

「運命を変える、と我が妹は口にした。それを可能にするには、意志と力の双そう方ほうが必要だ。お前たちに敵を打だ倒とうする強固な意志はなく、また敵を蹂じゆう躙りんする圧あつ倒とう的てきな力を示せたわけでもない」

「で、でも、ヒカリは、ご主人さまにそれを見たから――」

「なら当然、私にもそれを見せられるな？　トウヤ・ヤナガセよ」

　人の形をした竜は、トウヤに視線を向ける。

「ふん、どうすれば納なつ得とくする？」

「お前たちで当代のティリアの神王を殺せ」

　ラシェルは息を呑のんだ。竜の言葉に迷いはない。

　その瞳ひとみの奥おくで燃え上がっているのは、憎ぞう悪おか、それとも怒いかりだろうか。

「そうすれば協力してやろう。――出て行くが良い。私の納得できる答えを用意できるまで、二度と姿を見せるな」

「姉さま、それは……」

　何か言いかけたヒカりを手で制し、トウヤは口を開いた。

「いいだろ。次に会うときは満点の回答をくれてやる。――行くぞ」




（駄だ目めだった、か）

　ラシェルは通路を歩きつつ、小さく息をついた。

　ここで精霊竜の協力が得られれば、犠牲者を出ださずティリアに勝利を収めることもできたのだが……一から十までうまく行くことを期待するのは虫が良すぎたかもしれない。

　隣となりのヒカリは傍はた目めにもわかるほど落ち込んでいる。

　前を行くトウヤはどんな顔をしているのだろう。ここからでは表情が見えない。

（この人は――あのときから、あらかじめこのような事態も想定していたのだろうか？　だとすれば、何か対策を用意してある？）

　――彼かの女じよはそもそもの発ほつ端たんとなった、一五日前の会議を思い出していた。





＊　＊　＊






「ご足労いただき、ありがとうございます」

　ラシェルは微笑ほほえんだ。

「さて、マグノリアの侵しん攻こうから一か月ほど経過しましたが……国境の様子はいかがです？」

「うむ、西方国境の村々やカロルの街の立て直しは順調に進んでいる」

　ラシェルの問いに答えたのは、武人然とした若い女だった。

「もちろん、シャーグラン城じよう塞さいの防備も問題ありません。マグノリアもおとなしいもんですねえ」

　隣の若い男が続ける。

「結構。皆みな様さまのご尽じん力りよくに感謝を」

　ラウルス王都クレアシオン。王城の会議室。

　祭司長ラシェル・メイスヴェルの前には三人の男女が座すわっていた。

　凛りんとした女騎士がエリアーヌ・バロウ。先日千人長から万人長に昇しよう進しんし、軍を統とう率そつする立場となった。ラシェルの昔むかし馴な染じみでもある。

　その隣のどこか軽そうな男がファビオ。エリアーヌの補ほ佐さ官かんを務め、こちらも百人長から千人長へと階級が変わっている。

　そして幼い少女が一人。この王城で神王に仕えているヒカリによく似ているが、彼女よりやや表情が大人びているだろうか。

「あなたとは久しぶりですね。えっとヒナタ――と呼んでも？」

「それが、あの男の決めた名であるようですから」

　少女はそっけなく言った。

「わたし自身は単なる個人識別の記号に興味はありません。お好きにどうぞ、メイスヴェル祭司長」

「そ、そう」

　さすがにラシェルの笑えみが引きつる。

　と、ファビオがぽんとヒナタの頭に手を置いた。

「いやぁこいつ、万ばん事じこの調子でしてねえ。愛あい想そねえったらありゃしない。ヒカリくらいにこやかにしてくれてもバチは当たらないだろうになあ、ヒナタちゃん」

　笑いながらわしわしと乱暴に頭を撫なでる。

　撫でられた方は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。

「子供扱いは止やめて下さい。――力を貸すとは言いましたが、人間相手に愛想良くする義務も必要も感じていませんので。たとえ相手がトウヤ・ヤナガセであってもです」

　双ふた子ごの姉であるヒカリと同じく、彼女は人を超越した力を持つ精霊竜の化け身しんである。この場合、物もの怖おじしないファビオの方を勇気があると賞賛するべきだろうか。

「そういえば、その神王陛下は？　お姿が見えないようだが」

　エリアーヌが尋たずねた。

「遅おくれず顔を出す、と仰おつしやってはいたのですが」

　少なくとも昨日の夕刻に念ねん押おししたときはそうだった。

　もっとも街の賭と場ばに出るところだったようだから、彼がどの程度真しん剣けんに聞いていたのかは怪あやしいものだ。

「今、リーズが様子を見に行っています。あと少し待って、戻もどってこないようなら――」

「いえ、もう到とう着ちやくするようです」

　ヒナタが遮さえぎった。

「ねえさまから、すぐ近くまで来ている、と連れん絡らくが」

　その言葉から程ほどなくして、扉とびらが開く。新たに三人の姿が入室してきた。

「お待たせいたしました、ラシェル様」

　先に立つのが侍女頭にして政務の補佐も担当するリーズ。ラシェルより五つ六つ年上で、姉妹のように育ってきた間あいだ柄がらである。

「お、遅おそくなってごめんなさい、です。ご主人さまが起きてくれなくて……」

　続いて幼い少女。なぜかその小さな肩かたに痩せた青年を担いでいる。もっとも身長が足りていないので、半ば引きずるような形になっていたが。

「ありがとうリーズ。――ヒカリ、その荷物は床ゆかに投げ出してかまわないわ」

「そ、そういうわけにもいかないです」

　幼い少女は困ったように笑うと、青年を軽々と抱かかえ上あげ椅い子すに座らせた。

「あ、エリアーヌさま、ファビオさま、お久しぶりです。ヒナタも直接会うのは、久しぶりだね」

　ヒナタの双子の姉、ヒカリ。妹より少し柔らかく、少し気弱そうな顔立ちをしている。もちろん彼女も精霊竜の化身だ。

「……ってかさあ、お前、主君を荷物扱いはねえだろ。――ああ、頭痛ぇ。ここまでの二日酔いは久々だわ」

　死んだように卓たくに伏せていた青年は、のっそりと顔を上げ力ない表情でラシェルを見た。三白眼の悪党面だが、今は少々覇は気きが感じられない。

　――トウヤ・ヤナガセ。彼がこの国を統すべる神王である。

「二日酔いで会議に遅ち刻こくする主君がお荷物以外の何だというのでしょうね。――昨夜はどちらに？」

「賭場に行ったあと、呑んでた」

「お勝ちになったのですか？」

「いや、負けた。ただ隣のおっさんが大勝ちしてたから仲良くなって奢おごってもらった」

「……お酒くらいなら、王城でご用意いたしますが」

「その金は国庫から出る。つまりは俺様の金で俺様が呑むってことになるだろ？」

「まあ、そうなりますわね」

「それじゃあダメだ。他人に奢ってもらうタダ酒ってところに意味があるんだ。タダより安いものは無く、タダ酒よりうまいものも無い」

　まだ酔ってるのかこの男、とラシェルは思った。

　一方、エリアーヌは感心した様子で肯いた。

「ふむ、経済観念の重要性を見事に言い表したお言葉かと。さすがです、陛下」
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「……あなたはちょっと黙だまってて下さい。お願いだから」

「まあ、そう言うな、ラシェル。陛下とお前が打ち解けてきたようで、私は喜ばしく思っているのだ」

「はあ!?　打ち解けた!?　そんな風に見えてん――」

　そこで冷静さを取り戻し、表情を作り直す。

「のだとしたら悲しいことですわ、バロウ万人長。神王陛下は天より下った絶対的な権力者。守護神に次ぐ信しん仰こうの対象。私はただ忠実な僕しもべとしてお仕えするのみ。陛下に対し『打ち解ける』などというような、そんな畏おそれ多おおいこと、できるはずありませんでしょう？」

「いや、俺様自身はかまわねえんだけどなあ」

　どこか気の抜ぬけたような声。

　神王は卓に伸のびたまま、首だけをラシェルの方に向けた。

「いいんじゃねえの？　神王と打ち解けたラシェル・メイスヴェル。祭司長やってるときより、そっちの方がお前らしい」

「わ、私らしい……ですか？」

　意図せず少し頬ほおが熱くなる。

「それに、なんか見てて愉ゆ快かいだし」

「褒ほめてない！　全然褒めてないですわよね！　それ」

　ここしばらくは政務が忙いそがしかったので、つい忘れていた。この男の言うことを真に受けてはいけない。

　なぜなら――生まれながらのペテン師なのだから。

「はいはい、皆様」

　リーズが笑え顔がおで手をぽんぽんと打った。

「ご歓かん談だんはそのくらいで。全員そろったようですので、そろそろ会議を始めましょうか」




《紅あかの守護神》を戴いただくラウルス。

《紫むらさきの守護神》を戴くフィークス。

《白しろの守護神》を戴くアケル。

《蒼あおの守護神》を戴くティリア。

《黒くろの守護神》を戴くマグノリア。

　――このラエティティア大陸には五つの国が存在する。

　通常、各国を治めているのは祭司長、つまり神に仕える神官の長である。

　しかしある程度の周期――平均しておおよそ百年に一度ほどの割合で、守護神の代理者として各国に一人ずつ『神王』という存在が現われ、祭司長の上に立って国を支配する。

　すなわちそれは、大戦乱の始まり。

　神王降臨とは、自国以外を打倒し、蹂躙し、大陸に覇は権けんを打ち立てよという各守護神からの託たく宣せんに他ほかならない。




「さて」

　全員の注目が集まったのを確認し、リーズが口を開いた。

「先だっての戦により、マグノリアの力を大きく殺そぐことに成功しました。ここまでの成果を挙げた国はまだ存在しないようですから、マグノリアはもちろん、他の三国にも先んじていると言うことができるでしょう」

　ラウルスも無傷とはいかなかったものの、マグノリアとはこちらに有利な内容で戦後協定を結ぶことができた。ひとまず西方の脅きよう威いは去った形である。

　ラシェルが後を引ひき継つぐ。

「また、マグノリアが大陸の中央に位置する国であることも大きな意味を持ちます。ここを制することで、大陸を東西に分断することが可能になったわけですから。そこで、この状じよう況きようを生かすため、議題について話し合う必要があるわけです。――今後の方針はどうするのか、と」

「方針ねえ……適当でいいんじゃね？」

「……なぜそういい加減なんでしょうね、陛下は」

　ラシェルはため息をついた。

「もう少しまつりごとに興味を持って下さるとありがたいのですけど」

　為い政せい者しやとして評価すれば、普ふ段だんのトウヤはきわめて消極的だ。やる気の欠片かけらもないと言ってしまって構わないかもしれない。

　重臣たちを交えた内政会議も定期的に行われているのだが、こちらに彼は参加しない。ラシェルとリーズに丸投げである。

「信用してんだよ。俺様が出るまでもないってな。それに、やるときゃやってるだろ？　マグノリアとの戦もちゃんと収めてみせたし」

「それは、そうなのですが……」

　神王は例外なく、ある特とく殊しゆな認識能力を備えている。

　伝承に曰いわく――『見えぬものを見、見えぬものを見せる』。

　神王降臨後に大陸の情勢が一変する理由の一つとして、この『神眼』の存在が挙げられるだろう。

　神眼にはいくつかの特色がある。

『何が見えるのか』はそれぞれ神王によって違うこと。

　そして『見えぬものを見せる』――つまり、神王は己おのれの神眼の効果を他者にも与あたえられるということ。

　西の隣りん国ごくマグノリアとの争いにおいては、戦場を俯ふ瞰かん視し点てんから把は握あくするという敵神王の神眼――『鷹たかの眼』により、絶体絶命のところにまで追い込まれた。トウヤの存在がなければ、ラウルスは間ま違ちがいなく敗北していただろう。

　確かにトウヤ以外の人間には務まらない役目に限れば、しっかりと果たしている。

　かつては精せい霊れい術じゅつで命を握にぎり、意に沿うよう操あやつろうとしたこともあったが、今はもうそんな気はない。

　しかし――もう少し真ま面じ目めにやってくれないものかと思う。

（そうしたらもっと優やさしくできるのに）

　そんなことを考えながら、小さくため息をついた。

「とはいえ、今後のことはトウヤ様抜きにして話を進めるわけにはいきませんわ。各国に神王が降臨している以上、勝者が決定するまで争いが終わることはありませんもの」

　にこやかな表情を崩くずさずリーズが言うと、ファビオが手を挙げた。

「はいはーい。要するに、どこの国を敵と想定するのかってことすね。侵攻するにしても、防備を固めるうえでも」

「うむ、大事なことだな」

　エリアーヌはいかにも上官然として重々しく肯いた。

　とはいえ、細々とした実務を担当するのはファビオである。エリアーヌは隙すきのなさそうな美貌にそぐわずかなり大おお雑ざつ把ぱな性格なので、緻ち密みつな計画立案には向かない。

　まあ、それが彼女の長所でもあるのだが――幼おさな馴な染じみとしての経験から言えば、振ふり回まわされることの方が多い気がする。

「もちろん、選せん択たく肢しは多くありません。我々とすでに脱落したマグノリアを除けば、残りは三国だけなのですから。――皆様、こちらをご覧下さい」

　リーズは卓にラエティティア大陸略図を広げる。

「マグノリアの向こうにあるフィークスとアケル、そして我がラウルスの北にあるティリア。この三国が候補となりますわね」

「フィークスとアケルの国境では小こ競ぜり合あいが続いているという報告があるわね……」

　どちらと事を構えるにしても、不意をついて仕し掛かけることは可能だろう。一方でこの二国を標的にするならマグノリアを横切らなければならず、かなりの長ちよう征せいになる。

「うーむ……遠いのは疲つかれるな」

　エリアーヌが言った。

　のんきな台詞せりふではあるが、意外に本質を突ついている。遠えん征せい距きよ離りが延びると、兵の疲ひ労ろうや準備すべき物資がばかにならないのだ。

「マグノリア領に拠きよ点てんを作ることができればいいですけど――どう思う？　リーズ」

「さすがにそれは向こうも難色を示すでしょうね。了りよう承しようしたとしても、決着がつくまで安あん穏のんと見守っていてくれるかどうか」

「ま、そうよね」

　長期にわたるラウルス軍の駐ちゆう留りゆうを認めることで、マグノリアが得るものはなにもない。いくら先の勝利で優位な関係を築いているとはいえ、呑ませるのは難しいだろう。

　それどころか、気を許して滞たい在ざいしていたら背後から襲おそわれないとも限らない。善意あふれる隣りん人じんなどでは決してないのである。

「ラシェルとしては、北方のティリア推すい奨しようなわけか……ふぁあ」

　あくび混じりの声で神王が言った。

「ええ、それが一番無難かと思いますわね。ラウルスとマグノリアに挟はさまれ孤立状態で、横やりの入る可能性もなさそうですし、有利に進められるかと。余計な手出しをするなという程度の要求なら、マグノリアも文句は言わないでしょうし。――リーズ、ティリアの現状は？」

「しばらく動きがなかったようですが、つい先日、国境付近の兵を増強しはじめたようだと報告が」

「先日？」

　不ふ審しんげな声を上げたのは、ファビオである。

「リーズ殿、それはちと遅くないすかねえ？　つまり――各国に神王が降臨し、俺たちがマグノリアと一戦交え、その傷が癒いえようとする今になってようやくあちらさんは戦の準備を始めたと？」

「そうなりますわ。ええ、確かに遅いですわねえ」

　リーズも首をかしげた。

「何かの事情か、あるいは意図があるのか……」

「いずれにせよ、立ち遅れているのは事実だな。どんな理由があるにせよ、正面から攻せめ潰つぶせば済むという考え方もできるが？」

　エリアーヌが彼女らしい意見を述べる。

「いかがですか？　神王陛下」

「あー……ティリアを的にすんのはいいよ。でも戦は面めん倒どう」

　予想通り、とラシェルは肯く。

「ではやはり、他国の中央精せい晶しよう炉ろ――精霊竜を説得するという方向になりますね。トウヤ様の神眼『竜の眼』によって」

　精晶炉というのは、ラエティティア大陸の各国に存在する、特殊な施し設せつである。

　神からの贈おくり物ものといわれ、いつからそこにあるのかは誰だれも知らない。

『炉』と呼ばれているが、実際に火が燃えているわけではない。

　その仕組みは人知を越こえて理解不能。

　主な機能は二つ。

　第一に、そこに在るだけで大地を保護し、作物の成長を促うながし、環かん境きようを安定させる。

　第二に、『精導力』と呼ばれる力を発生させ、人々の生活を大きく助ける。

　後者に関して、『精導石』と呼ばれる小さな石を介かいし『精導力』を能動的に利用する技術を『精霊術』と呼ぶ。

　精導石は近きん隣りんの精晶炉の力を受け取り、蓄たくわえる性質を持つ。そして蓄えた力は、さまざまな形で放出することができるのだ。

　例えばかまどに精導石と精霊術の術式を組み込んで、薪まきを燃やすことなく高熱を発生させたり、同じく天てん井じように取り付けて夜でも昼間のように屋内を照らし出したり、荷車に使用して車輪を動かす力としたり――などなど。

　精晶炉には甲こう種しゆと乙おつ種しゆの二種類がある。

　甲種精晶炉は精導力を生成し、乙種精晶炉はその力を受け取り中ちゆう継けいする機能を持つ。

　ほとんどの国において、甲種は中央精晶炉の一基のみ。

　しかしラウルスはこの王都クレアシオンにある中央精晶炉と、西方のシャーグラン城塞にあるもの、合わせて二基の甲種精晶炉を保有している。また乙種精晶炉の数も群を抜いており、そのおかげで国の隅すみ々ずみまで恩おん恵けいがいきわたるようになっている。

　そして――精晶炉には一いつ般ぱんに知られていない、ある秘密があった。

　甲種精晶炉は、生物である。

　守護神たちが精霊竜と呼ばれる種族を捕とらえ、心臓を抉えぐり出だし、人格と分ぶん離りさせ、精導力供給源として固定したものなのだ。

　通常、人間が精晶炉を目にしても、巨大な精導石の結晶であるとしか認識できない。

　その真の姿を映し出し、実は人格を持った存在だということを認識させる――それがトウヤの神眼『竜の眼』である。

　ラウルスにおいてトウヤの神眼を知るのは、ラシェル、リーズを別にすればエリアーヌとファビオだけである。『今後の方針』を打ち合わせるにあたって彼らが呼ばれた理由がここにあった。敵の警けい戒かいと味方の混乱を避けるため、可能な限り内密のままことを進める必要があるのだ。

　国外ではマグノリアの神王とその部下に知られているが、口止めはしてある。ラウルスを敵に回してまで漏もらす理由もないはずだ。少なくとも今のところは。

「あの、つまり精晶炉に行って、ご主人さまがお話しして、協力をお願いするということですよね？」

「……わたしたちと同じように」

　姉のヒカリがラウルス国中央精晶炉、妹のヒナタがシャーグラン城塞精晶炉。むろん、共に精霊竜である。

　もっとも、精霊竜といえば神話に語られる神敵であり、一いつ般ぱん的てきには悪の権ごん化げにほかならない。無用な動どう揺ようを引き起こさないようにするため、この事実はここに居る面々以外には伏せられていた。

　実のところ、《紅の守護神》を奉ほうじる立場である祭司長――ラシェルにも困こん惑わくがないではなかった。が、ひとまずはこの戦乱が落ち着くまで棚たな上あげすることにしている。

「あー、逆に訊きくがな、ヒカリにヒナタ」

　トウヤは気だるそうに頭を掻かきながら言った。

「お前らから見て、どうだ？　他国の精晶炉と会話して味方につけることは可能だと思うか？」

　現在ヒカリとヒナタがラシェルたちの目に見えているのは、トウヤの神眼の効果である。

　つまりトウヤの力があれば、こうして彼女たちと会話を成立させることができるのだ。そして会話が成立するということは、交こう渉しようも可能だということである。

　もし他国の精霊竜の協力が得られれば、精晶炉を無力化し、戦いを避さけたうえで勝利を手にすることができる。

「ヒカリは、きっと大だい丈じよう夫ぶだと思うです。話し合って、戦を止めるのに協力をお願いすれば、姉さまたちだって、応こたえてくださるんじゃないかと」

「ヒナタは？」

　姉とは対照的に、妹竜は大人びた表情で肩をすくめた。

「意志疎通できるのであれば、わたしたちにもそれぞれ固有の価値観があるということが理解できるでしょう？　人間と同じです。――わたし自身は人の争いを止めたかったのではなく、単にヒカリねえさまの意志を尊重し手を貸しているだけ。他の姉たちとも会話は可能でしょうが、それが良い結果をもたらすと保証はできません」

「厳しい意見だねえ」

　ファビオが言った。

「もうちょっと明るい見通しを口にしてくれてもいいんじゃないの？」

「楽観論を戒いましめただけです。わたしたちは本来、人間の無条件な味方ではありません」

　そう冷れい徹てつに言い切ったヒナタだったが、ヒカリに悲しそうな表情で見つめられ、一いつ瞬しゆんたじろいだ顔を見せた。

「ま、無条件じゃないってことは、裏を返せば条件付きなら味方になるかもってことだよねえ、ヒナタちゃん」

「それはそうです、けど。……あと、ちゃん付けは止めてください、ファビオ」

　嫌いやそうな顔でヒナタは言った。

「で、ティリアの精霊竜って、どんな奴やつだ？　話がわかる奴なのか？」

　ヒカリとヒナタは、トウヤの問いに顔を見合わせた。

「その、ヒカリたちは繋つながっていたですから、お互たがいのことがわかったですけど……」

「他の姉がどうなっているかは、知覚の外にあります。わたしたちは基本的にどの国にどの姉がいるのか、どういう状態なのか、把握できてはいません、トウヤ・ヤナガセ」

「ふーん、じゃ、まあ出たとこ勝負になるな。やるだけやってみっかね」

　さして気にした様子もなく言い、トウヤは大きく伸びをした。

「その価値は十分にあるのではないでしょうか、陛下。戦いくさが起きないに越したことはないのですから」

「ま、俺たちの仕事も減って楽ができるわけですしねえ」

　武官二人はこの方針に賛意を表す。

　リーズにも異論はなさそう。ラシェルはもとより、戦より交渉の優先を望んでいる。

「では、次の目標はティリアの中央精晶炉と定めましょう」

　ラシェルはそう宣言した。

「出立の時期や同行者はいかがなさいますか？　陛下」

「あー……そうだな、俺様とラシェル、ヒカリでティリアに向かう」

「承うけたまわりました。――では、リーズは国内を見てもらうことになるわね。神王不在の理由は視察なり他国との会合なりで、うまくごまかして」

「お任せ下さい」

　リーズが優ゆう雅がに一礼する。

「エリアーヌたちは軍を率いて、北方のティリア方面国境で待機。状況によっては動いてもらうことになるかもしれないしな」

「拝命いたしました」

「そして、ヒナタ、お前はエリアーヌたちに同行してくれると助かるな」

「……わたしも戦に協力しろと？」

「戦じゃねえよ」

　トウヤは小さく笑う。

「精霊竜の解放に協力してほしいって話だ。もちろん無む理り強じいはしないがな」

「…………」

　ヒナタは神王から、不安そうな表情で自分を見ているヒカリに視線を移し――是ぜ非ひもないですね、と小さくため息をついた。
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　侍女頭リーズの私室は、王城奥の二階にある。

　複雑な城内の構造に遮られるため、窓からの視界はよくない。しかし、彼女はこの景色を気に入っていた。見通せない、ままならないという感覚が、まるで本当に人間になったかのような気分を味わわせてくれるからだ。

「篝かがり火びが灯ともりましたわね」

　外を眺ながめていたリーズは、客人を振り返った。

「少し冷えてきましたから、温かいお茶でもお淹いれしましょうか？　先日、良い茶葉を手に入れたのですよ」

「いらねえよ」

　客人は無愛想な声で答えた。

「あら、残念。では自分の分だけ用意させていただきますわね、陛下」

　精霊術を利用した焜こん炉ろから鉄てつ瓶びんを降ろし、湯を注ぐリーズ。

　トウヤが不思議そうな視線を向ける。

「――ってか、お前、自分の手で淹れるのか？　《紅の守護神》様が？　ぱっと魔ま術じゆつ的てきな力で茶を作り出せたりはしねえの？」

「作り出せますけど、それでは趣おもむきがないでしょう？」

　リーズはトウヤに椅子を勧すすめ、自分もその向かいに腰こしを下ろした。

　ラウルス国の祭司にして、ラシェルに仕える侍女頭。その正体はこの世界そのものを造り出した守護神の一柱――《紅の守護神》である。

　今のところ、このことを知る人間はトウヤ以外にいない。

「人の作りし技術と人の育てし作物を、人と同じように楽しむからこそ意味と価値が生まれるのですよ」

「は、人間ごっこってわけか」

「ええ、満まん喫きつしておりますわ」

　トウヤの声に含ふくまれた棘とげは意に介さず、リーズは微笑んだ。

「――ところで、わざわざ私室にいらっしゃるというのは珍めずらしいですね」

　基本的に、自分はこの男に嫌きらわれている。ラシェルの前ではできるだけ自然に振ふる舞まっているようだが、近づくのは極力避けているはずだ。

「私に何かお話でも？」

「ああ、昼間の会議にも関連してちっと質問がな。――ティリアに向かう前に、可能な限りの情報を仕入れておきたい」

　ラエティティア大陸で起こる戦乱――これが神々の身勝手な争いであることをトウヤは知っている。

　神々の間で起こる揉もめ事ごとを、可能な限り穏おん当とうに解決する手段。

　五柱の守護神がそれぞれ一国を受け持ち、争あらそわせ、その結果によって神々自身の勝敗をも決めるという代理戦争。
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　このラエティティア大陸は、そのために用意された舞ぶ台たいなのである。

「俺おれ様たち神王は他の世界から連れて来られる。しかし、誰がどの国に割り当てられるかは審しん判ぱんシステムである《裁定の剣けん》がランダムに選ぶ――だったよな？」

「ええ」

　とはいえ、介かい入にゆうの余地がないではない。トウヤがラウルスの神王と認められるまでにも、様々な事情が絡からんで紆う余よ曲きよく折せつがあったのだ。

「逆に言えば、運が絡むのはそこだけだ。各国の基き盤ばんは守護神が設計する」

「そうですわね。不公平がないよう総合的な国力は拮きつ抗こうするようになっていますが。――トウヤ様に通じるように言えば、各自最初に同じだけの持ち点を与えられ、それを各種パラメーターに割り振るようなイメージでしょうか」

　例えばこのラウルスには特異な能力を持つ異種族がほとんどいない。代わりに甲種精晶炉が二基あり、他国の追つい随ずいを許さない生産力を誇っている。

　一方マグノリアは生産力に劣おとるが、戦せん闘とう力りよくの高い獣人や巨きよ人じんたちが軍の中心に据すえられており、その強さではラウルスの上を行く。

「運と実力をいい具合にブレンドして、面白い勝負ができるようにしているわけですね。何せ、私たちの無ぶ聊りようを慰なぐさめるのもこの世界の役割の一つですので」

「楽しそうだな。勝負師としてはうらやましい限りだ」

　唇くちびるをかすかに歪ゆがめ、トウヤは続ける。

「つまり、各国の特とく徴ちようを決めるのは守護神ってわけだよな。――俺様が知りたいのは二点。まず、ティリアはどんな国なのか？　通とおり一いつ遍ぺんのことじゃなく、お前が知る限りのことを聞きたい」

「なるほど。二点目は？」

「《蒼の守護神》について。どんな性格なのか？　何を重要視しているか？　何を好み、何を嫌うのか？　それがわかれば国としての特色も、長所や短所も把握しやすい」

「なるほど。制作者の性格は作品に必ず表れる、ということですわね」

　リーズは肯うなずくと紅茶を一口飲んで唇を湿しめらせた。

「承りました。では、一つ目から。《蒼国》ティリアについてですが……強国とはいえませんわね。過去の戦争でも最後まで勝ち残ったことはないと記き憶おくしております。ラウルスと同じく人間族が中心で、亜人族はあまり居住しておりません。気候的にやや厳しく、農業に関してはラウルスをかなり下回るでしょう。なかなか人口が増えないようですわね」

「話だけ聞いてると、簡単に勝てそうだがな」

「ところが、こと戦となるとそういうわけにも参りません。『使霊術』というものをご存知ですか？」

「名前だけ。ティリアで発達している精霊術の一種なんだっけか？」

「はい。神王陛下は勉強家でいらっしゃいますわね。よくこの世界を理解しようと努力しておられる」

　生徒を褒める教師のように、リーズは微笑んでみせた。

「精晶炉からの力を利用してさまざまな現象を引き起こす術が精霊術ですが、ティリアは特に命無き者を使し役えきする術が発達しています。これを特に『使霊術』と呼びます。労働力として利用されているのですが、当然ながら軍事方面にも活用されていまして、土の像や骨の戦士が勇ゆう猛もうな兵として立ちはだかるわけですね」

「面倒な話だな」

　トウヤは渋じゆう面めんを作った。

「《蒼の守護神》が割り当てられたリソースを割さいているのはこの部分です。特異な術式を開発、普ふ及きゆうさせて一いつ般ぱん的な技術としているのです」

「その《蒼の守護神》については？　どういう奴なんだ？」

「若い神ですわね」

　少し考えて続ける。

「もちろん、尺度が人とは違ちがいますが。ティリアという国を運営していくのも、まだ試行錯誤中というところでしょう。相対的には人間贔びい屓きの部類かと思いますよ」

「相対的には？」

「私たちの中では比ひ較かく的てき、という意味ですわ。人間的で、人に近い立ち位置という言い方もできるかもしれません。もっとも、人間的と一口に言っても色々な側面があります。人間好きという意味では私もそうなのですが、彼かれのはまた別種の――」

　そこでリーズは小さく首をかしげ、トウヤの顔を覗のぞき込こんだ。

「もしやトウヤ様、神を相手に直接勝負を仕掛けることを考えておられますか？」

「やめてくれ」

　トウヤは苦く笑しようした。

「神に挑いどんで勝てると思うほど自うぬ惚ぼれてねえよ。必ず負ける勝負ってのは、必ず勝つ勝負と同じくらいつまらないもんだ。俺様は伸るか反そるかの賭かけが好きなんであって、自殺したいわけじゃない」

「賢けん明めいですわね」

　そしてリーズは笑顔で付け加える。

「ときには、賢明ではない殿との方がたのほうが魅み力りよく的てきに見えることもありますが」

「都合よく操ろうってのはナシだぜ？　お前はゲームに勝ちたい。俺様は痺しびれるような勝負を楽しみたい。利害の一いつ致ちがあって手を組んでいるだけなんだからな。――そういやリーズ、お前、大丈夫なのか？」

「と、おっしゃいますと？」

「かなり神々について踏み込んだことを話してる気がするんだがな。守護神が神王に情報を与えるのは、ルールに抵てい触しよくしないのか？」

「ああ、大丈夫ですよ。禁じられているのは、『神としての力を行使して、このゲームに直接的な干かん渉しようを行うこと』ですからね」

《裁定の剣》は違い反はんがないか常に守護神を監かん視ししている。警告も制裁もないなら、それは問題ないということなのだ。

「いい機会ですから、ご説明しておきましょうか。私たちが行っている遊ゆう戯ぎとその規則について」

　トウヤは無言だったが、聞く体勢になったようだ。

　それを確かく認にんし、リーズは続ける。

「ご存知の通り、この戦は私たちの遊戯です。神王は神々の代理。である以上、すべての権限が委ゆだねられています。つまり神王は国の所有者であり、国内の民たみ、土地、動植物を自由に利用する権利を持っており、それらを総動員して国としての勝利を目指すということです」

　国家の勝利条件は、神王を討うつこと、神王を降こう伏ふくさせること、王城と中央精晶炉を制圧すること。今回の勝負で言えば、ラウルスがマグノリア神王を降伏させたため、《黒の守護神》はゲームから脱だつ落らくしている。

「ゲームを降りた守護神はどうなる？」

「敗北が確定し、決着がつくまで当該回のゲームに干渉する資格を失います。今回の《黒アーテル》でしたら、例えばマグノリア神王に指示して他国の妨ぼう害がいをしたり、逆に便べん宜ぎを図はかったりはできません。もっとも、神王が自主的に動く分には止めようがないのですけど。守護神が勝負を放ほう棄きしても、マグノリアという国が無くなってしまうわけではないので、もしマグノリア神王が講和を破は棄きし、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの攻こう撃げきを仕掛けてきたりしたなら、ラウルスとしても対応せざるをえないわけです」

「いや、そっちは問題ないだろ」

　トウヤはあっさりとそう言った。

「おや、あの《黒の神王》レオ・ミナヅキを信用してらっしゃるのですか？」

「してるさ。人格じゃなく能力の方だけどな。ここで暴れる理由がない。むしろ国内の立て直しが先決。あいつには優先順位を間違えないだけの分別があるだろう。――それより、勝負を降りてない守護神の干渉は具体的にどこまで制限される？　ペナルティはあるのか？　そのあたりのルールについてもう少し詳くわしく教えてほしい」

「承知しました」

　リーズはおっとりとした笑えみを浮うかべてみせる。

　この男は人間同士の争いだけではなく、その背後の守護神たちの存在も見み据すえている。

　おそらくリーズ自身もいずれ倒たおすべき敵とみなされているのだろうが……それはそれで興味深い。

「先ほど申し上げたように、守護神がその超常的な力を利用して直接介入することは許されていません。仮に今、私が力を使って現在のティリアの状況を偵てい察さつしたりすれば、違反行為だと判断されるでしょう。敵国に直接働きかけるだけでなく、神として世界に干渉することは基本的に不可であるとお考え下さい。例えば、むしゃくしゃするから気晴らしに山を一つ消し飛ばしてみようかな、なんてことも駄だ目めなわけです」

「……過激だな。もう少し穏当な気晴らしをお勧めする」

「あら、心外な。今のはもののたとえですわ。私は神々の中でも特に温おん厚こうな性質で知られておりますのに」

　くすくすと笑う。

「そういうことにしといてもいいけどな。――要するに『普ふ通つうの人間にも可能な範はん囲い』でしか、世界に関かかわることができないと考えればいいのか？」

「はい。もともと『神々が直接力比べをして問題解決するのを避ける』というところから始まった試みなので。ですから、一人の祭司長補佐として内政に関わり国を発展させたりするのはルールの範囲内ですわね」

「なるほどねえ、少しでも勝負を有利にってことかい？」

「いえ、私のは単なる趣しゆ味み」

　リーズは言い切った。

「同様に『自分の知識を口頭で他人に伝える』という行こう為いは、人間なら誰にでも可能なわけです。ゆえに許容される。――つまり、基本的には人間にできることイコール私たち守護神にできることと考えていただいて構いません」

「基本的にっつうことは、例外もある？」

「ええ、神の力を振るうことが認められるのは――『ゲームの舞台、環境を整える』場合。これはそもそもこの勝負が『守護神の設計した国同士を戦わせる』というコンセプトで行われているからです」

「なら、例えば敵の軍隊を吹ふっ飛とばしてから、『今のは環境を整えるために行ったんだ』と言い張るのは？」

　らしい発想だ、とリーズは好意的に思う。

「さすがに『神の力が直接ゲームの勝敗を左右してはいけない』という原則の方が優先ですわね。もっとも、主張するだけならいくらでもできますから、その正当性を判断するために《裁定の剣》が存在します」

「人の形をした意志無き審判機構、だっけか」

「はい。我々五柱の神が力を結集させ、絶対的な公平性と我々すら滅ほろぼしうるほどの力を与えた存在」

「違反したら殺されるのか？」

「いきなり殺されてはたまりませんよ」

　リーズは苦笑した。

「罰ばつ則そくにはいくつかの段階があります。まあ、きわめて重大なもの――神の力を用いて勝敗を決してしまうくらいの不正を働いたときは、警告すら抜ぬきで死に等しい処分が下りますけどね。例えば神の力をもって敵の神王を殺害するとか、敵の国土を破は壊かいするとか。まあ、このあたりは当然ながら神王のトウヤ様には関係のないことですので、あまり気にされる必要もないかと」

「そうなんだろうけどな」

　トウヤは小さく肩かたをすくめる。

「お前たちがでしゃばって横紙破りしないという保証、あるいは確信が欲ほしかったんだよ。これで俺様は相手神王との勝負に専念できる」

「存分にお楽しみください。それがラウルスのためにもなります」

「そしてお前のためにも、な」

「否定はいたしませんが」

　目を細め、優しい口調でリーズは続ける。

「あなたを高く評価しているのも正直なところなのですよ？　今申し上げたような情報にしても、誰にでも教えるわけではありません。神王たちの資質には個人差があり、私たちが事情を教えることで逆に潰れてしまう者もいる。しかしトウヤ様は前向きに戦おうとしておられます。これはすばらしいことですわ」

「使い勝手の良い駒こまだってか？」

「パートナーとお考え下さいな。今の私は『普通の人間』なのですから、対等でしょう？　神としての力は振るえませんが、もしお望みでしたら――」

　リーズは立ち上がって、トウヤのもとに歩み寄る。そして唇を頬ほおに触ふれそうなほど近づけた。

「人の身で可能なあらゆる種類のご奉ほう仕しをすることも、やぶさかではありませんが？」

「悪いな。あいにくと傍そばに置くなら、もっと若い方が好みなんだ」

「あら、残念。でもヒカリなども見た目通りの年ねん齢れいではありませんけど？」

「中身の話だよ。年を経へすぎて何か得体のしれないものになっちまったようなのを食う勇気はない。俺様は本来美食家なんでな」

「辛しん辣らつですわね」

　微び笑しようして続ける。

「ならば、ラシェル様あたりはさぞお好みなのでは？　瑞みず々みずしく、可愛かわいらしい感性をお持ちですわよ」

「……一つ訊いておく。お前にとってあいつは――」

　トウヤが言いかけたとき、部屋の扉とびらが叩たたかれた。

「どうぞ」

　間かん髪はつをいれずリーズが応じる。

「ああリーズ、今、いいかしら。少し糧りよう食しよくの手配について相談が――え……？」

　入ってきたラシェルは室内の光景を見て、凍こおりついたように動きを止めた。

　椅い子すに腰かけた神王と、彼に覆おおい被かぶさるように顔を近づけている侍女頭。

「ああ、ラシェル様、少々お待ちくださいね」

　リーズはわざと残念そうな表情を作り、ゆっくりとトウヤから離はなれた。

「それでは、神王陛下、本日はここまでということで」

「……あいよ」

　トウヤは一いつ瞬しゆん咎とがめるような目をリーズに向け、小さく息を吐はいて立ち上がる。

「ま、待って！」

　ラシェルは大声を上げた。

「いえ、その、お、お待ちください、陛下。あの、『本日はここまで』って、い、いったい何をどこまで……」

「あらあら、ラシェル様、落ち着いてくださいな。何を慌あわてておられるのですか？」

「あ、慌てているわけでは……。えっと、なぜリーズの私室に？」

「お前と一いつ緒しよだよ。ちょっと自分の仕事について訊きたいことがあったからな」

「ええ、お務めですわ」

「そう……なのですか？　打ち合わせなら、私を通していただいても……」

　どこか不満げに唇を尖とがらせるラシェル。

「お前に訊いた方がよくわかることも、リーズに訊いた方が早いこともあるだろ。――それより、ティリアへの出立は一五日後だからな。しっかり準備を頼たのむぞ」

「あ、は、はい。その件なのですが、バロウ万人長たちから、国境に向かわせる軍の準備が少し早目に整えられるかもと報告がありました。出立を前まえ倒だおしにすることも可能ですが――いかがなさいますか？」

「変へん更こうなしでいいさ。下準備は焦あせらず、慎しん重ちようにな」

　んじゃな、と言ってトウヤは部屋を出て行った。

「さて、お待たせしました、ラシェル様。ご相談があるとのことでしたが……」

「リーズ」

「はい？」

「あの……トウヤ様とは、本当に何もなかったの？」

　そしてラシェルはリーズの答えを聞く前に、早口で言葉を継つぎ足たした。

「あ、ち、違うの！　いけないことだとかダメとか言いたいんじゃなくて、そ、その、リーズがトウヤ様とそういう関係なんだったら、私も祝福しなきゃいけないし、えっと、気を遣つかったりなんかも、するべきだと思うし……」

　大いに混乱している様子のラシェルを微笑ほほえましい思いで見守り、言葉が途と切ぎれたところでリーズは口を挟んだ。

「ラシェル様が懸け念ねんしておられるような、過度に親密な関係ではありませんよ。恐おそれ多おおいことですし、陛下の方もそんなことは望んでおられないでしょう」

「そ、そう、なの？」

「はい、《紅の守護神》に誓ちかって」

　守護神への宣せん誓せいはこの世界において非常に重い意味を持つ。

　もっともリーズが口にする場合、自分自身が対象となるのであるが――まあ、己おのれの心に誓うと考えれば、そうおかしくもあるまい。

　とにかく、ラシェルは少し落ち着きを取とり戻もどしたようだった。

「ごめんなさい。立場上、陛下の動向は把は握あくしておく必要があったから……」

「安心されましたか？」

「まあ、そうね――」

　と言いかけたところで、ラシェルは失言に気付いて渋面になった。

　彼かの女じよが単に責任上事実を知りたいだけなのだとしたら、トウヤとリーズの関係にやきもきしたり安心したりする必然性はどこにもない。

　可愛いらしい、とリーズは微笑む。

「なるほど。どうして安心したのかは、伺うかがわずにおきましょうか」

「……リーズ、汚きたない」

「こんな初歩の誘ゆう導どう尋じん問もんに引っかかるとはねえ。交こう渉しよう術じゆつの師としては少々嘆なげかわしい思いを禁じえませんわ」

「悪かったわよ。――それで、陛下と何を話していたの？」

「この世界の在り方について、少々神学的な議論を」

　澄すまして答える。

「そもそも、陛下に対してはラシェル様の方が重い責任を負っておられるのですよ？　特に対ティリア戦略において、おそばでお支えする立場なのですから。その点、今一度ご自覚下さいね？」

「わかってる」

　表情を引ひき締しめるラシェル。

　リーズは年若い祭司長を勇気づけるように微笑んだ。

「結構。――まあ、トウヤ様の神眼は非常に有用なものです。ティリアとの決着もすぐにつくでしょう。一五日後に精霊竜の説得がうまく行きさえすればね」
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　――そして一五日後。ティリア領内。




「……うまく行きませんでしたね」

　ラシェルは浮かない顔でため息をついた。

「うまく行かなかったなあ」

　トウヤは呑のん気きな口調で言って、頭をかいた。

　竜化したヒカリの背に乗って国境を越え、一気にティリア王都のはずれへ到とう着ちやく。そしてそこからは徒歩で移動。トウヤの神眼を使い精導力の源を辿たどることで中央精晶炉への通路を見つけ出し、潜せん入にゆうに成功した。

　――まではよかったのだが、肝かん心じんの説得に失敗してしまったのである。

　三人はひとまず地下通路を抜け、入ってきたのと同じ山林の横穴から外に出た。

　蜘く蛛もの巣のように張はり巡めぐらされた通路は、王城からの脱だつ出しゆつ路ろと外部からの侵しん入にゆう者しやを阻はばむ迷めい宮きゆうの役割を兼かねている。このあたりはティリアもラウルスと同じだ。

　トウヤの能力で道に迷わず進めるのはいいが――無む駄だ足あしに終わっては意味がない。

　道みち端ばたに腰を下ろし、一行は小声で相談する。

「ティリアの神王を殺せと言っていましたね、彼女……」

　なるべく穏おん便びんにこの国を制圧するのがラシェルたちの理想。である以上、これは極力避けなければならない選せん択たく肢しだ。

「この国か、神王に強い恨うらみがあるのでしょうか？」

　むろん、囚とらわれ利用されているわけなので、恨みを抱いていてもおかしくはない。ただ、『当代の神王』を殺せという台詞せりふを考こう慮りよすると、もう少し具体的な要因があるのかもしれない。

　そのあたりを把握できれば、彼女との交渉材料になるだろうか。

「んー、ややこしいことになったもんだ。――なあ、ヒカリ」

「は、はい」

　姉妹の再会が非友好的な雰ふん囲い気きで終わったことに落ち込んでいたらしいヒカリは、慌てて顔を上げた。

「お前の知っている範囲で、あの精霊竜はどんな性格だった？」

「三の姉さま、ですか……？」

　通常、精霊竜は固有名を持たず、年齢で個体を区別するのだそうだ。六姉妹のうち上から三番目だから、三の姉さまということらしい。

「えっと……優やさしかったです。いつも、もの静かで。誰だれかを殺せというような、そんな恐ろしいことを望まれるような方では……」

「つっても、何百年も会っていないんだろ？　色々変わってるんじゃねえか？」

「それは、そんなことは――」

　そこでヒカリは一度言葉を切って、目を瞬かせた。

「あ、今、ヒナタから、ご主人さまにお話がしたいと」

　双子竜であるヒカリとヒナタは独自の感覚経路を持っており、離れていても五感や意思を通わせることができるそうだ。

　ヒナタの方はラウルス領に残っている。今はエリアーヌたちと行動を共にしているはずだ。

　そのままお伝えするですね、と前置きし、ヒカリはヒナタの言葉を語った。

「『時というものに対する感覚が、わたしたちと人間では決定的に違います。年月だけでは、わたしたちの在り方に大きな変化をもたらすことはできないでしょう』」

　見た目が幼い少女であるからときどき失念しそうになるのだが、彼女たちは人よりもむしろ神の側に近い存在だ。ラシェルはあらためてそのことを意識した。

「んじゃ、何かしら特定のきっかけがあったってことかねえ？」

　トウヤが腕うで組ぐみしつつ尋たずねる。

「『三の姉さまが変わったというなら、その可能性の方が高いかと。――とはいえ、わたしの目から見れば、さほど彼女が変化したとは思われませんでした』」

「お、ヒカリとは意見が違うのか？」

「『ヒカリねえさまに言わせれば、世の中の存在、誰も彼も優しいということになってしまいます。他者への評価が甘あますぎるくらい甘くて、胸やけを覚えるくらいですから』――って、ヒナタ、そんなふうに思ってたですか!?　ヒカリはそんなことはないと――え、ええ、はい、伝えるです……」

　どうやら、先に伝達役としての仕事を全まつとうしろといわれたらしい。幾いく分ぶん不満そうながら、再び口を開く。

「『三の姉さまは、理ことわりを重んじる性格だとわたしは感じています。感情的に振舞うことはありませんが、ある意味冷徹な面も持ちあわせているかと。道理に合わないことを許容したりはしないでしょう』」

「ああ……そうね、私の印象もそれに近いです」

　ラシェルは肯いた。あの精霊竜から感じ取れたのは、理性と冷ややかな怒いかりだった。

「あの、もしかしたら、三の姉さまは、ヒカリが人間さんたちの味方をしていることにお怒りなのでしょうか……」

　これは妹竜ではなく、ヒカリとしての発言。

　彼女自身は特に人を恨んでいないと以前に聞いたことがある。とはいえ、精霊竜が人間に長らく利用されてきたのもまた事実。姉妹の全すべてがヒカリのように平和的なわけでもないだろう。

「だとしても、ヒカリはそれを正しいと思ってるんでしょう？　だったら、ちゃんと話し合ってそれをわかってもらえばいいのよ。私たちはそのために来たんだから。――そうですよね、トウヤ様」

「ま、どうにか言いい包くるめて納なつ得とくさせないといけないのは、確かだな」

　やや偽悪的な物言いながら、トウヤは肯こう定ていした。

「『解放する』では食いついてこなかったんだよな。ってことは、多分、囚とらえられてたことを怒おこってんじゃねえだろうさ」

「では、彼女の怒りの源は何なのでしょうか？」

「見当もつかねえよ、少なくとも今は」

　トウヤは少しおどけたように両手を上げてみせた。

　神眼のおかげで自分たちは精霊竜と意思疎通ができるようになった。が、それゆえ彼女たちの意思に振ふり回まわされる。皮肉な話だとラシェルは思う。

「とりあえず……これからどうしますか？　トウヤ様。一応、ティリアに逗とう留りゆうする可能性を考え、金子や旅装を持ってきていますが」

「さあて、どうすっかねえ。も少しこっちに留とどまっててもいいとは思うんだがな。ラウルスのことはリーズが上う手まくやるだろうし、急いで帰らなきゃならない理由もない」

「……ずいぶんと彼女のことを信用されてるんですね」

　思わずそんな言葉が口をついて出た。

「ん？　お前だって信用してるから補ほ佐さに置いてるんだろ？　少なくとも政務に関しちゃ有能だ」

「そ、それは、そうなのですけど……」

　いつのまにか私室を訪ねるほど、トウヤと彼女は親密になってるわけで……リーズは何もないと言うし、その言葉を信用してもいるのだが――引っかかるものは引っかかる。何となくラシェルをのけ者にして秘密を共有しているような雰囲気があって、心がざわざわするのだ。

　子供っぽい感情であることは自覚しているので、さすがに口には出せないが。

　リーズは大好きな姉代わりだし、トウヤは敬愛すべき主君である。なのに、なぜこの二人が関係するとこう、もやっとした気持ちになってしまうのか。

（――やめ。気にしない、気にしない。そんな場合でもないしね）

　ラシェルは自分に言い聞かせた。

「ま、いいや。ひとまずここの王城でも見物してみようぜ」

　トウヤの言葉に従い、三人は山を下った。

　ティリア国王都アルドル。都市部を取り巻くように、外縁部には農村が点在している。王城を目指すには、畑の真ん中を通って行くことになるわけだ。

　一行は歩を進め――そして、ほどなくトウヤが音を上げた。

「……ち、ちょっと休きゆう憩けい」

　息を荒あららげて道端の木こ陰かげに座り込む。

「どうぞ」

　ラシェルは携けい帯たいしていた水袋を手て渡わたした。トウヤは一気に飲み干す勢いで喉のどを潤うるおす。

「あ、トウヤ様、取り過ぎるとかえって疲労感が増しますから、できるだけゆっくりお飲みくださいね」

「……ヒカリはともかく、ラシェルはなんで平気なんだよ。お前、箱入りで育てられた、祭司長家のご令れい嬢じようじゃねえのか？」

「文武両道が家風ですので、体の方も鍛きたえております」

　珍しく本気で参っている様子のトウヤを見て、少し微笑ましい気分になる。

　と、隣となりの少女がおずおずと手を挙げた。

「あの、ヒカリがご主人さま、おんぶするです？」

　外見は幼い子供でも、体力は竜のそれである。彼女にとって男一人を担かついでいくくらいわけはないだろう。

　そこでふとラシェルは疑問を覚えた。

「あの、トウヤ様……私は神眼の恩おん恵けいに与あずかっているので普通に接することができますが、ヒカリの姿は基本的に他人には見えないのですよね？　仮にヒカリがトウヤ様を背せ負おっているとしたら、どのように認にん識しきされるのでしょうか？　まさか、トウヤ様の体だけが宙に浮かんでいるように見えたり？」

「あー、俺様も気になったんで、こいつ連れるようになってから色々試ためしてみたな。どうも認識の範はん囲い外がいになるみてえだ」

「認識の範囲外……ですか」

「俺様が誰かに背負われているのはわかる。でも誰が背負っているのかは意識の外になって、気にすることさえできない。そんな感じかね。――あ、じゃあ背負ってもらっても何の問題もなさそうだな」

「普通に休憩して、自分の足でお歩きください……。ラウルス国を統すべる神王が、歩くのが面めん倒どうだからと幼い少女に背負ってもらうというのは、さすがにどうかと」

「わーったよ。せめてもう少し休ませろ」

　乱暴にため息をついて、トウヤは木の幹に背中を預けた。

　遠くの景色に視線を向け――そして不思議そうな声を上げる。

「……牛、じゃねえよな、なんだあれ。骨か？」

　彼の視線を追うと、白色の牛型をした何かが畑を耕しているのが見えた。

「ティリアの骨像ボーンゴーレムですね。《蒼の守護神》に仕える祭司たちは、無機物に命を吹き込んで操あやつる術を授さずかるといいますから」

「ああ、使霊術ってやつか。そういやリーズに命無きものを操る術とか聞いたな」

「リーズに、ですか」

　眉み間けんにしわが寄るのを自覚する。

「ラシェルさま？」

　ヒカリが怪け訝げんそうな声を上げた。

　いけない、いけない。先ほど気にしないと決めたばかりだというのに。

「何でもないわ、ヒカリ。――えっと、極きわめた術者になると死人を甦よみがえらせることができるとも言われますね」

「へえ、そりゃすげえな」

　トウヤは軽く目を見張った。

「すごい……と言っていいものかどうか。自然の摂せつ理りに反することですから」

「ん？　お前はあまりいい感情を持ってないのか？」

　少し考えてから、ラシェルは答えた。

「……そう、かもしれません」

　さほど使霊術に精通しているわけではないが、理り屈くつとして理解はできる。

　死んだばかりの人間に精導力を循じゆん環かんさせ、一時的に機能を復活させるのだ。精導力が脳を活性化させれば意識は戻るし、筋肉を補助すれば体も動く。精せい巧こうな術式と繊せん細さいな操作が要求される高等技術ではある。

　とはいえ、効果はそう長く続くものではない。術が完全に成功したとしても、死と崩ほう壊かいへの流れを止めることは不可能。

　ラシェルも両親を亡なくしている。そういう術に頼たよりたくなる気持ちがわからないでもない、のだが――果たして、それは正しいことなのかどうか。

「いえ、いずれにせよ、私の個人的感情に過ぎませんから」

　話を戻すことにする。

「ティリアは人口が多い国ではないので、こういったものを活用して労働力を補っているわけです」

　ティリアの気温は一年を通じて低めである。特に山岳地帯の気候は厳しく、人が住むのには向いていない。

　生産力もさほど高くないが、あえて言えば麦類を中心にした農業、林業、畜ちく産さん業ぎようが盛んだろうか。

「国内生産分だけで需要を賄まかなうのは苦しいですから、貿易もそれなりに盛んですわね。友好的といえるほどの国交はありませんが、ラウルスからも穀類の輸出は積極的に行われております」

　ティリアが飢うえると難民がラウルス方面に押おし寄よせかねない、という事情もある。

　もっとも今後戦乱が本格化し商人の行き来が途と絶だえれば、ティリア全体が徐じよ々じよに困こん窮きゆうしていくことになるだろう。

「戦略としては、我わが国くに、及およびマグノリアのティリアへ通じる街かい道どうを完全に封ふう鎖さし、ゆっくり衰すい弱じやくを待つという手も考えられます。時間はかかりますが確実ですね」

　とはいえ、ラシェルとしては積極的に使いたい方策ではない。この場合、一番苦しむことになるのはティリアの民だからだ。甘いかも、という自覚はあるのだが。

「ま、あの精霊竜の姉さんの説得に成功すれば、そんなまどろっこしいこと考える必要もなくなるわけだがな」

　トウヤがラシェルの思考を読んだかのように、そんなことを言った。

「あの、ご主人さま、三の姉さまの説得を続けるおつもりです？」

「まあ、できればな」

　トウヤはヒカリにそう答えた。

「とりあえず王都見物でもしながら、色々考えてみるさ」

　一行は休憩を終え、ティリア王都への道行を再開する。

　程ほどなくアルドル都市部を囲う城じよう壁へきと城門が見えてきた。

　特に咎とがめられることもなく門を通過し、街の中心に向かう。

「……ふーん、戦が近くてピリピリしてるって雰囲気でもねえな」

「そうですね」

　ラシェルは同意した。

　トウヤの言う通り、街行く人々の顔からさほどの緊きん張ちようや焦しよう燥そうは感じられない。

（とはいえ、活気があるというわけでもないのだけど）

　ひいき目め抜ぬきで判断しても、人口や経済の規模はラウルス王都クレアシオンをかなり下回っているだろう。

　三人は中央広場らしきところまでやってきて、足を止めた。

「さて、まずは飯にでもしようかね。何かおすすめの料理屋とかあるか？」

「……さすがに、そこまでは。保存食や酒造の技術が発達していると聞いたことはありますけど」

　塩漬け肉を肴さかなに酒をちびちびやるというのもそれはそれで需じゆ要ようがありそうだが、食事とはいわないだろう。少なくともラシェルにとってはそうだ。

　とりあえず歩いて探すしかないかなあ、と考えたとき――

「やーやー、このクソッタレな国へようこそー、旅人さんたち！」

　妙みように陽気な声が聞こえた。

　振り向くと、笑え顔がおを浮かべた若い男、そして無表情な少女の二人組が立っていた。

「もしかして、何かお困りかなー？　――ああ、怪あやしいものじゃないよ」

　ラシェルが不ふ審しんそうな表情を見せたせいか、男は大げさに手を振ってみせた。軽けい薄はくな印象がさらに強まる。

「何だか途と方ほうに暮れてるように見えたから、声掛かけただけ。宿をお探しかい？」

「んー、飯か宿かってところだな」

　警けい戒かいするラシェルをよそに、平然とトウヤは応対した。

「なら、西区通りかな？　リナ」

　感情の窺うかがえない顔で少女がこくんと肯うなずいた。

「――ここから西に行けば宿、その向こうに屋台の並ぶ通りがある」

　年としの頃ころはラシェルと同じくらいだろう。どこかぼんやりした印象があるものの、色白で整った顔立ちをしている。まるで精せい緻ちな彫ちよう刻こくか人形のようだ。

「俺おれとしては宿の方を勧すすめるね。兄さん、ちょっと足挫くじいてるだろ？」

「……え？」

　ラシェルは思わずトウヤの顔を見直した。気付かなかった。

　彼かれは小さく肩をすくめる。

「ま、ね。育ちがよくて徒歩での旅に慣れてないもんで」

「お疲つかれだろうし、まずはゆっくり休んだ方が良いんじゃないの？」

「んー、その方向で考えるかねえ。ご親切にどうも」

「いーやいや、礼にゃおよばねーよ。旅人さんには親切にするようにしてるんだ。験げん担かつぎみたいなもんでね。――あー、俺はユウリ、こいつはリナ。またどこかで縁えんがあれば」男は愛あい想その良い、しかしどこか下品な印象の笑みを残して、踵きびすを返した。リナというらしい少女が無言で一礼し、あとに続く。

「親切な方たちですねえ」

　ヒカリは無む邪じや気きに感心していた。

　どうだろうか、とラシェルは考える。

　素そ朴ぼくな善意の存在を疑うほどひねくれてはいないが、先ほどのはどうもそういうのとは異なる気がする。

　何だか――嫌いやな感じだ。

「……あ、そう言えばトウヤ様、道中で怪け我がをされたのですか？　言ってくださればよかったのに」

「いや、軽く捻ひねっただけだ。怪我ってほど大したもんじゃねえよ。ただ、問題はそれをどうやってあいつらが……」

　そこでトウヤはいや、と呟つぶやいて普ふ段だんのやる気のなさそうな表情に戻った。

「まあ、今考えても仕方ねえか。――お勧めしてもらったことだし、宿の方に行ってみようぜ」




　教えられた通り行くと、宿場街に出た。

　街角ごとに歩ほ哨しようの兵が立っている。治安はそれほど悪くなさそうだ。

「……しっかし、気味悪いくらい動かないのな、あの兵士。偉えらそうな態度で絡からんでこられるよりはよっぽどマシだけど」

「おそらく、人ではないのでしょう」

　ラシェルは小声で言った。

「兵の中に兜かぶとと面頬で顔を完全に隠かくしているものが多く居るでしょう？　あれ、骸骨兵スパルトイですわね」

「骸骨兵スパルトイ？」

「人間や動物の骨を利用して使霊術で操った命なき兵。人間に近い戦闘能力を持ち、ティリア軍の中に相当数組み込まれていると聞きます」

「はー、死なない兵士か。便利なもんだ。――しかし骸骨にずっと監かん視しされてるってのは、ぞっとしない話だな」

　ラシェルも同感だった。

　もっとも、この国の民たみにとっては日常風景の一部であるのだろう。微び動どうだにしない骸骨兵スパルトイに特別な視線を向けるものはいない。

　一行は高すぎず安すぎずといった層の宿を選び、中に入った。

「空いてるかな？　二人だ。一部屋頼む」

　むろんヒカリも一緒にいるのだが、普通の人間の目には見えない。

　トウヤの悪人面と、折り目正しい様子のラシェルを見比べ、主人は幾分うろんげな表情を作った。

「……失礼ですが、どういうご関係で」

「ああ、妻。嫁よめさん」

　トウヤはさらりとそう言った。

「んな――」

「奥おくさん、ですか？」

「え、えっと……」

　ラシェルはどうにか表情を取り繕うことに成功した。

「はい、つ、妻、です」

「おーう、照れちゃってまあ。――可愛いだろ？　新しん婚こんほやほやなんだ。田舎いなかで畑耕してたんだけど、結けつ婚こんを機に王都へ移住したいと思ってね。しばらく滞たい在ざいして、良い働き口がないか探そうかと」

　すらすらとトウヤは言葉を連ねる。

　前金は要求されたものの、結局それ以上追求されず、部屋を借りることができた。

「……い、いきなり『嫁さん』はないでしょう。前もって言っておいてくださらないと、こ、困ります」

　荷物を降ろしながら、ラシェルは抗こう議ぎした。

　不意打ちだったので、一いつ瞬しゆん頭が真っ白になってしまった。両親の跡あとを継ぎ祭司長となって以降、もっとも動どう揺ようした瞬しゆん間かんだったかもしれない。

「そうか？　これくらいは予測してるもんだと思ってたが。――お前、何なん歳さいだっけ？」

「一六。もうすぐ一七ですけど」

「発育はいまひとつだよな」

「な――っ！　い、いま、そんなことに何の関係が――」

「ま、それはさておき」

「さておかないでください！　というか、さておくくらいなら最初から触れる必要ないじゃないですか！」

　ラシェルの抗議の声を聞き流し、しれっとした顔でトウヤは続けた。

「この世界では結婚してても不思議じゃない年齢だ。俺様との年の差もそれなり。だいたい顔つきや髪かみ、目の色が違ちがうから、兄きよう妹だいは無理があるだろ？　金持ち主人と使用人にしては旅装が質素だし。別に旅行中の恋こい人びとでもよかったけど、この戦乱期に物見遊山ってよりは夫ふう婦ふで職探しって方のが説得力がある」

「それは、そうですが……」

　渋しぶ々しぶながらラシェルは認めた。

「ま、盛大に噛かんだのも、恥はずかしがる新にい妻づまっぽかったから問題ねえさ」

「……問題ない、ですか」

　そうか……新妻で問題ないと。

「――ラシェルさま、笑ってるです？」

　ふと気付くとヒカリが怪訝そうにこちらを見上げていた。

「い、いえ――別に、笑ってなど……」

「え、でも、今、嬉うれしそうな笑顔を――」

「そ、それよりも、今後のことです、トウヤ様！」

　ラシェルは強ごう引いんな話題の転てん換かんを図はかった。

「大きく分けて二通り考えられます。ティリアの精霊竜を再度説得するか――あるいは、軍を動かして決着をつけてしまうか」

　精霊竜の説得と解放が最善なのはわかっている。

　だが、あらゆる可能性を考え、選択肢を提案するのも自分の仕事だ。

「戦になったとして、勝てるかねえ？」

「……ティリア神王の神眼がどのようなものかまだ不明ですから危険はありますが、戦力的にはこちらが優位です。武力だけで征せい服ふくしてしまうのではなく、国境からバロウ万人長たちに攻め込ませ一定の戦果を収めた後、ティリアの神王と交こう渉しようするという方法もあります。この場合、精晶炉――精霊竜との話し合いは、完全に後回しになってしまいますが」

　ヒカリは少し悲しそうに眉まゆを曇くもらせる。しかし、言葉に出しては何も言わなかった。

「んー、そうだな……」

　トウヤはしばらく考え込み、そして再び口を開いた。







第二章　骨牌遊戯カードゲーム







　スルス山脈――ラウルス北部、ティリアとの国境に横たわる山地である。

　西部のレベリオ山地に比べて険しく、越こえるのには少々困難を伴ともなうと言われている。

　ラウルスとティリアの間にさほど大きな軍事的衝突が起こらないのも、この山脈が両者を隔へだてているからだ。民や商隊が行き交うくらいならともかく、大軍を編成し敵領内に侵しん攻こうしようとすると一大事業になる。

　ゆえに軍事的緊張をはらむ事態になったとしても、睨にらみ合あいのみで収束することが多い。

「はー、こりゃ壮そう観かんですねえっと。――くそったれ」

　高台から遠景を望んだファビオは、げんなりした気分で呟いた。

　寒冷で乾かん燥そうがちな気候のため緑の植物は少ない。露出した岩いわ肌はだの向こうにティリア軍の布ふ陣じんがよく見える。

　不自然なほど整然と並んだ敵てき陣じんの中には、人ならざる兵の姿があった。

　鈍どん重じゆうだが巨きよ大だいで破は壊かい力りよくに優すぐれる土像ゴーレム、そして大きさは人間並だが比ひ較かく的てき俊しゆん敏びんで剣けんの扱あつかいに長たける骸骨兵スパルトイ。

　伝統的にこの二者がティリア軍の主力を務める。

　直接矛ほこを交えたことはないが、その特とく徴ちようについてはファビオも把握していた。

　精せい晶しよう炉ろから力を借り、命のなきものに命を吹き込むという使霊術。その業に操られた命なき兵士。

　単体で見れば、十分対応可能な戦せん闘とう力りよくだろう。所しよ詮せん命令がないと動けない人形であり、付け入る隙すきは十分にある。総合的な戦力ではラウルスの方が優勢と言ってもいい。

　しかし、痛みも感情もない命なきものは、少々の損傷で戦うのを止やめたりしない。

　ラウルスの敗北は考えにくいが、一気に押し切るのも難しそうな状じよう況きようということだ。

「めんどくさい相手なんだよね。ウソかホントかは知らないけど、使霊術で死人を甦らせるなんて話もあるし。あーやだやだ」

　戦とは戦力の削り合いである。敵方にどれだけ死者、重傷者、戦意喪失者を出せるかが勝負になる。もし攻こう撃げきしても攻撃しても敵の数がなかなか減らないとなれば、これは恐きよう怖ふ以外の何物でもない。

　ぼやきながらファビオはラウルス軍本営の天幕に戻る。

　中ではエリアーヌとヒナタが何やら会話を交かわしていた。

「おお、ご苦労」

　エリアーヌがファビオに気付いて声をかける。

「向こうの様子はどうだった？」

「目算で三千弱ってところですかね。ま、足ちぎれても腕うで取れても動いてるような奴やつらを、人間と同じように数えていいものかわかりませんが」

「ふむ、こちらの布陣も問題なく終わったところだ」

　ラウルスとしては、まずトウヤが精晶炉を口説き落とすというのが基本戦略である。

　よって国境に兵を展開するのは主に防衛のため。状況が変わらない限り、こちらから攻め入る必要はないはずだ。

　兵数はおよそ四千五百。数としては十分だろう。

「トウヤ・ヤナガセから伝言がありました。『こっちは交こう渉しよう継けい続ぞく。そっちは目立つように堂々と陣を展開し、そのまま守りを固めろ』とのことです」

　ヒナタはそっけない口調で言った。

　トウヤのもとには姉竜のヒカリがいる。通じ合っているこの双ふた子ごを使えば、ティリアにいるはずの神しん王おう一行とも自由に連れん絡らくを取れるというわけだ。

「予定通り持久戦だな。ファビオ、兵への指示を頼たのむ」

「了りよう解かいす。――んー、さっくり説得成功してくれてたら一番よかったんだけどな。解放してやるっつーだけじゃ、手放しで喜んでくれないのかねえ、精霊竜さんは」

「恩着せがましく言わないでいただけますか？　そもそも、最初からわたしたちが人間にこき使われるいわれなどないのです」

　ヒナタは不ふ機き嫌げんそうに目を細めた。

「何度も言いますけど、わたしにしたところでヒカリねえさまにお付き合いしているに過ぎません。伝言の仲ちゆう介かい、および精晶炉としての機能は維い持じしますが、戦にまで手を貸すつもりはありませんから勘かん違ちがいはしないようにお願いします」

「わかっている。戦わせるなと陛下にも言われているからな」

　エリアーヌが苦笑交じりで言った。

　彼かの女じよたちはそのままでも人間、のみならず獣人や巨きよ人じんすら圧倒する膂りよ力りよくを持つ。竜の姿に戻もどれば、もはや止められるものはこの地上に存在しないだろう。

　ただし、ラウルス国としては、それを当てにしない。そういうことだ。

　ヒナタは少し拍ひよう子し抜ぬけしたように眉を上げた。

　その頭をファビオがぽんぽんと叩たたく。

「強制しないってのがうちの親玉の方針だったろ。居ないものとして作戦立ててるから気にすんな」

「……それはわかりましたから、手をどけてください。子供扱いするなと何度言えば理解するのですか、あなたは」

「おっと、悪い悪い」

　ファビオは笑って手を引っ込める。

「ま、そもそも仕事じゃなきゃ、俺だって殺し合いなんかやりたくねえし。なら当然、他人にやらせるようなことでもねえよ。――何にしても、しばらくは睨み合いだろ。神王陛下におかれましては、なるべく早期に、戦いくさ抜ぬきで決着をつけてほしいもんだな」





＊　＊　＊






　ティリア王都アルドルにおいても、精導力は民を支えている。

　二つの甲こう種しゆ精晶炉を持つラウルスほど生活の中に浸しん透とうしているわけではないが、照明、熱源、動力と利用のされ方は似たようなものだろう。

　強いて違いを挙げれば、土像ゴーレムや自律人形が荷運びに使われているというくらいか。

（――とりたてて不審な点はない、のよね）

　少なくとも、精導力が異常な扱い方をされているという様子はなかった。

　ラシェルは買い込んだパンや果物を手に、宿へと向かう通りを歩いている。

　昨日、トウヤの下した結論は精霊竜説得の継続。

　なので、まずはこの王都で情報を集めようというわけである。あの精霊竜がなぜティリアを憎ぞう悪おしているのか、交渉のためにはその理由を掴つかまなければならない。

「あ、ラシェルさま、おかえりなさいです！」

　部屋に戻ると、ヒカリが元気よく駆け寄ってきた。

「よ、おつかれー」

　一方、粗そ末まつな寝しん台だいに寝ねそべっていた神王は、気だるげな口調で言った。

「んで、街はどうだった？」

「市場と職人通りの周辺を見てきました。精導力の利用に関しては、特に怪しい点は見当たりません。ただ――」

「ただ？」

「市場での、物資の不足や値段の高こう騰とうがそこまで顕けん著ちよではないですね。食料、鉄器あたりがもう少し値上がりすると思っていましたから、この点、不審といえば不審です」

「あの……値上がりしてないと、おかしいのです？」

　ヒカリが小さく首を傾かしげた。

「神王降臨があった以上、戦争が起こるのは避さけられないからね。どの国も食料や武器を集める。そうすると、民のもとに流れる分が減って値段が上がることが多いの」

　商人の力が強い地域であれば、買かい占しめや売うり惜おしみが起こることもある。行き過ぎると暴動に発展しかねないので、ラウルスでは適度に介かい入にゆうするようにしているが――

「こっちでもティリアの神王がうまく調節してんじゃねえの？」

「いえ、私見ですが……適切な処置の結果というより、まだ戦の準備すら十分にできていないという感じです。国としての動きが鈍にぶいのではないかと」

　国境の防備を固め始めたのも最近だとリーズの報告にあった。

　どうもあらゆる施し策さくが一手、二手ずつ遅おくれているような印象である。

「他た愛あいない雑談を装よそおって、少し市場で話を聞いてきました。民の生活にまだ大きな変化は出ていないのですが、そのことで逆に違い和わ感かんを覚えている者も居るようですね。神王が降臨したんだから、もう少し何かが変わると思っていた――というような」

「違和感、ねえ。お前はどう思う？」

「そうですね……神王降臨のお祭り騒ぎというか、熱気というか、そういうものがもう少しあってもおかしくないのではないかとは思います」

　神王の降臨は守護神のもたらす奇き跡せき、およそ百年に一度しか起こらない大事件だ。

　ラウルスでもそうだったが、当然民には肯こう定てい的てきに捉とらえられるし、それが戦意の高こう揚ようという形で表出するのが一いつ般ぱん的てきである。

「ここの神王が不人気なのか？」

「そういう言い方もできますわね。神王の存在が、民を支え切れていないということなのでしょう」

「ふーん。――その神王については何かわかったか？」

「一応、降臨後しばらくしてお披ひ露ろ目めは行われたそうです。遠目には若い男性に見えたと。その後はまったく表に出てこないようですけど」

　ティリアの伝統として、祭司長を含ふくめた国の上層部は民と距きよ離りを置くという話を聞いたことがある。人前に出ることはほとんどないそうだ。神官たちのあやつる使霊術が国を支える根幹にあるため、その神秘性を保って権威付けしているのだろう。

　神王についてもそのやり方を踏とう襲しゆうするということなのだろうか。

「民の士気を煽あおるには、燃料が必要です。ラウルスでは祭りを奨しよう励れいし市し井せいに祝い金を出しましたが、ここでは上からのそうした働きかけがあまり行われていないようですね」

　政務を担当する身としては、その動きの鈍さに大きな疑問を覚える。本来はティリアも万ばん全ぜんの準備をして勝負に臨のぞまなければならないはずなのだ。

「出で遅おくれているのだとすれば――上層部で何か混乱が起きているのかもしれません」

「例えば、神王が行方不明になったとか？」

　トウヤの言葉にラシェルは小さく苦笑を浮うかべた。

　それはかつてラウルスに降りかかった災さい厄やく。

　本当に――本当に大変だったのだ。今はトウヤのおかげで笑って思い出せるが、下手をすると国が滅ほろんでいたかもしれない。

「どうでしょうね。精晶炉の活性化は行われたようですし、その時点では間ま違ちがいなくティリア神王は健在だったはずですが」

　神王は降臨すると、まずその国の中央精晶炉に向かう。そして『支配者の王おう笏しゃく』と呼ばれる特とく殊しゆな鍵かぎを使って中に入り、炉ろに命じてその出力を高めさせるのだ。

　生成される精導力が強まるということは、生産力の向上、ひいては戦乱に対する備えの効率化を可能にする。

「ただ、活性化を行った際に精晶炉――つまり精霊竜との接点が生まれているのは間違いないですから、そこで何か大きな問題が起こったのかも」

「神王が何かやらかして逆げき鱗りんに触ふれた、か？」

　そしてトウヤは精霊竜の少女に目を向けた。

「なあヒカリ、お前の姉は何をしたら激げき怒どすると思う？」

「え？　えっと……」

　ヒカリは少し考えて、口を開いた。

「今までで一番怒おこったのは、多分、えっと、外からやってきた神さまたちに、姉妹やこの世界を傷つけられたときだったと思うですが……」

　彼女たちは、五柱の守護神が君臨するまでこの世界の守護者を務めていた。ラシェルにとっては遠い昔の神話の中の出来事である。

「今は、わかりません、です。少なくとも、理由なく怒る方ではないはずですけど」

　伏ふし目めがちな表情でヒカリはそう言った。

「お前が落ち込んでもしゃーねーだろうが。何ならもっかい会って、話聞いてくるか？」

「え……いえ……」

　ヒカリは少し口ごもった後、顔を上げた。

「それは、なんとなく……三の姉さまも望まれていない、と思うです。うまく、言葉にできないですけど……。ヒカリは今、ご主人さまのものですし……ヒカリもご主人さまたちと一いつ緒しよに、三の姉さまへの答えを見つけなければいけないんだと、そう感じるです」

　あの精霊竜が抱いているのは怒いかり。求めているのはトウヤたちの回答。

　納なつ得とくに値するものを提示できないのなら、顔を出すな――という意志は確かに感じた。

　口先だけでの懐かい柔じゆうや説得は試みるだけ無む駄だだろう。納得させたいなら、まず彼女を理解しなければならない。

（……あの精霊竜、相当にめんどくさい人なんじゃないかしら）

　ラシェルは内心でため息をついた。いや、人ではないのは重々承知だが。

　考えてみれば、人間対人間であっても相互理解に至るまでの道のりは容易ではないのだ。言葉が通じるだけでどうにかなると思うのは、やはり甘あまかったのだろう。

「ま、ヒカリが構わないならそれでいいさ。俺様たちももう少しこの国について知る必要があるしな。――さて、そろそろ夕方だし賭と場ばにでも行ってみっか。情報収集、情報収集っと」

　明らかに浮かれた表情でトウヤが言った。

「嬉しそうですね……」

　人の集まるところには情報も集まる。賭場では酒も出るので、人々の口も軽くなる。

　それは理解できるのだが……なんとなく納得しがたいものがあるラシェルだった。

「私も同行しますし、反対はいたしませんけど……どうか本分をお忘れ無きよう。賭かけのためではなく、あくまで客から話を聞いてこの国の内情を知るのが目的です。掛け金も国庫から支出しますが、くれぐれも使い方には――」

「それよりも」

　ぬっとトウヤが顔を近づけた。

「な、何です？」

「お前もボロを出すなよ？　ここに居る間、お前は俺の嫁なんだからな」

「よ、嫁……」

　頬ほおが一気に上気した。

「も、もちろん、それにふさわしい、ふ、振ふる舞まいをするに吝やぶさかではありませんが」

　しかし、トウヤの妻としてふさわしい振る舞いとは、いったいどんなものなのだろうか。若わか夫ふう婦ふであるからには、主従であることを忘れてもう少し距離を縮め――

「親しさを演出しつつ、こう、腕なんか組んでみたりとか――あ、トウヤ様、お待ち下さい！　まだお話は終わっておりません！」

　鼻歌を歌いながら外へ出ようとしているトウヤを、ラシェルは慌あわてて追いかけた。




　夕ゆう陽ひが街を橙だいだい色いろに染めている。

　仕事を終えて家路につく人々が通りを行き交うなか、三人は並んで歩を進めた。

「ラシェル、賭場に行ったことは？」

「無くはないです。賭け事は嗜たしなみませんけど」

　ラウルスの王都クレアシオンにも賭場は存在する。公的に、あるいは私的にお忍しのびで視察に訪おとずれた経験もある。

　個人的に賭けは好まないのだが、取とり締しまりを厳しくしすぎても逆効果であるし、そもそも個人の間で行われているものまで完かん璧ぺきに規制できるわけもない。だから、基本的に現状の把は握あくに留とどめ、過か剰じような介入は控えることにしていた。

　目的の建物はすぐに見つけることができた。

「――ふーん、思ったより小こ綺ぎ麗れいだな」

　トウヤが感想を漏もらす。

　それはラシェルも同意するところだった。白しろ塗ぬりのしっかりとした造りで、大きく看板も掲かかげられている。いかにも街の裏側というような、胡う散さん臭くささが感じられない。

「ここの賭場は公営ですからね」

　儲けた金額の一部を守護神に還す――つまり、祭司長の元へ寄進する決まりがあり、これによって神事としての性格を与えられているのだ。賭場も国によって経営され、財源の一つとして扱われている。

　ティリアにおいて、賭と博ばくの地位は若じやつ干かんラウルスとは異なる。

　儲けた金額の一部を守護神に還す――つまり、祭司長の元へ寄進する決まりがあり、これによって神事としての性格を与えられているのだ。賭場も国によって経営され、財源の一つとして扱われている。

　公的に賭博が認められた国は多くないので、他国からの旅行者も多く訪れると聞く。もっとも、戦乱が近い今の時期、その数は多くないだろうが。

　一方、非合法の闇賭博は苛か烈れつなまでに厳しく取り締まられ、存在することを許されていないそうだ。

「――いらっしゃいませ」

　応対に出てきた店主は、どこか学者然とした青年だった。ここにもヤクザ者の臭においは微み塵じんもない。

　トウヤが宿屋と同じように自己紹介し、物もの珍めずらしさに立ち寄ってみた若夫婦を装う。

「いや、村のほうにこういう施し設せつはなかったもんでね、興味があったんだ」

「なるほど、王都の賭場は初めてということですね」

　店主は愛想よく目を細めた。

「一度こちらで木片チツプを買っていただき、帰りに換かん金きんするという形式です。直接お金をやり取りするわけではないということだけ覚えていただければ大だい丈じよう夫ぶ。特殊な決まり事があるわけではないですから」

　そして彼は手を広げて店内を示した。

　雰ふん囲い気きとしては、巨大な食堂というところだろうか。ただし、多くの卓たくで行われているのは食事ではなく賭け事である。酒や料理は仕切られた別区画で提供しているようだ。

「いくつかある卓を店の者が取り仕切っておりますので、ご自由にお楽しみください。現在行われているものとは別に希望する勝負方法があれば、お申し付けくだされば参加者を募つのって場を立てます。ただし――」

　青年は笑えみを崩くずさないまま、続ける。

「揉もめ事は厳禁。個人同士の言い争いでも、国軍の兵が出張って対応することになりますので、その点はご承知置きを」

「あんたも軍人なのかい？」

　トウヤは無造作に金子を掴み出しながら言った。

「いえ、軍には所属していません。官かん吏りではありますけどね」

　店主は金子を数えると、引ひき換かえに一山の木片チツプをトウヤに渡わたす。

「はい、こちらをどうぞ。一片が銅貨二〇枚に相当します。お帰りの際に換金いたしますので、お申し付けを。――それではお連れ様たちともども、どうぞお楽しみください」

　店の中央に向かいながらラシェルは木片チツプを一つ取り、観察してみた。

　偽ぎ造ぞうを防ぐ目的か精緻な焼印が施ほどこされているが、細工といえるのはそのくらいだ。

「この木片チツプをお金に見立てるわけですか。こういう習慣はラウルスの賭場にはないですね。――しかし、木切れが銅貨二〇枚の価値と言われると違和感があります」

「使う人間が認めれば、それだけの価値が生じるもんだよ。この場においては間違いなく銅貨二〇枚の価値がある。預けとくから、落とすなよ」

　トウヤは二〇枚ほどの木片チツプをラシェルに手渡した。手持ちの布小袋の中に入れておくことにする。

　銅貨二〇枚分、掛けることの二〇だから、この中に銅貨四〇〇枚が詰つまっているのと同じわけだ。当然ながらそれよりは遥はるかに軽いし、かさばらない。

　代だい替たい貨か幣へいを使用するのは管理の利便化と、加えて不正や盗とう難なんに対する対策の意味もあるのだろう。何かに応用できるかも、とラシェルは心の片かた隅すみに書き留めた。

　賽さいを使ったもの、骨牌カードを使ったもの、ラシェルの知っているものから知らないものまで、店内では卓ごとに様々な遊ゆう戯ぎが行われている。

　年ねん齢れい層そうは若者から年寄りまで。性別は男が八割というところ。

　退たい廃はい的てきな雰囲気はあまりなく、庶しよ民みん的てきな社交場という印象である。

「お前もやってみっか？」

「……遠えん慮りよしておきます」

　ラシェルはそう言って見学に回った。

　勝負事として見た場合、賭博は幾いくつかの種類に分けられる。

　純じゆん粋すいに運だけで決まるもの、対戦相手との駆け引きが必要なもの、そして、それらの複合型。

　トウヤは勝ったり負けたりを繰くり返かえしている。合間合間に客と会話しているところをみると、少なくとも今のところは目的を忘れているわけでもなさそうだ。あの物おじしない積極性と、他人の懐ふところに入り込む話術は大したものだと思う。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たな気分になったラシェルは、隣となりのヒカリに話しかけた。

　今、ヒカリの姿は他の人間には見えていないはずなので、目立たないよう小さな声で。

「……ラウルスで賭場に行くときも、ヒカリはいつも見てるだけなの？　なにか、その、トウヤ様の勝負を手伝ったりとかは？」

「いえ、いつもヒカリ、ご主人さまの後ろからこうして見てるだけですよ？」

「そう」

　別にイカサマに協力させているわけではないのか。

　まあ大方、自分の力で勝負しないと興奮が味わえないとかそんな理由なのだろうけど。

　と、そのとき、トウヤの正面に若い男が立った。

「いよお、また会ったなあ、兄さん」

　陽気な声。

　見覚えのある二人組だ。トウヤに声を掛かけたほうがユウリ、その後ろの使用人らしき少女がリナだったか。

「どうだい？　楽しんでる？」

　笑みを浮かべながらユウリは尋たずねた。

　改めて見ると結構若い。トウヤと同世代か少し下くらいだろうか。目つきが悪く世間擦れした印象のトウヤと違い、どこか気まぐれで無責任な子供を思わせる表情だ。

「まずまずだなあ。何より、賭けが堂々とできるというのが気に入った。普段は連れ合いがうるせえからな」

　トウヤがこちらを向いてにやりと笑う。

「……今日とて無制限に許可したわけではありませんから、どうかほどほどになさってくださいね、旦だん那な様さま」

　ラシェルもにっこりと笑い返す。

「さて、兄さん、あー――」

「トウヤだ。あっちは妻のラシェル」

　あっさりと名乗るトウヤに一瞬ひやりとしたものを覚える。が、神王の存在はともかくトウヤという名までは公になっていないはず。

　ラシェルの名前も特別珍めずらしいものではない。服や顔の印象も変えてあるし、ラウルスの祭司長と結びつけて考える人間はいないだろう。

「トウヤ、よかったら一勝負どうだい？」

「よーし、受けて立つぜ。種類はなんだ？」

　盛り上がっている男たちに視線を向けながらラシェルはさりげなく後退して、店主に話しかけた。

「すみません、少しお尋ねしますけど――今、私の連れと話している、あの女の子を連れた方、常連さんですか？」

「ええ、よくいらっしゃるお得意様の一人です。商家の跡あと取とりと、お付きの使用人だとか」

「そう……ありがとうございます」

　過剰なくらい親しげで親切で、口数が多い。直感、というか経験則ではあるが――どうもあのユウリという男にはうさん臭くさいものを感じる。

　卓のほうでは二人の会話が続いていた。骨牌カードの数字を競きそう遊戯を行うようだ。

「――で、一枚引いて、数字の大きいほうが勝ちってわけ。ただね、こんだけじゃ面おも白しろくないんでちょっと工く夫ふうを加える」

　ユウリがトウヤに対して、遊戯規則の解説をしている。

「自分の引いた骨牌カードは見ないで……そーだな、お互たがいの相棒に山札を持たせ、背後に立たせることにすっか。で、相棒が一枚引いて、対戦相手に向けて掲げる」

「相手の数字は見えるが、自分の数字は見えない状態になるわけだな」

「そ。そして『勝負』か『降りる』かを同時に宣言する。自分の手札が相手より強いと思えば勝負すればいいし、相手の手札が自分より強いと判断すれば降りればいい。あー、一応念を押おしておくと、いかなる手段であれ相棒とやりとりして手札の大小を教えてもらうのは禁止なー」

　お互い『勝負』を宣言した場合、数字の大きな方――つまり勝った方は二点を得る。

『勝負』と『降りる』で分かれた場合、『勝負』を宣言した方が無条件で勝ち。この場合は一点を得る。

　お互い『勝負』を宣言し数字が引き分けだった場合、また双そう方ほう『降りる』を宣言した場合は共に〇点。

　何回戦か行い、最終的に点数の多かった方が勝利者となる。

「……ふーん、要はインディアンポーカーか」

　説明を聞き終わったトウヤが言った。

「インディアン……なんだって？」

「いや、俺おれ様の故郷にも似たような遊び方があったんだよ。――ま、要領はわかった。一対一でやるんだな。で、幾ら賭ける？」

「そうだな……金貨三枚分ってところでどうかなー？」

　ユウリの提示した額に、周囲からどよめきの声が起こった。

　金貨一枚で大人一人が二月ほど食べていける。一勝負に賭ける金額としては相当なものだろう。

　一方で、少し下がって控ひかえているリナは顔色一つ変えなかった。ユウリは日常的にこういう賭け方をしているのかもしれない。

「うっし、いいだろ」

　そしてあっさりとトウヤはその条件を呑のんだ。

「ち、ちょっと、旦那様、金貨三枚というのは少々……」

「固いこというなって」

　トウヤは楽しそうな表情で言った。

　ラシェルは小さくため息をついた。これは説得するだけ無駄だろう。

　幸か不幸か旅費にはかなり余よ裕ゆうを持たせてあるので、捻ねん出しゆつできないこともない。

「んじゃ、ちょっと嫁よめさんに勝負方法の説明してくる」

　そう言ってトウヤはラシェルの手を引き、ユウリたちから遠ざかった。

「――で、聞いててやり方はわかったか？」

「はあ、だいたいのところは。私は札を引いて、掲げて相手に見せればいいのですね？」

　数字を比べ合うだけの簡潔な遊戯だが、本質は心理の読み合いだろう。相手の反応、顔色を見て、自分の手札の強さを推測するわけだ。

　であれば、トウヤの得意分野と言って差さし支つかえない。

「健けん闘とうをお祈いのりしますわ、旦那様。ラウルスが負担するとはいえ、金貨三枚はやすやすと手放していい額ではありませんしね……」

「何他人ひと事ごとみたいに言ってんだ。お前も頑がん張ばるんだよ」

「はい？」

　ラシェルは目を瞬かせる。

「解説された通りなら、手札を見てはいけないのは俺様だけだ。つまり、お前は双方の数字を見て、どちらが勝っているか把握できる。であれば、お前はお前でわざと動どう揺ようして見せたり表情を変えたりで、ユウリを引っかけることができるだろ？　そういうのも勝負のうちなんだよ、この遊戯は」

「あ……なるほど」

　手がかりになるのは、本人たちの顔色だけではないというわけだ。

　賭博という時点で、トウヤに任せきるつもりになっていたが――ラシェルもその種の駆け引きは嫌きらいではない。

「わかりました。やってみましょう」

「よーし、頼むぞ。――それから、ヒカリ」

「はいです？」

　それまで傍ぼう観かんしていたヒカリの耳元に、トウヤは何事か囁ささやく。

　ヒカリは戸と惑まどった表情を浮かべたが、何も口にせず小さく肯うなずいた。

「――待たせたな、ユウリ。さー、勝負を始めるかあ」

　トウヤは椅い子すを引き、そこに座すわった。ラシェルはその背後に立つ。

　卓を挟はさんだ向かい側には、すでにユウリが席に着いていた。敵方の手札提示役はリナだ。

「審しん判ぱん、進行役は私が務めます。どうぞよろしく」

　店主が卓の側面に立ち、そう宣言した。

「勝負は一〇戦、合計点数の多い側が勝ち。一〇回戦終えて同点の場合は、札を一枚引いて数の大きい方を勝ちとします。勝利者は金貨三枚を得ます」

　卓の上には双方の掛けた木片チツプが積まれている。

　銅貨二〇枚相当の木片チツプではかさばりすぎるため、あまり使用されないという銀貨一〇枚相当のものに替かえられたが、それでもちょっとした小山のようだ。

　邪じや魔まが入ったり、卓の木片チツプに手を出す不届きものが出たりしないよう店の人間が周囲を囲んでいる。とはいえ観戦自体は自由であり、結構な数の人間が集まってきていた。

（周りの人たちの表情も判断材料になるわけね）

　大勝負を見物に来た観客たちに視線を巡めぐらせ、ラシェルはそんなことを考えた。

　意外に考こう慮りよすべき情報は多いようだ。

　賭博の是ぜ非ひはともかく、トウヤがこの種の勝負に長たけているのはたしかだろう。せいぜい学ばせてもらうとしよう。

　骨牌カードには剣けん士し、神官、農民、商人をあらわす四種類の記号が記されている。それぞれに一から一二までの数札があり、計四八枚で一組となる。
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「今回は純粋に数の大きさだけで勝負を決めることになります。記号は関係しません」

　店主は解説を加える。

「骨牌カード一組をよく切って、二四枚ずつに分けます。提示役のお二人は、私の合図と同時に上から一枚めくって対戦相手と周囲に見せて下さい。何か質問は？　よろしいですか？　――では、早さつ速そく始めるといたしましょうか」

　どうぞ、という声に合わせ、ラシェルは最初の札を引き頭の高さに掲げた。

　こちらは剣士の一〇、相手は商人の七。このまま勝負すればトウヤの勝ちだ。

（ただ、相手の『七』というのが微び妙みようよね……）

　トウヤからは自分の数字『一〇』は見えない。彼かれが手にしている情報は相手が『七』である――すなわち負ける確率が半分以上であるということのみ。

　さて、我わが神王はどう出るか。

「基本的にさ」

　トウヤが口を開く。

「勝負事ってのは、逃にげちゃだめだと思うんだよなあ。勝つか負けるかという興奮はぶち当たってみないと味わえない」

「ほー、それがあんたの信条かい？」

　皮肉っぽく口の端を吊つり上あげながらユウリが言った。

「俺はそーでもねーな。強い者からは逃げる、長いものには巻かれる、そっから受ける恩おん恵けいもあると思うぜ？　意地張って大おお怪け我がすんのはやだしなー」

　店主の右手が上がり、同時に二人が宣言する。

「勝負」

　とトウヤ。

「降りる」

　とユウリ。

「トウヤ様一〇、ユウリ様七。ユウリ様が降りたことにより、トウヤ様に一点。一回戦まで、一対〇」

　店主が口を閉じて一礼すると、場の緊きん張ちようが緩ゆるんだ。

　固かた唾ずを呑んで見守っていた観客たちもざわめき出す。

「――まずは俺様の一点。幸さい先さきいいな」

　トウヤはにやりと笑った。

　ユウリからはこちらの一〇が見えているので、降りる判断自体は妥だ当とうなところだろう。トウヤが降りずに強気で勝負を掛けたことにより、得点を挙げることができたわけだ。

　もっとも『降りる』で失うのは最大でも一点、『勝負』して負けた場合は二点なので、ときにはおとなしく退いて傷を浅くするのも大事である。

「まだまだこれからだろーが。おら、続けんぞ」

　ユウリは顔をしかめて舌打ちした。

「はい、では二回戦に入ります。準備はよろしいですか？」

　お互い合間合間に会話を挟み、揺ゆさぶったり情報を読み取ろうとしたりしているが、勝負自体は単純なものなので、非常に早く進行する。

　あっという間に前半の五回戦が終しゆう了りよう。

　ここまでトウヤの三勝、ユウリの一勝、双方同じ数だった引き分けが一つ。

　得点はトウヤ四点に対して、ユウリ二点となった。

　安心できる点差ではないが、今のところ攻せめの姿勢がいい方に出ているようだ。

「それでは、六回戦を始めます。――どうぞ」

　店主の声に合わせ、ラシェルは札を掲げた。

　こちらの数字は神官の一一。かなり良い。

　が――リナの手にある数札を見たラシェルは、わずかに眉まゆを動かした。

（向こうは商人の一二、か）

『勝負』を宣言すれば、負けはない最大数。

　この場合、相手を何とか勝負から降ろすのが戦略となる。

「おや、可愛かわいらしい数だな。こりゃ勝てそうだ」

　トウヤはまったく普ふ段だんと同じ調子でそう言った。

「あんたのほうはいい数字だな。あー、勝負するのは無む謀ぼうかねー」

　一方のユウリは芝しば居いがかった口調。

　お互い、腹の探さぐり合あいである。どこまでが本当で、どこまでがハッタリなのか。

　ここまでトウヤは一度も『降りる』を宣言していない。その彼があえて強気な発言をしたという事実を、ユウリがどう判断するか。

　一方のユウリは、五回のうち『勝負』が三回、『降りる』が二回。ここまではまずまず慎しん重ちようにきている印象。

（一一が見えているわけだから……彼の傾けい向こうを考えると、安全策かしらね）

　確率を考えてもその方が正しい。

　一方、トウヤはどうするだろう。

　相手が一二である以上常識的に考えれば『降りる』だが、ユウリが『降りる』と読むならば『勝負』を宣言、一点をもぎ取るという選せん択たく肢しもある。

（えーと、その場合、残り四戦で三点差。もし点差が残り勝負数を上回れば、あとは全すべて『降りる』でこっちの勝ちが確定するから……相手はこれ以上一点も与あたえられなくなって、全て『勝負』するしかなくなるわけか）

　すなわち圧倒的有利である。トウヤなら、単に二点差を維持するより、こちらの状じよう況きように持って行こうとするだろう。

　ラシェルは緊張を覚えながらも、余裕の微び笑しようを浮かべて見せた。

　ユウリが引っかかってくれればいいのだけど。

　店主の手が挙がる。同時に二人の口から言葉が発せられた。

「勝負」

「勝負」

「トウヤ様一一、ユウリ様一二。お互い『勝負』宣言により、勝利したユウリ様に二点。四対四となります」

　ラシェルはため息をついた。追いつかれてしまった。

　今度は積極性が裏目に出たようだ。

「ざーんねんだったなあ。ってか何でもかんでも『勝負』って、さすがに頭悪すぎんじゃねーか？」

　ユウリは勝かち誇ほこり、嘲あざ笑わらうような表情を浮かべた。

　自分が笑われたわけでもないのに、ラシェルは不快な気分を覚える。

「……臆おく病びよう者ものかと思えば、いい勝負勘してるな」

　一方、トウヤは大して悔くやしそうな顔も見せずに肩かたをすくめた。もっとも内心の方はどうだかわからないが。

　確かに今の判断は見事だった。――見事すぎるほどに。

（ユウリの読み勝ち……で、ほんとにいいのかしらね）

　彼が仮にイカサマを仕込んでいるとしたら、と考える。

　リナとの間に何か合図を取り決めてもいいし、観客の中に仲間をまぎれさせてもいい。審しん判ぱん役やくの店主を味方に付けるのも有効だ。

　いずれもここを本ほん拠きよ地ちとするユウリにとっては難しくないだろう。地の利が重要なのは、何も戦に限った話ではない。

　ラシェル自身もラウルスの重臣や他国の使者を相手にやりあうことはあるが、こういう勝負にはまた異質の緊張感を覚える。まるで騙だまし合あいの要素のみを濃のう縮しゆくして突つきつけられているかのようだ。

　トウヤは何か対策を立てて臨んでいるのだろうか――と、思ったそのとき。

　卓の側面、店主のすぐ傍そばまでヒカリが移動してきていることにラシェルは気付いた。

（まあ、勝ちたいなら利用しない手はない……のよね）

　トウヤとラシェル以外にヒカリの姿は見えず、声も聞こえないはず。

　であれば、双方の札を確かく認にんしてそのまま伝えてもらえばいいのである。絶対に露ろ見けんしようのないイカサマだ。

　個人的にこの種の不正は好きではないが、勝負師には勝負師の美学があるのだろうというのは理解できる。ばれない範はん囲いで、あらゆる手を尽つくすというのが彼らにとっての当たり前なのだ。

　勝負は続き、九回戦までにトウヤは三点、ユウリは二点を追加。七対六。トウヤの一点先行で最終一〇回戦を迎むかえた。

　接戦である。観客の数もかなり増えてきた。

　まだユウリはにやにやと余裕の笑みを浮かべている。リナはぼーっとしていて、そもそも何を考えているのかよくわからない。

　背中側に立っているためトウヤの表情は見えないが――まあ、彼は優勢だろうが劣れつ勢せいだろうが普段の不ふ遜そんな態度を崩しはしないだろう。

　それはいいとして――

（……特にヒカリは何もしていないわね）

　ただ卓の周囲をうろうろと歩いているだけだ。

　骨牌カードの数字は確認して勝敗に一いつ喜き一いち憂ゆうしているようだが、トウヤに対して声を掛けることはもちろん、何かの合図を送っている様子もない。

　それとも、ラシェルにもわからないような方法で何かやりとりしている？

　いや、そもそもラウルスに居るときからトウヤは彼かの女じよをイカサマに利用したりはしていなかったのだったか。では、先ほどヒカリに何を指示したのだろう？

　ラシェルの困こん惑わくにはお構いなく、勝負は進行する。

「トウヤ様の一点先行で最終一〇回戦。では骨牌カードの提示をお願いします。――どうぞ」

　ラシェルは山札をめくり、そして無表情を保ちながら内心でうめいた。

　こちらは農民の八。向こうは剣士の一二。

　総得点で負けているユウリは確実に『勝負』を宣言してくる。

　トウヤにも相手の一二が見えているはずだから、普ふ通つうは降りるところだ。傷を一点に止とどめて同点とした方が、即そく座ざに負けて金貨三枚を失うよりはるかにましである。

　が――

「勝負」

「勝負」

　ラシェルは思わず天を仰あおいだ。

「トウヤ様八、ユウリ様一二。双方『勝負』宣言により、勝利したユウリ様が二点を獲かく得とく。この結果七対八となり、ユウリ様が金貨三枚を手にされます」

「いーやっほう！」

　ユウリは拳こぶしを突き上げた。リナがパチパチと拍はく手しゆをする。

　一方、トウヤはちくしょうと呟つぶやいて肩を落とし、そして木片チツプの小山をユウリの方に押しやった。

　周囲から拍手と歓かん声せいが起こった。観衆にとっては抜ぬきつ抜かれつの楽しめる勝負だったのだろう。

　むろん、ラシェルにとってはそうではなかった。

「だ、旦那様！」

「あん？」

「その、どうして、『勝負』の宣言を……？」

　逃げ切れたのは、こちらも一二を引いていた場合のみ。その可能性の低さを考えれば、仕し掛かける場面ではなかったはずだ。

「どうしてって、そりゃ、臆病になって勝機を逃のがすのは性に合わねえからだが？」

「な――」

　当たり前のように返され絶句するラシェル。

　トウヤはユウリに声をかけた。

「なあ、俺様、負けっぱなしってのは我が慢まんならねえんだ。もう一勝負どうだ？」

「残念ながら、俺は勝ち逃げ至上主義なんだよねー」

　ユウリはにんまりと笑う。

「……ラシェル」

「は、はい？」

「旅費はまだ残ってるよな？」

「ええ、まだここに――あ」

　トウヤはラシェルから金子袋を取り上げると、卓の上に置いた。ドシャッと重い音がする。

「ち、ちょっと旦那様――」

　掛け値なしの手持ち全財産である。これを失えば、自分たちは身動きが取れなくなる。

「銀貨銅貨交ざってるが、合わせて金貨五枚分ってところか。時間はとらせねえよ。次の、一回きりの勝負に全部賭ける。お前らが賭けるのは今取っていった金貨三枚分でいい。勝負は札の大小のみ。数のでかい方が勝ち」

　ユウリは二回ほど目を瞬かせ、やがて、ひは、と小さく笑い声を漏らした。

「いいじゃねーの。面白い」

「よし、成立だな」

　抗こう議ぎの声を上げようとし――しかし、ラシェルはそれを飲み込んだ。

　少なくともトウヤの行動についていちいち真意を探ったり、反対したりしても意味はない。それは彼と過ごした日々で学んだ。

　――あきらめの境地とも言う。

「色々言いたいことがありそうだな、ラシェル」

「……言っても無駄なのは理解してます」

「うん、ものわかりがいいのは美点だ。ま、勝ち負けは時の運つってな、いくら俺様でも百戦百勝とはいかねえよ。だが――」

　トウヤはにやりと笑う。

「お前が俺様を信じるなら、損はさせねえ。今までも、ずっとそうだっただろ？」

「…………」

　ラシェルはどう返答するべきか考え、そして結局無言のまま小さく肯いた。

　トウヤのことだ。あえてここで勝負を挑いどんだということは、何か考えが――おそらくは勝つ算段があるのだろう。

「では、立ち会いは引き続き私が務めましょう」

　店主が穏おだやかに言った。

「トウヤ様、ユウリ様、先ほどの勝負に使用した二四枚の山札をお持ちください。よく切り直したのち、一番上の骨牌カードをめくり、数の大きかった方が勝者となります」

　ラシェルは手にしていた山札を、トウヤに手渡した。

　自分があれこれ悩なやんだとしても、それでトウヤが立ち止まったりするわけではない。

　なら、彼の意思に委ゆだねよう。きっと勝利をもたらしてくれるだろうから。

　認めるのは何となく癪しやくなのだが――結局のところ、自分はトウヤのことを信しん頼らいしているのだ。

「よろしいですか？　――それでは、運命の札をお引きください！」

　店主の声に合わせ、トウヤとユウリは同時に骨牌カードをめくった。





＊　＊　＊






「……信頼した私がバカでした」

　ラシェルは腰こしに手を当て、神王に視線を向けた。

「ラウルスの国庫だって、決して余裕があるわけではないのです！　いったい何を考えてあんな無む茶ちやな賭かけをなさったんですか！」

「うっさいなあ……」

　宿の部屋。寝しん台だいに寝ねそべったまま、トウヤは面めん倒どうそうに口を開いた。

「帰り道ずっと怒り続けてて、まだ怒り足りないのか、お前は」

「怒りたくもなります！」

　現在、一行は文無しである。

　トウヤは最後の賭けにおいて、ものの見事に敗北を喫きつしたのだった。

「ちゃんと勝ち負けは時の運だって言っただろ？　宿は前金で払はらってるから、ねぐらはしばらく大丈夫だしな」

「食べたり飲んだりしないと人間は死んでしまうって、ご存知でしょうか？」

「なら怒りで体力を無む駄だに消費するのは避さけるべきだな、うん」
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　そしてトウヤは寝台から起き上がって伸のびをする。

「ま、カリカリせず、楽天的に考えようぜ、ラシェル。手持ちがゼロということは、絶対に負けないということ。つまり今、俺様は無敵なわけだ！」

「なるほど、無敵ですか」

　ラシェルはにっこりと笑った。

「であれば、私の火球の直ちよく撃げきを受けても平気ですわね。無敵の文無し様がどう凌しのがれるか、見せていただきますわ」

　そして携けい帯たいしている細剣を抜き、精せい導どう石せきに意識を集中する。剣けん先さきに炎ほのおが点ともった。

「ちょ、お、おい……」

「ラ、ララ、ラシェルさま、お、落ち着いてくださいです！　ご主人さま死んじゃいますです！」

　ヒカリが慌あわてて仲ちゆう裁さいに入る。

「あの、あの、ご主人さまもよくないと思うです。その、もう少しラシェルさまに対して、言葉を選んで……」

「一種の愛情表現だよ。――それにほら、俺様たちは金を失ったけど、お互いを信じる心まで失ってしまったわけじゃない。それが何よりの財産なのではないだろうか？」

　トウヤは真しん剣けんな目でラシェルを見つめた。

「だからその剣を下ろしてくれ、ラシェル」

「何いい話風にまとめてるんですか……」

　呆あきれたものだ、と思いつつも細剣を下ろし、鞘さやに収めた。

「――まあ、火球は冗じよう談だんですよ。五分の二くらいは」

「五分の三は本気かよ……」

　トウヤの呟きは無視して続ける。

「信じてお任せしたのは私ですから、責任は私にもあるのです。負けたこと自体をどうこう言おうとは思いません」

　ふう、と一つ息を吐はいて続ける。

「ただ、真意を隠かくす癖くせはいい加減、やめていただきたいのです。ですからお尋ねしたのですよ、『いったい何を考えてあんな無茶な賭けをなさったんですか』と」

　トウヤの言った通り、『信じる心』は失っていない。

　彼が『損はさせない』と言ったのなら、その通りなのだろう。金の損失は――まったくというわけではないが、基本的に――問題ではないのである。

　だからこそ、意図を聞きたい。ラシェルはトウヤを信じているのに、トウヤには信用されていないようで腹立たしくなるからだ。

「あー……」

　トウヤは少し困った顔で頭をかき、そして口を開いた。

「お前さ、ユウリとかいうあの男の勝負強さ、ちょっとおかしいと思わなかったか？」

「……それは、まあ確かに」

　勝負どころでは確実に勝ちをもぎ取っていた。

　結果的には僅きん差さだったが、それさえも彼の演出だったのではないかという思いを禁じえない。

「イカサマだったのではないですか？」

「その可能性は真っ先に考えた。でも、数字を盗み見ている様子も、背後のリナとかいう娘むすめなり観客なり店主なりから合図を送られている様子もなかった。俺様の眼めを完かん璧ぺきに盗めるやつがいるわけねえからな」

　大した自信だが、過信ではないだろう。

　ラシェルにも騙し合いでトウヤが遅おくれを取るとは思えなかった。

「最初からちょっと引っかかってたんだよな、あの男。広場で声掛けてきたとき、まっすぐ俺様たちのところに近づいてきて話しかけてきた」

「そう、でしたか？」

　さすがに記き憶おくしていない。

「そうだったんだよ。あの人ごみの中で、周囲を見回しもせず、俺様たちがあそこにいることがわかっていたかのように一直線に歩いて、だ。で、そいつが俺様たちの行き先の賭と場ばに現れ、勝負を申し込んできた。これ、単なる偶ぐう然ぜんで片付けられるか？」

「……難しいですね」

「俺様たちとその辺の旅人の違ちがいは、まずヒカリという存在を連れていることだ。あの二人、こいつに気付き、あえて接せつ触しよくしてきた可能性がある」

　え、とヒカリが目を瞬かせた。

「で、俺様はまず、ユウリが本当にヒカリを認にん識しきしているのかどうかを確認しようと思った」

「ヒカリに卓たくの周囲を歩かせたのは、そのためだったわけですね……。でも、私から見た感じ、彼の視線がヒカリの方を追ったことはなかったと思いますが」

「だから怪あやしいんだよ」

　トウヤは言う。

「俺様たちがやってたのは、相手の表情と心理を読み合う遊ゆう戯ぎだ。一挙手一投足を監かん視しするのが当たり前。で、お前からは見えなかっただろうが、俺様はちらちらとヒカリを見ていた」

「――なのに、ユウリはトウヤ様の視線の先を気にもしなかった」

　観客に協力者を仕込み合図を送らせるという程度のイカサマは、ラシェルでさえ思いついた。賭場の常連であるというほど賭と博ばくに慣れているユウリが、対戦相手の見ているものを気にもかけないというのは逆に不自然なのだ。

「つまり、そこにヒカリという常人には不可視の存在がいると、いちいち確認するまでもなく知っていたから。――神眼、でしょうか？」

「おそらく。あのユウリって男、ティリア神王の関係者か――もしかしたら神王本人なのかもな」

「神王……」

　ラシェルは小さく身を震ふるわせた。これは予想していなかった展開だ。

「ティリアの精霊竜と顔を合わせたとき、あいつ、そんなに驚かなかっただろ？　俺様たちに姿が見えてるとわかっても。あれ、もしかしたら、そういう能力者を知ってたからなんじゃね？」

　とすれば、その人物はティリア神王である可能性が高い。

「具体的には……何を見る眼なんでしょう？　精霊竜が見えるということは、トウヤ様とまったく同じ力ではないのですか？」

「あの……ヒカリの感想ですけど、少し、違う感じです」

　少女がおずおずと口を挟んだ。

「振り返ってみると、多分、あの方たちに気付かれていたのだとは思うですけど……ご主人さまのようにヒカリがはっきり見えているにしては、反応が鈍にぶい気がするです」

「一口に『何かを認識する』といってもその方法は様々だしなあ」

『認識する』とはすなわち情報を読み取るということ。そして何かが存在しているという結論に辿たどりつくための道筋は、一つだけではない。

　そうトウヤは語る。

「たとえばラシェル、お前という存在だって、姿形だけじゃなく、音、手て触ざわり、においからも確認することができる」

「に、におい……？」

　ラシェルは思わずトウヤから半歩距きよ離りを取った。

　昨夜は湯を使ったから、大だい丈じよう夫ぶのはず――だけど。

「何だ、気にしてんのか？　少々汗あせ臭くさい程度なら、かえって健康的だと思うけどな」

「……それは、いささか配はい慮りよに欠ける発言かと」

「心配すんな、お前はいい匂においがするから」

「だ、だから、そういうことは――」

「さて、なぜお前からいい匂いがするのかというと」

　お構いなくトウヤは続ける。

「普段から服や髪かみに香こう料りようをなじませているからだ。ところが、一いつ般ぱん庶しよ民みんにそんな習慣はない。なので、お前から漂ただよってくる匂いには、『ここに身分の高い者がいるぞ』という情報が含ふくまれていることになる。――一日二日である程度薄うすれてきてはいるが、市し井せいに溶け込むときには気をつけろよ」

「は、はい……」

　どういう表情をしたものか困りつつ、ラシェルはとりあえず肯く。

「で、俺様がヒカリに命じたのは、ときどき歩いて場所を変えること、視線をあちこちに向けること、声を上げること。――見た感じ、居るのはわかるが、細かい動作や声は拾えていないような印象だったな」

　うんうんとヒカリも同意の肯きを見せた。

「ユウリが神眼の能力を持っていたとすると――まず、ヒカリの存在を確認できるものであること。次に、俺様との勝負を優位に進められるものであること。以上二つの条件を満たしていると推測できる」

「あ、もしかして、ひたすら『勝負』を宣言し続けていたのは……」

「勝ち負け度外視で、相手の対応を観察してた。あと、こっちの思考法や行動傾向の情報を与えたくなかったってのもあるな。さすがに一いつ切さい退く必要がないと考えるほど、素人しろうとじゃねえよ」

「では最後の一回、有り金全部をかけての勝負にも意図があったのですか？」

「うん？　そりゃ最後に一発、大勝負で賭けの興奮を楽しむ――」

「…………」

　ラシェルの表情を見、トウヤは肩をすくめる。

「ってだけじゃなくてだな。ユウリの目的に探りを入れてみた。――単に金目的で旅行者をカモにしてただけ、俺様たちと出会ったのもまったくの偶然ってんなら、まあ大して深刻な話じゃないしな」

「それで、どうだったのですか？」

「最後に俺様が大金賭けたとき、あの男、大して動揺も興奮もしなかったな。大勝負に挑むか、そのまま勝ち逃げして利益を確保するか葛かつ藤とうする様子もなかった。ただ当たり前のように、勝負を受けた」

　確かに、とラシェルは思った。

「金はどうでもよかったんだろう。私腹を肥やしたいわけではなく、何か別の目的があるってこった」

　能力の詳しよう細さいはまだ不明だが……どうも、きな臭くさい話になってきた。

「――我々の身分、ばれていると思いますか？」

「それが気になってたから、向こうも賭場で確かめようとしたんじゃないかね。で、そこで何らかの確信を得たのだとしたら――」

　そのときヒカリが、あ、と小さく声を上げた。

「どうしたの？」

「あ、あの、宿の外に、大勢の気配が……」

　ラシェルは窓から様子を覗うかがう。

　すでに日は落ちているので視界は悪いが、闇やみにまぎれて複数の影かげがこの宿を包囲しているのが見えた。

「盗とう賊ぞく、ではないわね。鎧よろいの形からみて、正規兵っぽい。急いで荷物をまとめて――」

　しかし、ラシェルの言葉が終わる前に部屋の扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。

「えー、トウヤ様、面会したいというお客様が訪たずねておいでなのですが――内鍵を開けていただいてよろしいでしょうか？」

　宿屋の主人の声だった。

　部屋の外には彼以外にも複数の人間がいるようだ。鎧や剣のこすれる音がかすかに聞こえてくる。

　ラシェルは荷物をまとめて手元に引き寄せながら、目でトウヤに指示を仰いだ。

「逃げる」

「了りよう解かいです」

　小声で会話を交かわすと、頭を回転させる。

　経路は二つ。扉を開け訪問者の不意を打って突とつ破ぱするか、二階の窓から飛び降りるか。

　ラシェルは後者を選せん択たくした。

「私が切り開きます。悪いけど、ヒカリはトウヤ様を担かついでついてきてくれる？」

「はい、です」

「おい、担ぐって――おわぁっ！」

　ラシェルが窓を開け飛び降りると、すぐにヒカリがトウヤを抱だきかかえて後に続いた。

　意表を突かれたのか、目の前にはぽかんと口をあけた兵士二人、そして――念入りに全身を鎧で覆おおった姿が三体。

　間かん髪はついれず、ラシェルは細剣を抜き打つ。一体の兜かぶとが弾はじき飛とばされ、その素す顔がおが露あらわになった。

　剥むき出だしの白い頭骨。空くう虚きよな眼がん窩かがじろりとこちらを睨にらむ。

（骸骨兵スパルトイ！）

　使霊術で操あやつられた骨像ボーンゴーレムの一種、命なき兵士である。

　動どう揺ようや自失とは無む縁えんの彼らは人間の兵に先んじて殺さつ到とうしてきた。

「ヒカリ、トウヤ様を護まもってもう少し端はしに寄って。――道を空けなさい！　《荒あれ狂くるう炎えん嵐らん》！」

　ラシェルの声と同時に巨きよ大だいな火か炎えんの渦うずが発生し、骸骨兵スパルトイを飲み込む。

　愛用の細剣、その柄つか頭がしらにはめ込まれた精導石から精せい霊れい術じゅつを行使したのだ。

　ラウルス精晶炉の力が及およぶ範はん囲い外がいであり、石に蓄ちく積せきされた精導力には限りがあるので乱用はできないが、効果は絶大だった。紅ぐ蓮れんの炎と一いつ瞬しゆんで灰になる骸骨兵スパルトイを目まの当あたりにし、人間の兵士たちは明らかに怯ひるんだ。

「こっち！」

　その隙すきをつき、ラシェルを先頭に三人は駆かけだした。

　角を曲がり、大通りを横切り、路地を抜ける。

　しばらく全力で走り、追っ手の気配がないのを確認して、ラシェルは足を緩めた。

「――追いついては来ませんね。振り切ったと考えて大丈夫でしょう」

「ティリアの、国軍か、あれは？」

　トウヤが荒あらい息の下から声を搾り出すように言った。

　辛かろうじて持ち出せた荷物の中からヒカリが水袋を取り出して手て渡わたしている。

「統一された武装や骸骨兵スパルトイを連れていたところを見ると、そうでしょうね」

　これで向こうが国軍を動かせる立場であること、こちらを捕とらえるつもりであることがはっきり確認できたわけだ。もちろん歓かん迎げいすべき事態ではまったくないが。

　おそらく、賭場で不正を働いた疑いが、とか理由をつけて、無理やり引っ張っていこうとしたのだろう。

　と、そのとき、ラシェルはヒカリが暗い表情でうな垂れているのに気付いた。

「どうしたの？」

「あの、申し訳ありませんです……」

　幼い少女は小さな体をさらに縮める。

「ヒカリが見つけられてしまったせいで、こんなことに……」

「そうと決まったわけじゃないし、仮にそうだとしてもヒカリのせいじゃないわ」

「そうだぞ」

　ようやく呼吸が整ったらしいトウヤも口くち添ぞえする。

「気にする必要はない。むしろお手て柄がらだ。お前がエサになることで、ティリアの重要人物を釣り出せたんだからな」

「……エサはないでしょう、トウヤ様」

「お役に立てているならよかったです」

「ヒカリもそこでほっとしないの。――トウヤ様、いずれにせよ、一度ラウルスに戻もどるべきかと思います。むろん、精霊竜との交こう渉しようが中ちゆう途と半はん端ぱになるのは本意ではないですが、これ以上ここに留とどまるのは危険でしょう」

「金も尽きたことだしな」

「……他人事のように仰いますね」

「んなことねえよ。切実切実。……とはいえ、何の成果もなく逃にげ帰かえるってのも芸のない話だしなあ――っと？」

　トウヤは眉をひそめて天を仰いだ。

　一いつ瞬しゆん遅おくれてラシェルも頬ほおに雨あま粒つぶを感じる。

「降ふってきましたね」

　ティリアの夜は冷える。雨ともなればなおさらだ。

「善後策の相談にしても、雨風しのげる場所は欲ほしいよなあ。――お、そうだ、ティリア兵に追われることのない場所に、一つ心当たりがあるんだが」

「…………」

「どうした？」

「いえ……」

　トウヤがこういう表情のときはロクなことを考えていない気がする。

　取とり越こし苦ぐ労ろうであれば良いのだが。




「……こんなことだろうと思いました」

　行く手にそびえる大きな門を見やり、ラシェルはため息をついた。

「驚おどろかないのか？」

「陛下は常に想定外の行動をとるということが、想定できるようになりましたので」

　目の前にあるのはティリアの王城。敵の本拠地である。

　ここがトウヤのいう『ティリア兵に追われることのない場所』だった。

「そりゃ、お城に出頭すれば、わざわざ兵士は追ってこないでしょうけどね」

「あえて死地に踏み入るというやつだ。危険と好機は紙かみ一ひと重えなんだよ」

「……そうですよね、危険とわかれば喜んで踏み込んでいく性格ですものね」

　もう一度、ため息をつく。

　相手は神王か、それに近い立場のものである可能性が高い。であれば、交渉のやり方次し第だいであの精霊竜の態度が何に根差しているのか、情報が手に入るかもしれない。

　それはわかるのだが――

「敵の本拠地に出向くつもりなら、なぜ逃げる必要があったのでしょうか？　最初から無む抵てい抗こうで捕つかまっても、行き着くところは同じだったでしょうに」

「いーや、捕まって上から見下ろされるのと、対等の立場で交渉に臨のぞむのとではまるで違うだろ？　罪人から始めたら、まず冤えん罪ざいを晴らして相手と同じ高さに戻るために余分な一手が必要になる」

　トウヤは二人を促うながして、堂々と城門へと歩き出した。

「現状の国力を考えれば、交渉しないとまずいのはティリアの方だ。向こうにとっては俺おれ様たちを適当な罪状で捕え、そこから交渉を開始できれば最良だっただろうが、ま、対等な交渉が成立するってだけでも御おんの字じだと判断するだろうな」

「であれば、正面から訪ねて会見を申し込んでも断るはずがない、と。理り屈くつはわかりますけど……万一、陛下がその場で殺されたりしたら、全ては終わりですよ？」

「できねえよ。そのためにエリアーヌたちを目立つように行軍させて、国境に持ってきたんだ。お前がティリアの神王だったら、同じ状況で俺様を殺せるか？」

「……まあ、できませんわね」

　ラシェルは認めた。

『神王を殺してやったぞ！』と宣言したところで、敵国が素す直なおに引き上げてくれることは期待できない。むしろ、逆上して襲おそい掛かかってくる可能性を考こう慮りよする。ついでにマグノリアも呼応して攻せめ入いってきたりすれば、一巻の終わりだ。

「殺されないまでも、人ひと質じちに取られる可能性は？」

「殺せないのなら、人質に取るのは無意味だな。二国に囲まれており、国も豊かではない以上、疲ひ弊へいする前に決着を付けなきゃならないのはティリアの方だ。膠こう着ちやく状態が長引くだけでどんどん不利になる。まともな神王なら、俺様を人質に取ったり殺したりする愚ぐに気付くさ」

「向こうがまともで理知的であるとは限りません。問答無用でトウヤ様を害しにきたらどうします？」

「その場合はお前が護ってくれる。ま、何とかなるだろ」

「…………」

「何だよ、護る気ねえのか？」

「い、いえ――」

　命令でも確認でもなく、確信に満ちた信頼だったから、一瞬言葉を失ってしまった。

　――困った。すごく嬉うれしい。

　欠点は数あれど、少なくともこの神王は己おのれの務めをしっかり果たす。その点においては尊敬しているし、認めるのは少々癪ながら信しん仰こうしているとさえ言ってもいい。

　生死を共にできるというのは、喜びであり、誇りでもある。

　緩ゆるみそうになる頬を隠すため、少し視線をそらしラシェルは言った。

「もちろん、全力を尽くします。私がいないとお困りでしょうしね」

「いい覚かく悟ごだ。好きだぜ、そういうの」

　トウヤはにっと笑い、そして続けた。

「でもお前、なんかダメ男の世話を焼きすぎて、いつか身を滅ほろぼしそうだな。そういうのは、ほどほどで止めとくのが幸せになるコツだぞ？」

「…………」

　ラシェルは眉まゆをひそめた。

　それは――どういう意味なのだろう。

「なら大丈夫ですね」

　気まずくなりかけた空気を打ち破ったのは、ヒカリの無む邪じや気きな声だった。

「ご主人さまはダメじゃないですから、みんな幸せになれるですよ。――あ、危険になったら、もちろんヒカリもお護りするです」

「おう、その辺は任せた。俺様は肉体労働に向いてねえからな」

　陽気な口調で言って、トウヤは大おお股またで城門に近づいた。

　複雑な気分を覚えながらあとに続く。

　拒きよ絶ぜつされた――わけではないと思う。しかし、やんわりと押し戻すような圧力を感じた。どうしてトウヤはあんなことを言ったのだろうか。

　気にはかかるが、何となく改めて問い直すのはためらわれた。

　巨大な門は堅かたく閉ざされている。

　かがり火に照らし出された門衛は、全身を甲かつ冑ちゆうで覆い微び動どうだにしない。

「人……ではありませんわね。骸骨兵スパルトイです」

「こいつら、話通じるのかな。――おい、客が来たとお前らの主人に伝えろ」

　言葉を理解したのか、あるいは一行の姿に反応しただけなのか、骸骨兵スパルトイたちはゆっくりと開門した。

　そして道を空けるように脇わきに退く。

「これ、は……？」

「入って来いってこったろ」

　トウヤは平然と言って、城内へ向かった。一瞬顔を見合わせ、ラシェルとヒカリもそれに続く。

　前庭に人の気配はなかった。

　とはいえ、生命を持たない兵は城の中を一定の進路と速度で巡じゆん回かいしているようだ。規則的に動く影がそこかしこに見える。

　ヒカリが少しおびえたようにトウヤの袖そでをつかんだ。

（まあ、薄うす気き味み悪わるい、わよね）

　ラシェルの方は一応護衛なわけで、トウヤの背中に隠れるわけにもいかない。

　神王を庇かばうように前にたち、城を目指してゆっくりと歩を進めた。

　居住棟――だろうか。建物の前にくると、見知った二人の姿があった。

「よお、いらっしゃーい」

　ユウリが笑え顔がおを浮うかべた。

「歓迎するぜー、《紅の神王》――でいいのかな？　ん？」

　芝しば居いがかった口調で言って小首を傾かしげる。

「ラウルス神王トウヤ・ヤナガセだ」

　あとは任せる、というように肩かたをすくめたので、ラシェルは進み出た。

「ラウルス国祭司長のラシェル・メイスヴェルです。――そちらも正式な身分と名をお聞かせいただけます？」

「おおっと、これは失礼。俺はティリアを預かる《蒼の神王》ユウリ・ニシガミ」

「……リナ。ティリアの祭司長」

　ユウリは仰ぎよう々ぎようしく両手を広げ、リナは小さく頭を下げた。

「まずは、我々を捕とらえようとした理由からお教えいただけますか？　知らなかったというならともかく、ラウルス神王の一行と知りつつ非礼を働いたのであれば看過できませんが」

「あーん？　そりゃ誤解じゃねーの？」

　ユウリがニヤニヤと笑えみを作る。

「ちょいと身分の確かく認にんに向かったところ、いきなり精霊術による攻こう撃げきを受けたとこちらは報告をうけてるんだけどねー？　事実なら、大おお事ごとだぜ？」

「おやおや、どこの誰だれだかは存じませんが、過激な真ま似ねをするものがいるのですね。ご遠えん慮りよなく捕らえられてはいかがですか？　――確たる証しよう拠こを揃そろえたうえで」

　ラシェルはとぼけてみせた。

　この程度は駆け引き以前の、ただの茶番でしかない。

「前置きはこのくらいにして、単刀直入に伺うかがいますわね。――なぜ、我々がラウルスのものだとわかったのですか？」

「そりゃあ、秘密だ。簡単に手の内を明かすようなバカはいねーよ。それとも、そっちの神眼も教えてくれるのかな？　だったら考えてもいいけどなー」

　やはり神眼の力なのか、とラシェルは思った。

「いずれにしろ、そういうお話し合いがしたいのでしたら、ちゃんと客人として遇ぐうしていただきたいものですわね」

「あー、まあ、道理だねー」

　ユウリは小さく肩をすくめた。

「お前たちは罪人じゃなく、客として俺の前に立ってる。なら、歓かん待たいするさ。――リナ」

　呼ばれて少女が一歩進み出た。

「私がお部屋へご案内する。その後、夕食を」

「んじゃま、世話になるかな」

　のんきな口調でトウヤは言った。

「とりあえず雨にぬれた服を着き替がえたいし」

「こっちへ」

　一行はリナの後について歩き出そうとする。

　――と、そのとき、背後からユウリが声を掛けた。

「なあ、夕食は何人分必要だい？」

「あん？　俺様もラシェルも食うほうじゃねえから、人数分で構わねえよ」

「つまり、二人分か？」

「二人以上いるように見えるのか？」

　視線が絡からみ合あう。

　先に苦く笑しようして目をそらしたのはユウリだった。

「――りょーかい。二人分用意させよう」




　食堂は瀟しよう洒しやな内装の施ほどこされた、なかなかに感じのいい部屋だった。

　ラシェルの好みが華か美び華か飾しよくより質しつ実じつ剛ごう健けんにあるせいかもしれないが、割り当てられた部屋ともども、総じてこの城の趣しゆ味みは悪くないようだ。

　食しよく卓たくは大作りで十数人ほど同時に利用できそうだが、今席についているのはラウルスの主従とティリアの主従合わせて四人のみである。

「……ヒカリはどこに？」

　ラシェルは小声でトウヤに問いかけた。途と中ちゆうで姿が見えなくなったのだ。

「城の中を散歩してこいと言っといた」

　偵てい察さつということか。

　当然ながら精霊竜であるヒカリには、人間と同じ食事は必要ない。とはいえ、おいしいものを味わうという行こう為いにはそれなりの楽しみを見み出いだしているようだ。

　味も悪くないことだし、後で食べられるよう料理をいくらか包つつんでもらうか。

「――しっかし、人形だらけだな、この城」

　トウヤがティリア神王に向かって口を開く。

　給きゆう仕じをしているのも命のない人形だ。木でこしらえた体に、目鼻口のない顔。そこに服を着せただけのものである。

　体型はかなり精せい巧こうに人間を模も倣ほうしているが、それによってさらに違い和わ感かんが強調される結果になっていた。

「自律人形。これもティリアの誇ほこる使霊術だよ」

　ユウリは誇らしげに答えた。

「まさか料理も人形が作ってるのか？」

「もっちろん。……ま、定められた手順で調理するだけで、細かい融ゆう通ずうの利きかないところが玉たまに瑕きずだけどねー」

「……道理でファミレス風味なわけだ」

　ラシェルは問いかける。

「まさか、ティリアの王城には、人間の働き手がいないのですか？」

「逆に訊きくけどさー」

　ユウリは行儀悪く卓に肘ひじを突ついた。

「人間って必要なの？」

「……は？」

「最初は普ふ通つうに下働きの人間がいたよ？　ま、俺が全員追い出したけど。人形で事足りるなら、人間を使う必要はねーし。ぶっちゃけ、こっちの奴やつらは煩わずらわしい。――あんたならこの気持ち、ちっとはわかってくれるんじゃねーの？　ラウルス神王さん」

　ラシェルはトウヤの顔を横目でうかがった。

　特に感情を出すことなく、彼かれは口を開いた。

「つっても祭司長は人間だろ？　その娘がそばに居るのはいいのか？」

　ユウリは意味ありげな視線を隣となりの少女に向けた。

「リナ、見せてやれ」

「…………」

　無言で立ち上がった少女が肩をはだける。

「それ、は――」

　ラシェルは思わず言葉を飲み込んだ。

　首の付け根のあたり、生気を感じさせない白い肌はだに何かで切きり裂さかれたかのような大きな傷きず跡あとが走っていた。

　いや――傷跡と言っていいものだろうか。明らかに傷がふさがっていないにも拘かかわらず、そこからは一滴の血も流れていない。

「……私は、死人。生きた人間では、ない」

　淡たん々たんとした口調でリナは言った。

「すげーだろ？　死んでんのに、死体が動くんだよ？　死体を甦よみがえらせ使し役えきする。使霊術の中でも最も高度とされる反魂法だ」
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　対照的にユウリは声を上げて笑う。楽しそうに。まるで珍めずらしいおもちゃを見せびらかすように。

「まさか、あなた――」

「おっと早はや合が点てんは禁止だよ、メイスヴェル祭司長。俺がいくらこっちの人間が嫌きらいっつっても、わざわざ手を下したりはしないさ。俺は単に死んだコイツに役目を与あたえてやったにすぎない。――そうだよな？」

「はい」

　リナはこくんと肯うなずいた。

「感謝」

「反魂は、歴代の祭司長の間にのみ受うけ継つがれる秘術だ。この術を知ったとき、俺は感動で震えたよ。人が人でないものとして生まれ変わり、活動することができる。ほら、消化器官も機能回復するから、飯だって食えるんだ」

　ラシェルはユウリに対して本能的な嫌けん悪おを覚えていた。

　自分の両親、亡なくなった親しい人々の顔を思い浮かべる。

　生や死というのは、こんな風に語っても良いものなのか。これは生命をもてあそんでいると言わないだろうか。

「くそったれな世界だけど、この術だけは評価したいね。使霊術をティリアにもたらした《蒼の守護神》には感謝を――」

　ラシェルはわざと手に持った果実水の器を取り落とした。胸むな元もとにじわりと染しみが広がる。

「――ああ、申し訳ありません。みっともないところをお見せしました。恐きよう縮しゆくですが、服をお借りできますか？　あいにくと替かえを宿に置いてきてしまったもので」

　口舌を中断させられてユウリは若じやつ干かん不ふ機き嫌げんな表情を浮かべたが、リナに向かってあごをしゃくった。

「……こっちへ」

「ありがとうございます。――では、しばし、失礼いたします」

　ラシェルはリナの後ろに従って食堂をあとにした。

　回かい廊ろうでときおり警備の自律人形とすれ違うが、人間の衛えい士しの姿は見られない。

　奥おくまった、おそらく居住区域に近いであろう一室に通されると、ここで待つよう言い残してリナは姿を消した。

「……ほんとに人の気配がないのね」

　ラシェルは呟つぶやいた。

　窓からは中庭が見える。かがり火が焚たかれているが、やはり人気はない。

　自分だったら孤独感でどうにかなりそうだが――あの神王は平気なのだろうか。

「『こっちの奴らは煩わしい』……か」

　ユウリの語った言葉と、その表情を思い出す。

　脚きやく色しよくされた説話や逸いつ話わのせいで勘かん違ちがいされがちであるが、神王は決して完璧な人格を備えた聖人などではない。少しばかり特異な力を持ち、異世界からやってきて、国を治める権利を守護神より与えられた――人間だ。

　今はラシェルもそのことが理解できている。だから、ユウリのような神王が存在することも不自然ではないと知っている。

　――が、好感が持てるか、許容できるかというのは別問題だ。

　ややあって、リナが戻ってきた。

「……選んで」

　そう言って両手に抱かかえた服を差し出す。

「ありがとうございます。これ全部、リナ様のですか？」

「そう」

　そして、リナは小さく首を傾げる。

「大きさ、合わない、かも」

　ラシェルよりリナの方が少し背が高い。とはいえ、問題になるほどではないだろう。

「いえ、十分です。――ああ、お手数ですが、着替えを手伝っていただけます？」

　踵きびすを返そうとしたリナに、そう声をかける。

　彼かの女じよと会話を交わすために二人きりになったのだ。もともと他人の手を煩わせることは好まないので普ふ段だんは一人で身み支じ度たくを整えるのだが、今、引き上げられるのは困る。

　なるべく簡素なものを一着選び、手に取った。

「……あら、ずいぶんと良いものですわね。素す敵てき」

　ラシェルはお世辞抜きに賞賛の声を上げた。

　服に使われているのは上質の絹、織り込みも細かく丁てい寧ねいである。

「――リナ様は祭司長に就つかれてからどのくらいなのですか？」

　着替えつつラシェルは話しかけた。

　客分として王城に留まっているとはいえ、相手は敵だ。情報を集めるのは当然のことなのだが、この同じ年とし頃ごろの少女に個人的な興味も覚えていた。

「新米」

　リナは細い声でそう答えた。

「神王降臨のあと、今の立場に」

「あら、それはまた……。どういう事情で？」

　大陸五国において、祭司長は神王不在の時期に国を治める職分であるが、その選任制度は各国によって大きく異なる。

　ラウルスにおいては世せ襲しゆうだが、ティリアでは……さて、どうだったか。この国は伝統的に秘密主義であるため、あまり内部の情報が入ってこないのだ。

「ユウリ……様の、ご意志」

　そして、少し迷うような表情を見せてから、付け加える。

「私は、平へい凡ぼんな生まれ」

「特にこれまで国の上層部との縁えんがあったというわけでもなく？」

「うん。……死んだから、甦らされて、今の立場」

「えーと――」

　言葉が少ないので、少々わかりにくい。

　とりあえず、ユウリがこちらの民たみを嫌っているのはよくわかったから……生きた人間ではなく、何のしがらみもなく、無口で扱あつかいやすい彼女を形式的に祭司長として召めし上あげた、と理解していいのだろうか。

「リナ様に反魂を施されたのは、どなたなのです？」

「……私の前の、祭司長」

「その方は今、どこに？」

「…………」

　返事はない。表情を見るに、『わからない』ではなく『言えない』ということだろう。

（あの神王、下働きの人たちだけじゃなく、官かん吏りたちも一人残らず城から追い出したの？　いや、追い出したのならまだいいけど、まさか――）

　凄せい惨さんな光景が脳のう裏りに浮かんだ。

　手を下したりはしないとは言っていたが、信用できるものかどうか。

　いずれにせよ、滅め茶ちや苦く茶ちやな話だ。

　少しためらってから、ラシェルは次の問いを発した。

「あなたは――なぜ死んだのですか？」

　着付けの手が一瞬ぴたりと止まる。ちょうど首筋に触れたその指先からは体温がまるで感じられず、ラシェルは改めて彼女が命なき存在なのだと理解する。

　今度も返答はなく、ただリナは困ったように小さく微笑ほほえんだだけだった。

　その表情の裏に何かどうしようもない諦あきらめのようなものが透すけて見え、ラシェルは苛いら立だちとも怒いかりともつかない強い感情を覚えた。

「……ねえリナ、あなた、今の扱いに満足しているの？」

　突とつ然ぜん変化した口調に驚いたのか目を二、三度瞬かせたが、彼女は素直に答えた。

「選択の余地はない、から。彼に従うのが、私の義務」

「本当にそれでいいのか、考えてみる必要があると思うわ」

　ラシェルは続ける。

「神王は神眼を持ち、守護神によって選定されたから、降臨する。逆に言えば、それ以上の資格は必要じゃないの。神王だからといって高潔であるとか、統治者としての資質を備えているとか、そういう優すぐれた人物であるとは限らない」

　トウヤに出会う前だったなら、神王という存在にもっと盲もう目もく的てきな崇すう拝はいの念を抱いていたかもしれない。しかし彼に振り回されたおかげで、多少なりとも自分の目で物事を見られるようになった。

「自分が仕える神王に好感を持てなかったとしても、後ろめたさを覚える必要はないわ。実務をどう処理するかというのはまた別問題だけど……少なくとも、心は自由で構わない。私はそう思う」

　小さく首を傾かたむけたまま話を聞いていたリナだったが、そこで得心がいったかのように一つ肯いた。

「そっか。あなたの神王は、良い方なのね」

「……あの、今の話の流れで、どうしてそう思ったのかしら？」

「確信の色が、見えたから」

「確信？」

「そう。『自分は自由な心で、自分の意志で彼に仕えることを選んだんだ』っていう、確信。それが決まりだからではなく。役目だからではなく。誰に強制されたわけでもなく」

「…………」

　ラシェルは言葉を失った。

　おそらく、彼女の言葉はきわめて本質に近いところを突いている。『神王だから』ではなく『トウヤだから』、納なつ得とくして仕えることができるのは確かだ。

　もちろんリナの境きよう遇ぐうと比ひ較かくして優ゆう越えつ感かんを抱いたわけではないが――彼女に対しては少々無神経な物言いだったかもしれない。

「気にしないで」

　リナは考えを読んだかのように首を横に振った。

「あなたは正しい。神王だから、高潔であるとも、統治者の資質があるとも、限らない。――うん、その通り、と思う」

　そして彼女は息を呑のむほどに儚はかない笑みを浮かべた。

「確かに、神王失格な神王も、いる」

「だ、だったら――」

　ラシェルは一瞬ためらい、そして思い切って口にした。

「私たちと手を組む気はない？　あなたが今の立場から逃のがれたいと思っているなら、私たちはきっと力になれる……いえ、力になるから！」

「力に……」

　呟くように繰くり返かえし、視線がどこか遠くを向く。彼女が何を考えているのか、表情からは窺うかがい知しれない。

　やがてリナはゆっくりとラシェルに向き直り、口を開いた。




「――で、断られたと」

「はい……先走り過ぎたかもしれません」

　ラシェルは肩を落としてため息をついた。

　――ごめん、なさい。

　小声で、しかしはっきりとそう言い、リナはラシェルの申し出を拒絶したのだった。

　今の環かん境きようを変える必要はないと本気で思っているのか、それとも姑こ息そくな懐かい柔じゆう策さくと思われたのか――判断はつかない。

　確かなのは、彼女が自分たちの敵のままでいることを選んだ、ということだ。

「警けい戒かいされたかもしれませんね。いずれにせよ、独断で動いた私の責任です。申し訳ありませんでした」

「策の一つとして、試みる価値があったのは間ま違ちがいない。断られたなら仕方ないさ」

　トウヤは何でもないことのように言い、ひらひらと手を振った。

「ま、あのユウリってのがいけ好かない奴なのは同感だしな」

　ここはトウヤにあてがわれた部屋。

　夕食後、戻ってきたヒカリも交えて、作戦会議を開いているところである。

「で、お前の方はどうだった？」

　トウヤは傍かたわらの少女に視線を向けた。

　ヒカリは頬ほお張ばっていた肉と野菜の焼き物を慌あわてて飲み下した。夜食としてラシェルが夕ゆう餉げの席からもらってきたものである。

「ひ、ひひゃひは――ん、えっと、ヒカリは、お城の中を一回りしてきたです」

　城内に他の人間の姿は見当たらず。動いているのはやはり自律人形のみであったという。

「ただ、えっと、障しよう壁へき？　結界？　みたいな、ものがありましたです。二種類の」

「どんなのだった？」

　ラシェルが尋たずねる。

「人間さんたちの術には詳くわしくないので、精導力の感じからの推測ですけど……一つは人は通れるけど人形は通れない赤色のもの、もう一つは逆で、人形は通れるけど人は通れない青色のもの」

　二種の結界は王城に隙無く張はり巡めぐらされており、特に深奥部には人間も人形も入り込めないようになっているという。

「ヒカリなら通れるか？」

「えっと、赤色の方は問題なく。でも青色の方は壊こわすことになるかと思うです。余よ所そのおうちで悪いので、無理に通らず引き返してきたですけど……」

「うん、それでいい。おつかれ。飯に戻っていいぞ」

　わしゃわしゃと頭を撫なでられくすぐったそうに微笑むと、ヒカリは再び料理に手を伸のばした。

「どう思う？　ラシェル」

「暗殺対策ではないでしょうか」

　暗殺者はもちろん、殺しに特化した自律人形や土像ゴーレムなども当然存在するはずだ。

　人間の衛兵が居ないのだから、その分他の手段で警備の堅さを保たなければならない。

「そういえば……ヒカリの存在は知られているのですよね？」

「ふぁい？」

「いいよ、お前は食ってろ。――まあ、多分な」

「歩き回っているのもわかっていたはず。それをティリア側が容よう認にんしていたのは、何か理由があるのでしょうか？」

「まず、城内を見られても別に問題ないと思っていた可能性。それから、向こうもヒカリを観察していた可能性」

「観察？」

「俺様たちと同じようにヒカリを認にん識しきできるなら、こいつが一個の人格であるのは一目瞭然。何か用があるなら本人に直接尋ねればいい」

「それをせずただ放置しているのは、どういう存在かまだわかっていない……少なくとも意志の疎そ通つうができる存在だと確信してはいない、と？」

　少し考え、ラシェルは続けた。

「もし精霊竜を人格として認識していないのであれば……ユウリ様は精晶炉を訪おとずれた際、自覚のないままティリア精霊竜の逆げき鱗りんに触ふれてしまったのかもしれませんね。いえ、あの傲ごう慢まんさでは精霊竜とまともに会話しても不興を買っていたのではないかと思いますが」

「あの男に対する評価が低いんだな、ラシェルは」

　トウヤは愉ゆ快かいそうな笑みを作った。

「……少なくとも、統治者としてあるまじき無責任さだとは思います」

「んじゃ、俺様たちは、これからあいつらに対してどう仕し掛かけていけばいいと思う？」

「そうですね……」

　精霊竜にはティリア神王を殺せと言われているが――さすがにそういう事態は避さけたい。ティリアに大きな混乱を招き、弱い立場の民が苦しむことになるからだ。それに、難民が増加したり、商取引が破は綻たんしたりなど、隣りん接せつするラウルスにも影えい響きようが出る。

「交こう渉しようで完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめし、完敗を認めさせて精霊竜の前に引きずっていくというあたりでどうでしょうか？　トウヤ様のお力があれば両者の間に会話を成立させることも可能ですし、竜が直接怒りの理由を伝えれば、ある程度気も済むのではないかと」

「んー、ま、選せん択たく肢しの一つではあるかな。でもそれに先立ってどうやってユウリをやりこめる？」

「国力としては現状こちらが優位です。一度、国境のラウルス軍が脅きよう威いであることを印象づけた方が良いでしょう。バロウ万人長に命じて、攻撃姿勢を見せておくことを進言いたします。あとは関税率や輸入出の制限方面で脅おどしをかければ――」

「そういやあの男、その辺の仕事、どうしてるんだろな？」

　不意にトウヤがそんなことを言った。

「と、いうと？」

「神王ってこちらの社会事情には疎うといだろ？　だからお前のように、それなりの経験を持つ祭司長が補ほ佐さにつく」

「補佐というか、現状、内政はすべて私とリーズでこなしていますが……」

　トウヤは聞こえなかったふりをして続けた。

「なのに今、あいつのそばにいるのは祭司長としては『新米』で『平凡な生まれ』の娘むすめだ。ちゃんと補佐できるのかねえ？」

「確かに……」

　ラシェルの目からみて、彼女が最近城の外から連れてこられたのは間違いないと思う。食事や着替えのとき、王城での作法に不慣れな様子が見て取れた。

　ラシェルもリナと変わらない年頃だが、幼いころから祭司長として必要な教育と訓練を受けている。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで務まるお役目ではないのだ。

「反魂の術で甦った奴は、永久――とは言わないまでも、何十年かは生き続けられるのか？　だとしたら『これから色々勉強します』ってこともあるかもしれねえけど」

「まさか。使霊術は専門ではありませんが、こんな無む茶ちやな術、二月三月維い持じできれば上出来でしょう。どんな名手でも、そのくらいが限界です」

　つまり、リナは近いうちに二度目の死を迎むかえなければならない。

　会話することで改めて確信したが、彼女には常人と変わらない思考能力、そして感情が残っている。そしておそらくは自分の肉体と精神がゆっくりと再度の崩ほう壊かいに向かっていることも自覚している。

　だからこそ、こんな術を無条件に賞賛するユウリに怒りを禁じえないのだ。

「……となると」

　トウヤの声でラシェルは現実に引き戻された。

「ますます城内から人間を排はい除じよする理由がないんだよなあ。不便すぎるだろ」

「自分で言っていたように、人間が嫌いだからではないのですか？」

「額面どおりに受けとったのか？　……お前たちは神王の名前に先入観を持ちすぎだ。相手が神王だと名乗ったら、どんな変人でも『そういうもの』として受け入れてしまいそうだな」

「……そう、でしょうか」

　自分などは型破りな神王を毎日見ているせいで、だいぶ柔じゆう軟なんになってきている気がするのだけど。

「検討すべき角度はいろいろあんぞ？　それぞれの材料を考え、絞り込んでいくことが、敵の思考と動向を読むことにつながる――」

　そこで不意にトウヤは眉をひそめた。

「……人間が嫌いだから、追い出した？　いや、もしかしたら……逆なのか？」

「逆？」

「もし追い出す理由の方が先に来るとしたら――」

　ラシェルには答えず、神王はそのまま自分の思考の中に沈しずんでいった。







第三章　蒼の神王







「『攻撃開始。ただし勝つな。負けるな』……」

　ファビオは困こん惑わくの表情を浮かべていた。

「――で、どういう意味なんだ、そりゃ？　具体的にどうしろと？」

　夜明け前、あくびを堪こらえながら本営にあるエリアーヌの天幕を訪れたところ、神しん王おうの指示を聞かされたのである。

「わたしに訊かれても。そのまま伝えただけですから」

　ヒナタは愛あい想そのない声で答えた。

「んむ？　悩なやむようなことか？　命令通りやり過ぎない程度に攻撃を仕掛ければいいと思うのだが」

「いやまあ、確かに俺おれらにはそれ以外の選択肢はないんですけどね、お嬢じよう」

　エリアーヌに視線を向け、頭を掻かく。

「あの神王陛下、なんでまた、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな命令を出してきたんすかねえ？」

　今のところティリア軍の方にも大きな動きはない。睨にらみ合あい継続中である。

　現場を預かる身としては、兵の士気を維持するためにも、このあたりで一つ明快な方針を打ち出しておきたいところなのだが。

「それが一番犠ぎ牲せいの少ない道だと判断されたのだろう。そういう方だと思うぞ、私は」

「……信しん頼らいが厚いんすねえ」

「私だけではなく、ラシェルやリーズ殿も信を置いているようだがな。ファビオは違ちがうのか？」

「そりゃまあ、有能な方ではあると思いますが」

　彼が精霊竜を味方につけマグノリアを追い返したときは、ファビオもその場にいたのだ。

「でも、お嬢はも少し身近な部下の働きにも目を向けて欲しいっつうか……」

「一つ、二人に尋ねたいことがあります」

　そのときヒナタが口を挟はさんだ。

「ここしばらくあなた方の会話を聞いていて、人間の指揮官の役目というのは、基本的に味方の死者を少なくし敵の死者を多くするところにあると感じましたが……これは合っていますか？」

「ん、まあ、そうだな」

　エリアーヌは肯く。

　味方を多く生かし敵を多く殺す。それは確かに優ゆう秀しゆうな指揮官の条件だ。

「味方の死者が一〇〇人で敵の死者が一〇〇〇人の指揮官と、味方の死者が一〇〇〇人で敵の死者が一〇〇人の指揮官なら、前者の方が優れている？」

「そりゃそうだ。敵の一〇倍も味方を殺す無能の下で戦うのはごめんだね」

「しかし、意味がないのではないですか？」

　ヒナタは心底不思議そうな表情で言った。

「どちらも死者の数は同じです。であれば、世界に対する影響――人口の減少、生産性の低下、嘆なげき悲かなしむ者の数などは変わらない。優秀な指揮官も無能な指揮官も等価です。勝っても負けても死者の数だけ人の勢力は衰おとろえます」

　ファビオとエリアーヌは思わず顔を見合わせた。

「人は繁はん栄えいを求めるものだと理解しています。が、であれば、戦をするのは矛む盾じゆんではないですか？　なぜ最初から皆みなで協力して大地を耕し、子を産み育て、大陸全土に広がっていかないのですか？　戦って数を減らすより、その方が遥はるかに効率が良いでしょうに。――戦う理由は何なのです？」

　んー、と声を上げて腕うで組ぐみをし、そしてエリアーヌは答えた。

「私はただ神王陛下の命令に従うのみだな」

　ファビオも続いた。

「では、俺はただお嬢の命令に従うのみです」

　ヒナタは眉まゆをひそめる。

「思考停止といいませんか、それは？」

「停止したつもりはないが……いざ説明しようとすると難しいな」

　むう、と眉み間けんにしわをよせていたエリアーヌだったが、すぐに考えることを諦めた。

「ん、駄だ目めだ。――ファビオはどうだ？」

「どうもなにも、俺にとってはお嬢について行くのが全すべてですから。思考停止といわれようと一向に構いませんねえ」

「うむ、部下からの信頼は上官の誇りだ。礼を言う」

「光栄っす」

「……ふざけてるんですか？　あなた方」

　不ふ機き嫌げんそうに足を踏ふみ鳴ならすヒナタ。

「いや、そんなつもりはないぞ、精霊竜よ。人間にとって、なかなか言語化が難しい問いだったということだ。今日のところは保留ということにさせてくれ」

「はあ……」

　不承不承といった様子ながら、ヒナタは肯いた。

「いずれにしても我々の仕事は考えることではない。今、我々の目の前には敵が居おり、神王陛下の命令も下された。さあ、戦うとしようではないか！」

　エリアーヌの思考はいつも簡潔だ。まあ、それが長所でもあるのだが。

「で、どう仕掛けます？」

　ファビオは尋ねる。

　ティリアの人形兵団の長所は少々の損傷では活動を停止しないこと、恐おそれを知らないこと、そして糧りよう食しよくを必要としないことだ。

　一方、短所は命令役の人間を倒たおせば多数をまとめて戦闘不能にできること、命令役から一定以上離はなれられないため機動性に欠けること、使霊術の源たる精せい晶しょう炉ろの力が国境付近までにしか及およばないので他国領への侵しん攻こうには向かないこと。

　つまりは耐たい久きゆう力りよくと継戦能力に優れた、防衛戦向きの軍団なのである。

　小競り合いを繰り返していた対マグノリアとは違い、この百年、ティリアとの間にはほとんど揉もめ事ごとは起こっていない。別に仲が良かったわけではなく、地形やティリア軍の特とく徴ちようなどの要因により、お互たがい侵攻が難しかったためだ。殴り合いには発展しないものの睨み合いはずっと続いていた、と言えばいいだろうか。
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「まあ、相手の強さ、特徴は実戦を経へて知るしかないか。まずはどの程度のものか、当たってみないことにはな」

　エリアーヌは思案し、すぐに指示を出した。

「ひとまず、第一から第四大隊までを突とつ撃げきさせる。深入りの必要はない。ただし敵にある程度の負ふ荷かをかけて対応を見たいので、攻こう撃げき間かん隔かくは空けず連続して攻め込め」

「了りよう解かい。伝えてきます」

　マグノリア戦後の再編を経てエリアーヌは北方守備兵団を任された。

　その下に副官としてファビオが付き、そのさらに下に四人の大隊長が居る。

　彼らに直接指示を出し、動かすのはファビオの役目だった。

　使いを出してもいいのだが、今回は少々揉めそうな気配があったので、自ら赴おもむくことにする。

「――もう少し時間的余裕が必要ではないか、ファビオ千人長」

　第四大隊の隊長は渋しぶい顔でそう言った。

「戦術の常道に照らせば、無理があると言わざるを得ないが……」

「無理でもやってね」

　ファビオは愛想のよい笑え顔がおを保ったまま、ぴしゃりと言う。

　階級としては同じ千人長だが、当然ながら本隊付きの副官であるファビオの方が格上である。

「君たちがのんびりしてたら、敵左翼の押さえ込みが遅おくれちまうわけでね。均きん衡こうが崩くずれて大きな犠牲が出るかもよ。困るでしょ？」

「そんな一方的な――」

　ファビオよりおそらく十は年上であろう第四隊長は顔をしかめた。

「指揮官の意向なんで、ごねても無む駄だね。意見があるってんなら伝えとくけど」

「……戦は女子供のお遊ゆう戯ぎではないのだがな」

「それ、お嬢に伝えておいていいかい？」

「…………」

　言葉に詰つまった隊長に笑えみを向け、ファビオは馬首を巡らせた。

　舌打ちと、平民出が！という悪態が小さく聞こえた。

「……嫌われてますね」

　ファビオの後ろからヒナタが言った。

　人間の戦争にある種の興味を覚えたらしく、ファビオについてきているのだ。どういう平衡感覚をしているのか、浅く横よこ座ずわりしているだけなのに、大きく揺ゆれる馬上で微び動どうだにしない。

「人に好かれることが仕事じゃねえんでね。――前から一いつ緒しよにやってる連中はいいが、今回はお嬢のやり方に慣れてないのもかなり交ざってきてるからなあ」

　最終的に勝利したとはいえ、マグノリア軍との戦でラウルス軍は大きな痛手を負った。

　どうにか態勢を整え直したものの、再編の結果、新たにエリアーヌの元へ組み入れられることとなった者も多い。

　先ほどの第四大隊とその隊長もそうである。

　納得できないやりませんでは困るので、ファビオが抑え込みに出向いたわけだ。

　エリアーヌの用兵の特徴は、柔軟さとその速度。相手の陣じん形けいを乱し、出来た隙すきを一気に突き崩すという戦法を得意としている。

　効果的ではあるが、兵の方にはかなりの負担と練度が要求される。移動距離と移動速度がないと効果的に機能しないからだ。なので、新しく麾き下かに加わった者たちにとっては面食らうことも多いだろう。

　現在の北方守備兵団には、かつてエリアーヌが所属していた西方守備兵団の兵も多く組み込まれているが、それでも完全な一枚岩というわけではない。

「訓練の時間も十分に取れなかったし、おまけにお嬢に反感持ってるバカも、そこそこいたりするからねえ」

　エリアーヌは過日のマグノリア侵攻の際、危機的な劣れつ勢せいからの逆転を果たした功労者の一人である。が、それだけに嫉しつ妬との標的になることも多い。

　彼女の昇しよう進しんにより追い抜かれた武官たちのなかには『女の風下に立つなど許容できるものか』などと不満を口にするものも存在する。

「……だから、あなたはわざと反感を自分に集めているわけですか？」

　ヒナタは静かな声で言った。ファビオの眉がぴくりと動く。

「不満、不安を即そく座ざに消し去ることはできません。同調してやれば彼かれらの気は済むかもしれませんが、その言い分に正当性を与えて育ててしまうことにもなりうる。だから、不満を自分に集めて、緩衝材役を果たす、と」

「――買かい被かぶりすぎだ、ヒナタちゃん」

　ファビオは苦く笑しようを浮うかべた。

「単に、俺が小物の不平不満なんぞにいちいち気を遣つかったりしねえ性格ってだけ。そもそも最初から嫌われてるしな。平民出身のくせに、お嬢に取り入って千人長にまで出世しやがって、ってな具合に」

　これは事実である。付き合いの長い連中や同じく平民出の兵卒たちはともかく、貴族たちの受けは悪い。

　そして困ったことに、階級が上がれば上がるほどそういう奴やつらとの接点が増えるのだ。

「……ま、評判が下がっても支障がないのは、どっちかといえばお嬢よりも俺の方なのは確かだけど」

「エリアーヌ・バロウの指示は、そうまでして守らせる価値があるということですか？」

「大たい抵ていの場合はね」

　兵の負担が作戦の効果を上回るようなら、実行させるべきではない。

　が、今のところ、多少の体力の消費を強しいてでもエリアーヌに従わせた方が、結果的に被ひ害がいが少なくなっている。

「お嬢はいい指揮官だよ。――ああ、その良よし悪あしに関しては、納得できないんだったっけか」

　先ほどの問答を思い出して小さく笑う。

「……可笑おかしいですか？」

　ヒナタの声が不機嫌そうに尖とがった。

「可笑しくねえよ。価値観の違いが面おも白しろいと思っただけだ。――戦ってのは、何かを護まもるためにやるもんだからな。人が何を護りたいと思うのか、その重さを理解できなきゃ、多分言葉で説明されてもわかんねえだろ」

「ええ、そうでしょうね。今、そう聞かされてもさっぱりわかりませんから」

　少し拗すねたようにいい、そしてヒナタは口調を改めた。

「エリアーヌ・バロウを支持するあなたの価値観はわかりましたが――トウヤ・ヤナガセについては？　あなたは彼の支配下にありますが、彼の善性や公平性を信じているから従うのですか？」

「……際きわどいところをついてくるねえ。反応に困るな」

　ラウルスの人間が相手だったら、うかつに返答できない質問だ。

「って、そういやお前、ヒカリと繋つながってるんじゃなかったか？　全部筒つつ抜ぬけになるんじゃねえの？」

「四六時中素す通どおしではありませんよ。今はわたしもねえさまもそれぞれ自由に動けますから、必要があるときに接続することにしています。今は通じていません」

「そう？　んじゃまあ、正直に言うとして――つっても、どうこう口にできるほど、神王陛下をよく知っているわけじゃないんだよなあ。そんなことが可能な立場でもねえし」

　悪感情はない。

　ラシェルやエリアーヌの信頼をあっさり勝ち取る器量には、感かん嘆たんと羨せん望ぼうを覚える。

　とはいえ、彼はその代だい償しようというにはあまりにも重い責任を負っているはずだ。成り代わりたいとはとても思えない。

「ま、お嬢は信用してるみたいだし、であれば俺も従うさ」

「先刻も言いましたが、思考停止に見えます」

「お嬢の人を見る目はそれなりに信用してるってことだよ。単純に見えて、間違ってると思えば誰だれが相手でも遠えん慮りよせず口にする性格だからな。――で、なんでそんなことが気になるんだ？　お前自身は神王陛下を信じてないのか？　解放してもらったんだろ？」

「……正確には解放までの道筋を提示してもらった、という辺りでしょうか」

「奥おく歯ばにものの挟まったような物言いだな」

「道筋がわかれば達成できるほど容易なことではありませんから」

　やはり、よくわからないことを言う。

「ま、お前たちの方にも色々事情があるんだろうが――つまり神王を信用してついていっていいものかどうか迷ってるってことか？　神眼を用いて善政を敷くってんだから、神王陛下はそこらの奴よりよっぽど利口で、色々知ってるんだと思うがね」

「神眼はそこまで便利な力ではありませんよ」

　どこか醒めた声こわ音ねでヒナタはそう言った。

「世界は様々な情報により構成されているというのはわかりますか？　隠かくされている情報を、角度を変えて観察することにより映し出す――おそらくは、それが神眼という能力です。この世界のものではないゆえに、この世界を別角度から眺ながめる視点を持ちうるのでしょうね」

「世界を別角度から……？」

「例えば、麓ふもとから見上げるのと頂上から見下ろすのでは、同じ山でも違う景色が見えるでしょう？　大木の陰かげに隠れて姿の見えない鹿しかも、逆側に移動すれば丸見えだったりするでしょう？　もっとも神眼は視覚情報だけでなく、音声、臭しゆう気き、触しよつ感かんなどあらゆる認識情報を対象にするようですが」

「えーと、よくわからんが、お前もその隠されている情報なの？」

「そうですね。わたしたちのこの姿は、本来は位相のずれたところに存在しているため認識できません。トウヤの神眼がそのずれを折り込んで見せているため、こうしてあなたの目にも映っています」

「それって結構すごいことじゃねえのかね」

「情報を操あやつったり干かん渉しようしたりできるわけではない。ただ見えるだけ。――その程度のものです。これで彼が真に目指しているものを実現できるか、あの『神々』を超こえるだけの力を手に入れられるかというと疑問が――」

　そこで不意にヒナタは言葉を切った。

「どうした？」

「いえ……少々お喋しやべりが過ぎたようです」

「意味はさっぱりだったから、別にいいんだけど」

「でしょうね。――わたしの問題は人とかかわりなく、人の問題もまたわたしとかかわりない。それがあるべき姿です」




　曙しよ光こうが差す頃ころ、両軍は戦闘状態に突とつ入にゆうした。

　ラウルス軍の方針はごく単純。正面から波状攻撃を仕掛けて敵の注意を引きつけた後、側面から痛つう撃げきを加えるというものだ。

　この最後の一いち撃げきを、ファビオ率いる騎き馬ば隊たいが担当する。

「んー……やっぱり第四大隊、遅れてやがんな」

　本営に近い高台からは、前線の様子がよく見える。

　致ち命めい的てきな遅ち滞たいというほどではないものの、このままでは少し困る。今回の戦の間にちゃんとついてこられるようになるといいのだが。

「ま、今言ってもしゃーないか。――おい、野や郎ろうども！　手順は大だい丈じよう夫ぶだな？　ちょいと走らなきゃならんから、気合い入れろよー」

　おう！と返答。

「相手は骸がい骨こつに土人形。怪け我がや死を恐れないから、無理に倒そうとしなくていい。足止めして道を開き、人間の隊長格を仕留めるのが基本路線。――うまくいけば、お嬢の笑顔が見られる。褒ほめてもらえるぞ」

　配下の兵たちからは小さく笑いが漏もれた。

　古くから麾下にある者たちにとって、エリアーヌは信頼の置ける指揮官だ。公平で気前よく、何より部下を生き残らせることができる。

「よっし、続け！」

　ファビオは先頭に立って馬を走らせた。

　ここから斜しや面めんを駆かけ下くだり、敵の右う翼よくをさらに迂う回かいして後方側面から一撃を加える狙ねらいである。

　エリアーヌが予想していた通り、ティリアの反応はやや鈍にぶかった。

　彼らの操る人形たちは、索さく敵てきや情報伝達など判断力を求められる行動に向かない。自然、ラウルスの動向を把は握あくするのは一歩遅れるわけだ。

「突っ込めー！」

　そう怒ど鳴なるとファビオは自らも剣けんを抜ぬき、敵の中に飛び込む。

　敵の生命無き兵たちは、剣にしても槍やりにしてもその技量は新米兵士と大差ない。短期決戦なら勢いのあるこちらが上回る。

　隊は一気に敵てき陣じん奥おく深ふかくへと楔くさびを打ち込むことに成功した。

　陣形を乱せば、ティリア軍の防ぼう御ぎよ力りよくも生きてこない。ファビオは鮮やかな剣さばきで生命無き兵を蹴け散ちらしつつ、周囲に視線を走らせる。

「――いた」

　あわを食った様子で馬首を巡らせる騎き士しを発見。にやりと笑みが漏れる。

「普ふ通つうの人間はよく目立つよねえ。――あそこだ！　全員突撃！」

　兵たちはときの声を上げて、その命令に応じた。




「――とまあ、こんな感じで。小隊を一つ潰せましたし、緒しよ戦せんの戦果としては上々ではないかと」

「うん、よくやってくれた。褒ほう賞しようの手配もしておこう」

　エリアーヌは満足げに肯うなずいた。

　前線近くに出てきてはいるが、今のところ彼かの女じよが直接戦闘をしなければならないような状じよう況きようにはなっていない。

「――で、どうだった？　ティリア軍の印象は」

「概おおむね予想通りすね。壁かべとしては堅かたくて正面からぶち破るのは骨ですが、回り込んでしまえば問題ない。短時間で全ぜん滅めつさせるとかじゃなきゃ、十分やれます。――にしても」

　ファビオは後ろの少女に視線を向ける。

「本営の天幕でのんびりしてりゃいいのに、なんで前に出てきてるんだ？　手伝うつもりもないんだろ？」

　ヒナタはずっとファビオの後ろに乗って、戦場に付いてきていた。

　ファビオとエリアーヌ以外には見えないはずだし、はぐれたところでこの少女を害せる存在がいるとも思えないので、構わないといえば構わないのだが。

「戦う気はありませんけど、見届けるくらいの義理はあるかと」

「物好きなんだか、クソ真ま面じ目めなんだか」

　ヒナタは無視して続けた。

「干渉する気がないというのは変わりませんが……やはり、戦は見ていて気持ちのいいものではないですね」

「やっている方にとってもそうだがな」

　エリアーヌは言った。

「でも止めないのでしょう？　――ああ、ちょうどトウヤ・ヤナガセから伝言です。『ご苦労。しばらくは防衛に専念』とのこと」

「小休止だな。了解したとお伝えしてくれ」

　ヒカリとの交信を終えると、ヒナタは再び二人に視線を向けた。

「あなた方がトウヤ・ヤナガセに従うのは自由です。ただ、彼は今のところ『味方を勝たせるだけの指揮官』以上のものではない。世界の守護者である精霊竜にとって、肩かた入いれする理由に乏とぼしい」

　そこでヒナタは小さくため息をつく。

「ねえさまがいささか彼に信を置きすぎているような気がして、不安が否いなめません」

「ああ、それで陛下のことを気にしてたのか。でもそれ、お姉ちゃんを取られたようで、面白くないとかいう嫉妬じゃないのか？」

　ヒナタは不機嫌そうな顔でファビオを睨んだ。

「茶ちや化かさないでください。わたしはねえさまに間違った選せん択たくをしてほしくないだけです。あなただって、仮にエリアーヌ・バロウが正しくない行いをしたときは手を尽つくして止めようとするでしょう？」

「そうなのか、ファビオ？」

「とんでもない、お嬢が間違うことなどありえません」

「……真面目に聞く気がないのですか、あなたたちは」

「私はいたって真面目なつもりだが」

「俺もです、お嬢」

　ヒナタは大人びたため息をついた。

「わたしは迷っています。ねえさまがなぜトウヤに従うのか、トウヤに従うのが良いことなのか。――約束ですから当分は協力しますが、その間に納なつ得とくできる答えが見えてくるといいのですけど」
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「……んー、多少、手て応ごたえがなさすぎる印象はあるな」

　ヒカリを通じてエリアーヌたちからの報告を受け、トウヤはそんなことを呟つぶやいた。

　明け方から始まった戦闘はさほど時間を置かずに一段落。戦果は上々とのことである。

「緒戦に勝ったというのに、不満ですか？」

「別に不満はないさ。ただ最初に勝っても最後に負けちゃ意味はないからな。こっちでさっさと決着を付けられればいいんだが、さてどうなるかね」

「ティリア軍が国境からここまで早馬を出すにしても、一日二日はかかるでしょう。ラウルス優勢は交渉に生かせるでしょうし、ユウリ様と会談を持つのはそれ以降に――」

　と、そのとき、扉とびらを叩く音が聞こえた。

　ラウルスの王城に居るときのくせで駆け寄ろうとしたヒカリを手で制し、ラシェルが扉を開ける。

「……朝食を一緒に」

　姿を見せたリナはそう言った。

「ユウリ様が、会いたいと」




「――早朝、国境でうちの軍とそちらの軍の衝しよう突とつがあったようだねー」

　トウヤたちが席に着くと、開口一番、ユウリはそう言った。

　正式な会見の間ではなく、昨夜と同じ食堂である。今回はヒカリも付いてきて、適当な椅い子すに腰こしを下ろしていた。

「まあ」

　ラシェルは驚おどろいて見せた。

　とはいえ、半ば演技ではない。それ自体は当然こちらも把握しているが、ユウリがすでにその情報を手に入れているというのは予想外だった。

「不幸なことですわね。両軍の犠ぎ牲せい者しやに謹つつしんで哀あい悼とうの意を。――しかし、今朝の国境の出来事がもうこちらに届いているのですか？　馬を飛ばしても間に合わないかと存じますが、何か特異な連絡手段でも？」

「ま、色々とな。それとも、信用できねーか？」

　ユウリは言葉を濁にごす。

「いいえ、信用いたしますわ」

　そう言ってラシェルは茶を一口飲んだ。

　ちなみに給きゆう仕じを務めるのは昨夜と同じく自律人形である。文化の違いと言ってしまえばそれまでだが、やはり違い和わ感かんはぬぐえない。

「――それで、ティリアとしてはこの事態を収しゆう拾しゆうするため、どう対応していただけるのです？」

「おいおい、まるでこちらに責任があるような口ぶりじゃねーか。祭司長さんよ」

「そうは申し上げておりませんわ？　ただ、わざわざこういう席を設けた以上、何らかの方策を提示していただけるものと期待してはおりますけど」

　ラシェルは笑顔で答えた。

　本格的な戦乱に突入するのは避けたい。そしてそれはティリア側も同じはずである。

　こちらにとって最悪なのは、ユウリがこの場でトウヤたちを捕とらえる、もしくは殺そうとすること。

　しかしそれはかつてトウヤが語ったように、賢かしこいやり方ではない。

　この手段をとってくるなら、ユウリが度を超した愚おろか者ものであるか、あるいはティリアにこの軍事的劣勢を跳はね返かえす奥おくの手てがあるということになる。

　むろん、どちらでもない方が望ましいわけだが。

「あんたらの身分は保証するよ。うちの客のままだ」

　ラシェルは内心で安あん堵どの息をついた。ここまではトウヤの読み通りだ。

「では、お食事をいただきながら少しお話をいたしましょうか」

「いいぜー。用意させる。――と言いたいが」

　そこでユウリはにやりと笑った。

「昨夜も訊きいたが改めて訊く。二人分でいいのか？　もう一人、見えない奴を連れて歩いてるだろ？」

「…………」

　ラシェルは自分の神王に視線を送る。

　やはりティリアの神王はヒカリを何らかの形で認にん識しきしている。と、同時に『見えない』と表現したということは、トウヤと同種の神眼というわけでもないようだ。

　トウヤは頭を掻きつつ考えていたが――やがて、ま、いっかと軽く呟き、ぽんと手を叩たたいた。

　同時にユウリとリナが軽く目を見開いた。彼らには幼い少女が突とつ然ぜんその場に現れたように見えただろう。

　トウヤの神眼の力を分わけ与あたえ、ヒカリの姿が彼らの目に映るようにしたのだ。

「自己紹介」

「あ、えっと……」

　ヒカリは戸と惑まどったように視線をさまよわせ、ティリアの二人にぺこりと頭を下げた。

「ヒカリ、といいますです」

「竜人族の娘むすめでね。俺様たちの護衛のために姿を隠してついてきてもらっていた」

　これはむろん嘘うそ。彼女が精霊竜であることを明かすつもりはまだないらしい。

　決して質素ではないがどこか味気ない料理が自律人形によって運ばれて来たところで、ラシェルは話を再開させた。

「さて、ラウルスとしては争いは望んでおりませんが、何らかの形で二国間に決着をつけなければいけないのは確かです」

「そうだねー」

「まずは提案です。貴国の精晶炉に関する権利をこちらに譲じよう渡とし、それで手打ちというあたりでいかがですか？」

　ラシェルは微笑ほほえんだ。

　これは無条件降伏をしろというに等しい言葉である。そもそも攻めろとエリアーヌたちに命じたのはこちらなのだから、理り不ふ尽じんにもほどがある言い草だ。

　ラシェルにもそれはわかっている、というより、むしろ自覚したうえで利用している。

　むろん、あっさり相手が呑のむとは思っていない。まずふっかけて優位に立つというのは交こう渉しようの基本なのだ。

　もう一つ、相手の手の内を探さぐるという目的もある。

　現状、軍事的にも経済的にも、ラウルスは優位な立場にある。

　では突きつけられた過大な要求に、ティリアはどう反応するか。

　そんなもの問題にならないと強気に切り捨てるか、強者を刺し激げきしないよう下手に出るか。

　そしてその態度は何らかの根拠に裏打ちされたものか、あるいは単なるはったりか。

「はん。話になんねーよ」

　ユウリは鼻で笑った。

「これ以上の犠牲は避さけられますわ。悪くない条件かと思いますが？」

「こっちに得るものがない」

「全てを失うわけではない、というあたりで満足しておきませんか？」

　把握している範はん囲いの情報から判断すれば、これでティリアは追い込まれるはず。

　さてどうする？

「全てを失うわけではない……ねえ」

　だが予想に反して彼は笑みを浮かべた。

「昨日俺おれが言ったこと覚えてねーのかな、このお嬢ちゃんは。こっちの奴らは煩わずらわしいつったでしょーが。勝手に期待し、勝手に役目を押し付け、救え救えと要求する。神王が降臨すれば、口を開けて待ってるだけで何かもらえると思い込んでる」

　そして唐とう突とつにユウリは表情を消した。

「――そんな奴ら、丸ごと失っても俺が困るわけねーだろ」

「…………」

　ラシェルは笑みが凍こおりつくのを自覚した。

　おそらくユウリも意図してのことではなかったのだろうが、その言葉は彼女の痛いところを突いた。自身もかつて神王に独り善がりな期待を抱き、裏切られたと怒いかりを覚えたことがあったからだ。

　恩おん恵けいを受ける側の身勝手な傲ごう慢まん。トウヤに出会わなければ、気付けなかっただろう。

　人格は劣れつ悪あく、言動は野や卑ひ。しかし、それでも――その怒り自体は正当だと、一いつ瞬しゆんそう思ってしまった。

（――だめだ、立て直せ！）

　動どう揺ようする自分を叱しつ咤たする。

　とはいえ、交渉の前提も崩れてしまった。自国を勝たせる、自国を負けさせない、そういう価値基準がまったくの無意味になってしまったのだ。

　どうする？　交渉を継続させる手がかりはどこにある？

「――はいはい、迷ったら原点に戻もどること」

　そのとき、どこかのんびりとした声でトウヤが言った。

　不思議なことに、混乱していた頭がすうっと冷静になる。

「俺様たちがわざわざこの国にやってきた目的はなんだった？」

　それは、精晶炉を説得して味方につけること。

　でも、そのためにティリアの神王を殺せと要求されて、自分たちはなるべく穏おん便びんにことを収めたくて――

「ああ、それは俺も興味あったんだよなー。こっちは実質的に何の準備もしてないから、どう考えてもラウルスが有利だろ。煮にるなり焼くなり好きにできる。――んな状況にもかかわらず、なんで神王と祭司長が、揃そろってこんな場所まで来てるんだろうねー？」

「…………」

「祭司長にしてもさー、わけのわからないまま振ふり回まわされてるって感じじゃないんだよなー。任せるとこ、任されるとこ、きっちり区別して信頼関係ができてるし。――いや、その辺、ティリアの祭司長とは大おお違ちがいだよ。こっちはほんと、神王の支えとしては役立たずも甚はなはだしいしねー」

「――――！」

　ずっと身じろぎすらせず座すわっていたリナが、腰を浮かせて何か言いかけた。

　しかし、すぐに口を閉ざし、顔を伏ふせてしまう。

　ユウリは彼女に視線すら向けることなく続けた。

「ま、よっぽどの重要任務なのは間ま違ちがいないと思うんだけど。――で、敵の王都にまで、何しに来たの？」

「…………」

　まずい、主導権を握にぎられかけている。さて、どう答えたものか。

　――と、思ったそのとき、突然トウヤが口を開いた。

「あー、実はこのヒカリの正体はな、竜人なんかじゃなくて伝説の精霊竜だ」

「な――」

　ラシェルは思わず声を上げた。

　ユウリも目を見張り、腰を浮かせかける。

　いきなり自分の名前を出だされたヒカリと、おそらくはとっさに意味が飲み込めなかったのだろうリナの二人は、きょとんとした顔を見せた。

「精霊竜は守護神によって捕えられ、精晶炉の動力源とされた。こいつはその人格部分。俺様の神眼は精導力と精晶炉の真の姿を見る『竜の眼』。で、俺様たちがわざわざ他国の王都にまでやってきた理由は、ティリアの精晶炉を説得して味方につけるためだ。もっとも、今のところ順調にいってはいないけどな」

「ちょ、トウヤ様――!?」

「いいんだよ。これ以上隠してても話進まなそうだし。そもそも、こいつらはほとんど気付いてたはずだ。――前提一、こいつらはヒカリの存在を認識していた。前提二、この国にも精晶炉と精霊竜が存在するから、こいつらにはヒカリとそれが同種のものだと判別できるはず」

「えっと、つまり精晶炉に『何か』が居るというのは把握していた。そして、それと同じ種類の気配を王都内から感じた。だから、最初に街の広場でまっすぐ声をかけに来ることができた……？」

「ついでに、先ほど俺様はこいつらにヒカリの姿を見せ、自己紹介させた。つまり、俺様の能力が精晶炉と意思疎通を可能にする種類のものだと明らかにした。――ここまでやれば、目的が精晶炉の説得であることは容易に推察できる。知らなかったのは、精晶炉が精霊竜だってことくらいだろ」

「なら、そこから話を進めたほうが早い、と」

　まあ、それはそうか。ラシェルはため息をついた。

「では、あとの交渉はお任せしますわね。どうも、私には神王陛下の代理人は荷が重いようですので」

「お前は十分有用で有能だよ。拗ねるな」

「……拗ねてません」

「あ、で、でも、ヒカリは拗ねてるラシェルさまも、可愛かわいいと思いますです」

「うむ、拗ねてても可愛いな」

「口をお閉じください、神王陛下。それとも細剣でお縫い付けいたしましょうか？」

　ふと気付くと、ユウリとリナが毒気を抜かれた体でこちらを見ていた。

　ラシェルは咳せき払ばらいをひとつ。そして笑顔で告げた。

「失礼。以降、交渉はわが国の神王陛下が」

　ティリアの神王は小さく肩かたを竦すくめた。

「……緊張感のねーことで」

「緊張すりゃ何事もうまくいくってんなら、喜んで緊張してやるけど、現実はそうじゃねえからな。交渉の前にいくつか質問がある。――まず、お前らの持ってる神眼は何を見るものだ？　ヒカリがこの姿のまま見えたわけじゃないんだよな？」

　は、とティリア神王は唇くちびるを歪ゆがめた。

「それを教えるわけないでしょーが」

「だろうな。――次、ティリアの神王様は、精晶炉内で何をやらかした？」

「そんなことを聞いてどうすんの？」

「俺様の力が精霊竜との会話を可能にするものであるのは、見ての通りだ。最初にここの精霊竜と会話したとき、恐おそろしくお怒りだったぞ？　ティリア神王を殺せと仰おおせだ。いったい、どうしてそんなことになった？」

　トウヤの問いに対し、かすかに目を見開いたのはリナの方だった。しかし、ユウリが視線で制したため何も口にしない。

「教えてやる理由はねーな」

「心当たり、加えてそれを知られて困る理由はあるわけか？」

　トウヤはにやりと笑う。

「ま、このまま問い詰めたって話す気にはならんだろうな。そこで提案だ。この間みたいに賭かけをしねえか？　ユウリ」

「あん？」

「俺様たちが勝ったら、ティリア精霊竜とお前たちのやり取りを教えろ。好きだろ？　こういうの」

「……そうだね」

　ユウリはゆっくりと口の端を吊つり上あげた。

「あー、そうだ。俺は民たみも国もどうでもいーんだ。爽そう快かいな気晴らしができりゃあね。――こっちは何を要求してもいいのかな？」

「言ってみろよ」

「俺が勝ったら、ティリアの勝利を認めラウルスの国土全すべてをよこせ」

「よし、受けた。賭けは成立だ」

　一呼吸おいて、ラシェルは思わず声を上げた。

「ト、トウヤ様!?」

「何だ？」

「な、何だじゃなくて……そ、そんな軽々しく――」

「手っ取り早いだろ？　こうでもしないと、勝負受けねえぞ、こいつ」

「それでもあっさりと受けて立つ必要はないでしょう！　懸かかってるのは国ですよ、国！　状じよう況きよう的てきにはこちらが有利だというのに……」

「その方が面白いじゃねえか。一発逆転の機会がない賭けなんか、賭けじゃねえよ」

「逆転するのは結構ですけど、されるのは嫌きらいなんですが、私」

「同感だ。だから逆転されねえようにしないとな」

「…………」

　何か言い返そうと思ったが、結局諦あきらめた。どうあっても勝負する気だ、この神王。

「で、賭けの内容はどーすんの？」

　ユウリは尋たずねた。

「そうだな……運のみで決まるのは避けたいな。ギリギリまで必死にあがけるようなのがいい」

「ふーん……なら、戦でもやるかい？」

「戦？」

「あんたら、人形だらけの城がどーにもお気に召さなかったみたいだしね。なら戦ってみたらどうだって話」

　そう言ってユウリは笑った。




「……模擬戦闘――というか、単なる追いかけっこですわね、これ」

　ラシェルはティリア王城の中庭を見回し、そう言った。

「ま、そう考えてもらっても構わない」

　ユウリは肩をすくめる。

　城内の『命なき兵』たちをすべて討ち取ってみせろ――それが彼の提案した勝負だった。

　人形たちをティリアの兵団に見立てる。逃げ回る彼らにトウヤかラシェルが触れれば、戦死とみなす。全員を戦死させればラウルスの勝利。逆に一体でも討ちもらせばティリアの勝利。

　協議して、規則と勝利条件は厳密に定めた。ラシェルは頭の中で思い返す。





・ラウルス側が『命なき兵』の全滅を宣言するか、時間切れで終しゆう了りようとする。

・参加者はトウヤ・ヤナガセとラシェル・メイスヴェルの二名。

・ヒカリは勝負に参加しない。また『命なき兵』に触ふれること、何らかの情報を得て上記の二名に伝えることも禁止する。

・ヒカリに限らず、遊戯外の人間は参加者に情報を与えてはならない。

・『命なき兵』とは生物ではなく、かつ使霊術により活動する人型のものとする。

・『命なき兵』の総数は明らかにしないが、二〇は越こえないものとする。

・『命なき兵』の大きさはラシェル以上のものに限るとする。






　最後の条件は、例えば小さな人形を見つからないよう隠して「ほら討ち取り損ねた」とやられるのを防ぐためだ。

　ヒカリは色々と規格外なので、この勝負からは排はい除じよされた存在となる。

「ああ、ひとつ規則に追加要求」

　トウヤが軽く手を上げた。

「何？」

「『命なき兵』の行動範囲に、制限が欲ほしい。城の外に隠れられたり逃げ出されたりしたらどうしようもないしな。――確かそういう結界があるんだよな？」

　昨夜城を回っていたヒカリが見つけたものである。

　生あるものを通し、使霊術の影響下にあるものを通さない薄紅色の『生の結界』。

　逆に使霊術の影響下にあるもののみを通し、生あるものを通さない薄青色の『死の結界』。

　これらも使霊術の副産物として発達した術式なのだそうだ。

「りょーかい。勝負に使う中庭を結界で囲んで、その外に自律人形が出られないよう手配しよう。もちろん、開始前に対象となる『命なき兵』を全て結界の内側に集める。それでいいね？」

　ユウリとリナの二人は、準備をするといって姿を消した。

　さて、やりのこしはないか、と考えていると、トウヤがヒカリに何かを言い含めているのが目に留まった。

「――はい、わかりましたです」

「ヒカリに何かやらせるおつもりですか？　禁則事項に引っかかりますけど」

　ラシェルは尋ねた。

　運動能力が人間を遥はるかに超える彼女の参加を認めると、勝負が成立しない。『命なき兵』の足止めや、偵察役として情報を伝えることも禁止されている。

「いいや、何も。じっくり見てろと言っただけだよ」

「お役に立てず、申し訳ないです……」

「ああ、いえ、いいの。もう十分役に立ってくれたしね」

　昨夜、彼女に城内を見回らせたのが幸いし、自律人形の種類や数はおおよそ把握できている。

「あの、健けん闘とうをお祈いのりするです。ご主人さまもラシェルさまも」

「ありがとう、ヒカリ」

　ヒカリは城じよう壁へきのわずかな凹凸を蹴って駆け上がり、その上に腰を落ち着けた。

「ティリアの二人ですけど……何か仕し掛かけてくると思いますか？」

「そりゃ、やれるだけのことはやるだろうさ、向こうも。むしろイカサマでもやってくれたほうが楽だな。見破ればそれで勝ちなんだから」

「仮にイカサマがなくて納得のいく負け方なら……素す直なおに国を渡されます？」

「そりゃもちろん」

「ですよね……」

　いまさらどうこういうつもりもないが。

　国は全て神王のものだ。自分に決定は覆せない。

「それに――」

　トウヤは視線を遠くに向けて続けた。

「正式に勝負を受けた以上、俺様がごねても神が認めねえよ。何人たりとも――神すら規則には逆らえねえ。それがこの遊戯だ」

　ラシェルにというより、まるで自分自身に語りかけているように見えた。

　と――そのとき、中庭の壁を薄紅色の光が包み込んだ。

「よー、お待たせ」

　向こうから二人が戻ってくる。

「自律人形を配置し、ついでに中庭を囲むように『生の結界』を張った。これで、自律人形たちはここから外には出られない」

「一応、効果を見たいな」

「あいよ。――リナ」

　リナは進み出、光の膜に右手を伸ばす。と――

「――――っ！」

　バシッと乾いた音とともに、その手が大きく弾はじかれた。普ふ段だんはほとんど動かないその表情に、苦痛の色が浮うかぶ。

「見ての通りだ」

　彼女を心配する素振りもなく、ユウリは薄うすく笑った。

「もう少しで十刻の鐘が鳴る。それから正午の鐘までが勝負。――リナお前も配置に就け」

「…………」

　少女は無言でぺこりと頭を下げ、どこかへと歩き去った。

『生物ではなく、かつ使霊術により活動する人型のもの』であるので、彼女も『命なき兵』の数に含まれる。

「――あなたも退避していただけますか、ティリアの神王陛下。近くにおられると、色々と気を回す必要が生じますので全力が出せません」

　穏おだやかに言ったつもりだったが、わずかに彼かれに対する不快感が滲にじんでしまったかもしれない。

「わかったわかった」

　ユウリが苦く笑しようしたとき――鐘が鳴った。

「開始だねー。じゃ俺は向こうから見物させてもらうよ」

　薄紅色の膜――『生の結界』をするりと通過し、ユウリは王城一階の露台テラスに立った。

「……おそらく、鍵かぎになるのはリナでしょうね」

　ティリアの神王が十分離れるのを待って、ラシェルは口を開いた。

　終了刻限は正午。中庭は広大だが、走り続けては最後まで持たない。慌あわてて動く必要もないだろう。

「当然、神王から彼女に神眼の能力が分け与えられているはず。しかし、その能力は明らかになっていません。何を見ているのか、どのくらいの範囲が見えるのか……」

　こちらの動きを完かん璧ぺきに把握できるようなものなら、捕まえるのは至難の業となる。

「そういえば、トウヤ様の神眼で、彼女を動かしている精導力は見えないのですか？」

「距きよ離りによるな」

「どの程度なら可能です？」

「すぐ目の前」

「……無意味ですね」

「例えばお前の火球みたいに、外に向けて放出される力ならよく見えるんだよ。でも使霊術ってのは、精導力を内側に留め内向きに作用させる術だろ？　自律人形に働いてる力なんかも、同じ理由でよく見えない」

　確かに力がガンガン外に漏れているようでは術として成り立たないだろう。

「まあ、リナのことは後で考えようぜ。とりあえず、雑魚を片付けないと」

「そうですね……」

　ヒカリの情報によれば生活雑用担当の自律人形が六、護衛担当が一〇というところ。

　特に護衛のは戦闘に耐えうる性能を備えているはずで、となれば当然機動力の高いことが予想される。

　リナに集中するのはそれらの自律人形を全て捕捉したあとだ。

「では、始めましょうか。時間も限られていることですし、手分けして」

「ああ、頑張ってくれ」

　トウヤは他人ひと事ごとのように言った。

　眉まゆを寄せ、ラシェルは彼を見る。

「どういう意味です？」

「いやほら、俺様、体動かすの苦手だしな。あいつらを追っかけまわすのは、ラシェルに任せる。活躍を期待してるぜ？」

「あのですね、こんな状況で、まさか怠けようなどとは――」

「こうしてる間にも、時間は刻々と経過してる。このままずっと俺様を説得し続けるのと自分で少しでも奴やつらを捕まえるの、どっちが効率的だと思う？」

「ぐ――」

「ほれ、もたもたしてると国がなくなんぞ？」

　ラシェルはニヤニヤ笑うトウヤを一睨みし、そして走り出した。

（あんのぐうたら神王――！）

　あとで覚えていろ、と心に誓ちかう。

「まず一体！」

　侍女姿の自律人形の肩に背後から触れる。人形は動きを止め、がしゃりと音を立てその場にくずおれた。

　やはり、日常生活の支援を担当する人形の運動性能はさほど高くない。走ればかなりの余よ裕ゆうを持って追いつける。一方、護衛、戦闘用途のものの動きは段違いだ。

　ひとまず捕まえやすいところから、次々捕捉して停止させていく。

　侍女型のをあらかた片付けると、ラシェルは足を止めて呼吸を整えた。

「……考えてみると間抜けな絵面よね」

　無表情であちこち逃げ回る人形を、一国の祭司長が必死の形相で追いかけているのである。国の命運を賭けた真剣勝負ではあるのだが、やっていることは子供のお遊戯だ。

　――さて、問題はここから。残っているのは性能の高い兵士型。

　こいつらはこっちの動きを見て、素早く対応してくる。普ふ通つうに手を伸のばしてもかわされるだけだろう。

　距離を空けすぎず詰めすぎず追跡し、まずは一体を袋小路に追い込んだ。

　逃げ場を失った人形は鋭い動きで反転し、こちらに向かって突進してきた。そしてラシェルの眼前で、ぱっと横に飛び、脇わきをすり抜けようとする。

　しかし、その動きは想定内だった。

「――はっ！」

　鋭く息を吐き、ラシェルは腰の細剣を抜き打つ。膝から下を切断されて平へい衡こうを保てず、人形は勢いよく地面に転がった。

　振り向いて手を触れると同時、二〇歩ほど先にもう一体が見えた。

「逃げるなっ！」

　精せい霊れい術じゅつで火球をぶつけ、下半身を破は壊かい。動きを止めて、触れる。

「……壊しちゃいけないって決まりはなかったものね」

　ラシェルは呟いた。

（とはいえ――あんまり、乱発はできないけど）

　精霊術は精せい導どう石せきに蓄ちく積せきされた精導力を消費して行使する。ラウルスにいれば精晶炉から自動的に補充されるのだが、ここはティリア、手持ちの精導力が尽きればそれまでである。

　いずれにしても、こんなのの相手をするのは確かにトウヤでは荷が重いだろう。結局なんとか自分ひとりで成果を挙げなければならないようだ。

　剣術と精霊術を駆使し足を止めてから捕まえるという方針で、さらに数体を片付ける。

　が、そのころにはラシェルの体力も限界に近づいていた。

「く、こんのぉ……待ちな、さい！」

　気力を奮い起こすように声を上げた。しかし前を逃げる二体との距離は徐じよ々じよに広がっていく。

　疲ひ労ろうしないのは自律人形の大きな利点だ。

　武器を取って正面から戦えば負ける気はしない。だが、これは追いかけっこなのである。疲れ知らずのうえ逃げに徹する相手を捕まえるというのは相当な難事だ。そのことをラシェルは思い知らされていた。

　走りながら、精霊術を使う。

　剣けん先さきから放たれた火球は逃げる人形の背中をそれ、右側に着弾した。人形はやや左寄りに進路を変える。

（よし――！）

　外したわけではない。逃走進路を限定するための牽けん制せいだ。

　首尾良く二体を壁際に追い詰めることが出来た。

　一体の足元に火球を打ち込み、転倒させる。手で触れて停止させ、もう一体に向き直ろうとしたとき――疲労で足がもつれた。

　隙すきを逃さず、自律人形は壁伝いに距離を取る。そして全力逃走に移るため、くるりと背中を向けた。

（まずい、ここでやっつけとかないと……）

　広い中庭の方に逃げられては、また一からやり直しだ。

　と、そのとき――

「おらよっと」

　軽い声とともに自律人形の足が払われる。

　物陰から出てきたのでまったく対応できなかったのだろう。自律人形は見事にすっころんだ。

「はい、撃破」

　トウヤは人形の頭をぱしんと叩く。

「トウヤ、様……」

　荒あらい息をどうにか整えようとしながら、ラシェルは歩み寄った。

「今まで、どこにいらしたんですか？」

「物陰に人形が隠かくれてないか確かく認にんしてた」

「驚おどろいた。働く気があったのですね」

「意外そうな顔すんなよ。手分けするって言ったのはお前だろうが。追いかけっこしてるお前に細かく調べる余裕はなかっただろうし、短気な性格的にも緻ち密みつな捜索には向いてないだろうしな」

「……ほんとに人の悪い。それにしても、よく逃げる人形の先回りができましたね。偶ぐう然ぜんですか？」

「いや、追いかけてるお前をずっと見てた」

「どうやって？　中庭には死角が多いですし、そもそも一目で捕捉するのは無理なくらい広い範囲を動き回っていたはずなのですが」

「ほれ、あれ」

　トウヤは上方を見る。その視線を追いかけると、城壁の天辺に腰こし掛かけているヒカリの姿があった。

「確かにあそこなら中庭が一望できますけど……ヒカリに私の位置を伝えさせたのですか？　反則では？」

「いいや、反則には当たらない。俺様はヒカリに『見てろ』と言っただけ。そして、あいつは顔真っ赤にしてもつれる足で人形を追っかけるお前を、ずっと見ていた」

「余計な修飾語をつけるの止やめてください。――つまり、彼かの女じよの顔が向いている方に私がいるということですね」

　ヒカリが情報を伝えたのではなく、トウヤが勝手に読み取っただけ。

『トウヤたちに情報を伝えてはならない』というのは、あくまでヒカリの能動的な行動に制限を加える規則だ。トウヤがヒカリの視線の動きを参考にすることを禁じるものではない。

　例えば文言が『ヒカリからもたらされる情報の一いつ切さいを利用してはならない』であれば話は違うのだが……おそらく規則の協議の段階からトウヤは慎しん重ちように言葉を選んで、抜け道を作っていたのだろう。

「つくづく屁へ理り屈くつの達人ですね」

「過小評価だな。せめて屁理屈の神くらいは言ってほしいもんだ」

　ラシェルはあきれてため息をついた。――だいぶ体力も戻ったようだ。

「それはさておき……自律人形は一六体。おそらくこれで全部。最後の一人はリナです。トウヤ様はこの遊戯が開始されてから、彼女の姿をご覧になりましたか？」

「いいや。お前は？」

「私も、です。結界により外に逃げ出せない以上、彼女はどこかに隠れていることになりますが……そういう場所はトウヤ様が確認されたのですよね？」

「ああ」

　リナの体格はラシェルよりわずかに大きいくらいか。少なくとも抜け目ないこの男が本気で捜したのだったら、見つけ損ねるとは思えない。

　となれば、彼女はこちらの動きに合わせて場所を変えているわけだ。

「神眼でしょうね。私たちの位置を把は握あくできるのは間違いないでしょう。どういう種類のものか知りませんが――さて、どうしたものか」

　体力的にはおそらく、並の少女と同じかそれ以下。使霊術や精霊術の腕前は不明だが、使えるとしてもラシェル以上ではあるまい。

　だが、たった二人で追い込むには、対象範囲が余りにも広い。相手がこちらの位置を正確に知ることができる以上、すべての労力を注ぎ込んでも視界に捉えることすら難しいだろう。

　太陽を見上げる。かなり高くなっていた。終了の刻限は正午。おそらくは、時間もそれほど残されていない。

「ふーむ、困ったなあ」

　あまり困っていなさそうな、むしろ楽しそうな表情でトウヤは言った。

「ところでラシェル」

「なんでしょう？」

「精導力はまだ残っているか？」

「はあ、多少は」

　ラシェルは愛剣の柄つかにはめ込まれた精導石に視線を向けつつ答えた。

　とはいえ、余裕があるわけではない。残量からして、あと二、三度。おそらくはリナの足止めで使い切ることになるだろう。

「さーて、お前はさっきリナの神眼について『どういう種類のものか知らない』と言ってたよな？」

「え？　ええ」

　少なくとも、ティリアの二人が明かさない以上、知りようがない。

　しかし、トウヤは人の悪そうな表情で言った。

「この場合、それ知るのがとても重要。ちょっと考えてみようか」
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　リナは中庭の木立の中で目を閉じ、神眼に神経を集中させた。

（ラウルス神王、左手におよそ二〇〇歩。祭司長、右斜め前におよそ二五〇歩）

　彼女には二人の位置が正確に把握できている。

　どちらがトウヤでどちらがラシェルか、体調や疲労度、心理状態まで、だ。

　だから、二人に見つからず移動すること自体は難しくない。

　上から見ているヒカリの視線は多少気になるが……彼女が何らかの方法で自分の場所を二人に伝えていたとしても問題はない。近づいてくるなら逃げるだけだ。

　もっとも今のところ、そんな気配もないが。

　リナはそっと自分の首筋に触れた。

　皮膚がぱっくりと裂けている。二度と治ることのない、傷。

　白刃が肌はだを切り裂く感触を思い出し、リナは身震いした。

　これは自らの失敗の証。自身の弱さが招いた、言い訳のしようのない罪の刻印。

　だから――だから、せめて、この役目だけはしっかり果たさなければ。

　大だい丈じよう夫ぶ、この分ならきっとできる。この国を救える。

（正午まで、残り時間、どのくらい……？）

　そんなことを考える。早く過ぎろ、早く過ぎろ、と念じながら。

　と、そのとき――

「――――！」

　ラウルスの二人が動き出した。全力疾走に近い速さだ。

　こちらに向かっている？　いやそれとも、デタラメに動いてこちらが飛び出すのを誘っているのか？

（大丈夫。慌てない）

　自分に言い聞かせて、移動を開始する。

　向こうにこちらの位置がばれているはずはない。

　複雑な動きをする必要はない。距離を取るように移動するだけ。二人の逆側に回り込むような感じで。

　中庭の一角、両側を木立に挟はさまれた小こ径みちのような場所に出る。

　トウヤとラシェルはまだ遠い。大丈夫――

「え――？」

　そのとき、リナは足元の地面が突とつ然ぜん消失したことに気付いた。
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　ラシェルが戻もどってみると、リナが大きな穴の底に座り込んでいた。表情に変化はないのだが、なんとなく茫然としているのがわかる。

　穴の深さは大人の身長以上。一人では出てこられないだろう。

　ラシェルはとび下りて、彼女に触れた。

「捕まえた――でいいわよね」

「うん」

　リナは抵抗の様子を見せず、諦めたように小さく肯うなずいた。

　二人を乗せたまま地面はせり上がり、やがて穴があったとは思えないほど平坦な状態に戻った。

「……精霊術？」

「そう。土を動かして穴を作り、その上に薄く土の膜を張った。原始的な落とし穴ね。こっちから迫って捕まえ切れないなら、あなたの足を止めればいいってわけ」

　トウヤがのんびりとした足取りで戻ってきた。

「よ、終わったみてえだな」

「……こんな手に気付いていたのなら、もっと早くお教え下さればよかったのに」

　幾いく分ぶん恨うらみがましい気分でラシェルは言った。

　これなら人形たちだって一網打尽に出来ただろうし、自分もこんなに疲ひ弊へいせずに済んだだろう。

「リナが最後の難関になるのはわかりきってただろ？　なら、最後の最後まで手の内は見せられねえさ」

「あの」

　リナが地面に腰こしを下ろしたまま、口を開いた。

「私の、神眼――見破られてた？」

「いーや？　どんなものかは、今でもはっきりとはわからねえよ。ただまあ、俺おれ様たちの位置がバレバレなのは確かだった。問題は、それが単純な視覚の強化によるものか、それとも何か別のものを見てるのかってことだ」
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　たとえばマグノリア神王。彼のように視覚の強化、拡大に属する神眼なら、二人の姿を映像として捉えているはずだ。

「お前らはヒカリの存在に気付いた。だが、その姿が見えていたわけじゃなく、そこにいるのがわかるって感じだったな。だから『気配』のような、本来不可視な何かを見る力だと推測した」

「映像が見えているわけではないのなら、私たちがどこにいるかはわかっても、何をしているかまではわからないわよね。だから、こっそり落とし穴を作っても、それを察知できないのではないかと思ったの」

「あとはお前をそこに追い込むよう動くだけ。特に体術に優すぐれているわけでもなさそう。となれば、おそらく安全を第一に考えて、とにかく俺様たちから遠ざかる方に移動するはず。誘ゆう導どうは難しくない」

「ああ――なるほど」

　リナは息を吐はいた。

「さて、立てる？　あとはティリアの神王陛下に負けを認めさせ――」

　と、そこでラシェルはリナの足首が不自然に伸びたままであることに気付いた。

「……腱けんが伸びた」

　何でもないような口調でリナは言う。

「多分、落ちたとき」

「ご、ごめん。今、手当を――」

「不要、というか、無む駄だ？」

　小さく首を傾かしげる。

「私は、死人」

「あ……」

「痛みもあんまり、ない。気にしないで」

　彼女の怪け我がは治らない。快復しない。

　これから先は人としての姿から遠ざかり、朽ちてゆくのみ。

　ラシェルが絶句し、トウヤですら言葉を見つけられないでいるそんななか――声が聞こえた。

「あーあ、捕つかまっちまったか。使えないねー、お前」

　城の露台テラスに立つユウリが舌打ちした。

「…………」

　リナが無言で頭こうべを垂れる。

「もう少し楽しませてくれると思ってたけどなー。ってか、お前、神王の役に立つために生きてんじゃねえのかよ。――ああ、そういや、もう死んでんのか」

　ユウリは唇くちびるを歪ゆがめた。

「失礼ながらティリア神王陛下！」

　ラシェルは思わず割って入った。

「その仰りようはあんまりではないかと！　彼女は自分に課せられた役割をそれこそ必死に果たそうとしたのです。労ねぎらうくらいのことは――」

　袖そでを引かれて言葉を中断する。

　リナがこちらを見上げ、小さく首を横に振ふった。

「でも――！」

「いい。……ありがと」

　ラシェルはぐっとこらえ、口を閉じる。

　他国には他国の、他国の神王には他国の神王のやり方があるのだろう。

　どのような人格であっても、神王は守護神によって遣わされた支配者だ。仕え補ほ佐さするのが祭司長の責務。

　しかし――こんな神王に尽つくす必要があるのか？

「そろそろお前にも飽きてきたしなー。『生の結界』、解かないとそこから出られねえんだよな？　――いっそ、そこでそのまま土に還かえるか？　リナよぉ。毎日観察しててやるからさー」

「――ふざけんな！　そんな言い方はないでしょう！」

　一度は我が慢まんしようと思ったが、一いつ瞬しゆんで忍耐心の限界を超えた。

　ラシェルは大おお股またで歩を進める。

　リナの手がこの男に届かないのなら、自分が代わって報いを与あたえてやるべきだ。

　中庭を囲む『生の結界』を通過し、ユウリに歩み寄ってその胸ぐらを掴つかみ上あげようとする。

「あなたみたいな人に神王の資格は――つぅっ！」

　しかしそのとき、乾いた音とともに伸ばしたラシェルの手が大きく弾かれた。

　雷に打たれたかのような衝撃が走る。手が痺しびれて動かせない。

　いつの間にか、ユウリとラシェルの間を薄青色の光膜が隔へだてていた。

「これは……『死の結界』？」

「そ。生者に通ること能あたわずな障しよう壁へき。城の中には自在に張り巡らせるようになっていてねー。――他国のとはいえ、神王に向かって暴力振るうってのは感心しねえなあー、メイスヴェル祭司長」

　ユウリは安全な壁の向こうからせせら笑った。

「こんの、卑ひ怯きよう者もの！　出てきなさいよ！」

　精導石が空になってなければ特大の火球をお見舞いしてやるのに、と歯噛みしたそのとき――頭の片かた隅すみで違和感を覚えた。

（……少し、挑発的すぎない？）

　彼のこの態度が意図的なものだとする。

　勝負の決着がついた今、あえて彼が自分たちを怒らせようとする理由は？　そうすることで彼が得るものは？

（――いや、違う）

　決着はまだついていない。

　自分たちが『命なき兵』の全ぜん滅めつを宣言するまで、勝負は終わらない。刻限は正午。もうあまり間がないだろう。

「そうか――時間稼ぎ、ですか。逃げ切りを狙ったのですね」

「…………」

　ユウリの顔から、人を見下すような笑えみが消えた。

　腹立ちはまだ収まらないが、頭は少し冷えた。自分を見失っては駄だ目めだ。

　ふう、と息を吐いて心を整える。

「――そうね、まずこの勝負を終わらせないとダメですものね」

　リナを含め、標的はすべて捕とらえた。『命なき兵』は中庭から出ることが不可能で、隠れ潜んでいるものも居ないことはトウヤが確認した。

　大丈夫、見落としはない。あとは全滅させたことを宣言して、こちらの勝ちだ。

「では、宣言します。我々は、ティリア国に所属する『命なき兵』を――」

「ラシェル」

　遮さえぎったのはトウヤだった。

「なぜ――」

　止めるのですか、と抗こう議ぎの声を上げようとしたラシェルは、思わず言葉を呑のみこんだ。

　トウヤは怖いほど真剣な顔をしていた。その視線は真っ直ぐユウリに向いている。

「お？　どうしたのかな、真ま面じ目めな顔しちゃって。似合わねーぞ？」

「…………」

「んだよ？　睨にらみ合あいでも続ける気かい？」

「――ト、トウヤ様、宣言を！」

　我に返ったラシェルは声を上げた。

　生者を拒む結界に遮られている以上、この場で手出しはできない。

　今は彼に構うより、勝負を終わらせることが優先であるはず。

　鐘が鳴ればこちらの負けだ。もうあまり時間がない。

　トウヤはユウリを睨みつけていたが、やがて大きく息を吐き、口を開いた。

　しかし、彼の言葉とその後の展開は、ラシェルの想像をはるかに超えたものだった。

「――やれ！　ヒカリ！」

　その瞬しゆん間かん、ユウリの頭上に巨きよ大だいな竜が現れ、王城の外壁を思いきり蹴りつけた。轟音が響き渡り地面が揺ゆれる。

「は――？」

　ラシェルは目を見開いた。

　勝利を目の前にして、なぜこんな無む茶ちやな実力行使に走る必要があるのだ。トウヤの選せん択たくとも思えない。

　リナもぽかんと口を開け、固まっている。

　だが一番驚いているのは、ユウリだった。人の頭ほどもある石片が雨のように頭上から降り注いできたのだ。

「う――おおぉ!?」

　慌てて飛とび退のく。

　次の瞬間、瓦が礫れきが地面に衝しよう突とつし土ぼこりが舞い上がる。目を開けていられない。

　ラシェルは顔を背け、盛大にせき込んだ。

　やがてゆっくり視界が戻ってくる。

　目に入ったのは、人型に戻って少し困ったような顔をして立っているヒカリ、そして無様に地面にしりもちをついているユウリの姿。

「……なあ、ユウリ」

　トウヤは歩み寄って、彼を見下ろした。

「あ、ああ？」

「お前、なんでそんなバカな真ま似ねをした？」

　バカな真似？　時間稼ぎのこと――ではないようだ。

　ラシェルにはトウヤの言葉の意味がわからなかった。

　リナにとっても同様であるらしく、不思議そうな表情をしている。

「なんで？」

　ユウリは薄く笑った。

「そりゃあ、愚問ってもんでしょー？　らしくねーこと言うんだな」

「……そうだな」

　トウヤは腰をかがめユウリに触ふれた。

「宣言する。ラウルスはティリア国に所属する『命なき兵』一八体を全滅せしめた。俺様たちの勝ちだ」

　トウヤが言い終わると同時に、正午の鐘が鳴り響いた。

　一八？とラシェルは眉をひそめる。自律人形が一六、それにリナを加えて一七体。なら、あと一体は――

　そのとき、あ、とリナが小さく声を上げた。

「ユウリ、様。――身体からだが、結界の、外に」

　瓦礫を避よけたとき、勢い余って飛び出してしまったのだろう。座り込んだ姿勢のユウリ、その上半身が薄青色の光の外に出ている。

　生者を通さない、『死の結界』の外に。

「え――？」

　ラシェルは混乱した。

　ユウリが死人であるはずがない。勝負が開始されたとき、『生の結界』を通過して城の方に戻っている。『命なき兵』なら、不可能なはず。

　しかし、今、彼は『死の結界』を通り抜けている。

　死者を拒む『生の結界』の効果はリナが、生者を拒む『死の結界』の効果はラシェル自身が、その身をもって確認している。双そう方ほう正常に機能しているのは間ま違ちがいない。

（つまり――彼は死者でも生者でもない？）

　それは、いったいどんな存在なのだ？

「悩なやむなよ。難しく考えすぎだ、お前は」

　トウヤはどこか疲れたような声でそう言った。

「簡単な話なんだ。――こいつは、勝負が始まるまでは生きていて、勝負が始まった後に死んだんだよ」

「……くく」

　黙だまっていたユウリだったが――やがて大地にあおむけに倒れ込むと、声を上げて笑い始めた。

「くく、くは、くはははははははは。――あーあ、ばれちまった。文字通りの無駄死にじゃん、俺。その通り。俺はできたてホヤッホヤの死人ですよ」

　ユウリは笑いながら、襟元に手をやり内着をはだける。

　首の付け根、ちょうどリナと同じような位置に同じような切きり創きずがあった。切り口は生々しく、乾いた血がこびりついているが――出血は止まっている。

　そういえば、朝食時まではこんな内着は身に着けず、肌を露出させていたような。

「城の奥おくに反魂術式の魔法陣があってねー。起動させて死体を置けば、こうして甦よみがえらせてくれる。お前たちは追いかけっこに夢中で、俺に注目なんかしてなかったしねー。うまくやったつもりだったんだけど」

「……なぜ？」

　今度そう問うたのは、蒼そう白はくな顔をしたリナだった。

「愚問だっつったでしょ。――勝負に勝つために決まってるじゃねえの」

　ようやくラシェルにも見えてきた。

　ユウリの挑発は、『死の結界』を張るのが不自然に見えない状じよう況きようを作るため。

　ラシェルに突っかからせておいて結界を張り、トウヤとラシェルが自分に触れられないようにする。

　その上でラシェルに「これは時間稼ぎだ」と意識させ、『全滅』の宣言を急ぐよう仕向けたわけだ。当然ながら『全滅』を宣言したときに『命なき兵』の生き残りが居れば、こちらの負けである。

　仮に失敗したとしても、結界を盾に正午まで粘ればいい。

　しかし――『命なき兵』の数を錯覚させる、ただそれだけのために、神王が命まで捨てるのか？　正気の沙汰ではない。

「私――私、こんなの、聞いてない！」

　リナは動どう揺ようをあらわにして言った。

「そりゃ言ってないから」

　ふうと息を吐き、ユウリは立ち上がる。そしてトウヤを見た。

「なんでわかった？」

「お前たちティリアが勝ちたがっているという前提で考えると、選せん択たく肢しはそれほど多くねえんだよ」

　不ふ機き嫌げんそうにトウヤは続ける。

「手段としては、まず、『勝ちたがっていない』ように見せること。現状、ラウルスの国力が優勢であり、ティリアの国や民たみを脅かせる立場にある。つまり、ラウルスは『国や民の安全と引き替えに何かをよこせ』と交こう渉しようできる」

「そうか――だから『自分はティリアの国や民を守ろうとしていない。ゆえに、交渉材料として価値はない』と見せかけたわけですね」

　ラウルスとしても強硬手段は避けたかった。だから、そのユウリの演技が意味を持ったのだ。

　トウヤは肯き、ユウリに向かって続ける。

「弱みを見せず、こういう賭かけの形に持ち込むことができたのは、お前らにとっちゃ上出来だっただろう。後はどうやって勝つかという話になる。神眼の力があれば、リナは逃げ切れるかもしれない。しかし、もしラウルスの連中がそれを上回ってきたら？　そう考えると、まだ備えは足りない。後一枚、手札が欲ほしい」

「それが、これ？」

　リナが呟つぶやいた。

「そういうことだ。この遊ゆう戯ぎ、この規則で、もっとも相手の意表を突き、かつ効果的な策は何か？　そう考えたとき、俺様が至った答えはこれだった。勝負が開始した後で、条件、情報を変化させる。――つまり、ユウリが『生の結界』を通過してみせたあとで、死人となる。死んではいけないなんて規則は定めてなかったからな。で、俺様はヒカリに命じて、こいつを結界の中から追い出した」

　竜の少女は死人と化した二人に痛ましそうな視線を向けつつ、トウヤの脇におとなしく控ひかえている。

「……すごいな。うん、特に付け加えることはないねー」

「ま、待って下さい！」

　ラシェルは割って入った。

「し、神王が死ぬような策が効果的って、おかしいじゃないですか！　国を護まもりたかったんでしょう？　だったら、賭けに勝っても負けても死んでしまうような手を使って、何の意味があるんですか！」

　反魂で甦らせても、おそらく持つのはせいぜい数か月。

　ティリアからは、程ほどなく神王も祭司長も消える。

　そうなれば、国は荒あれる。戦乱において敗北し、侵略を受け、精晶炉も他国に奪われることになるだろう。

　この場で勝ってラウルスを手に入れたところで、ユウリにはそれを維い持じできないのだ。

「そうだな、神王が死んだら国は終わる」

　トウヤは苦々しい口調で言う。

　こんなことは口にしたくないとでもいうような表情で、彼かれは続けた。

「でも、すでに手遅れだったら？　つまり――ティリアの神王がとっくに死んでいたとしたら？」

「え、え？」

　思考が追いつかない。ティリアの神王とはユウリの事ではないのか？　ユウリは少なくともこの勝負の開始時までは生きていたのでは？

「原因までは知らないが、おそらく、降臨したごく初期に神王は死んだんだ。さぞ困っただろうな。とりあえず、民へのお披ひ露ろ目めの際には、代役を立ててどうにか誤魔化した」

「代役？」

　ラシェルはユウリに目を向ける。

「そいつからは――俺様たちの同類の臭においがしねえんだ。何度か探さぐりを入れてみた。俺様たちの世界にあってこっちの世界にない単語には反応しない。精霊術や使霊術を当たり前の現象として語る。精霊竜には畏怖を見せる――あまりにもこの世界の人間っぽすぎるだろうが」

　ユウリは何も言わず、ただ諦あきらめたような笑みを浮うかべた。

「……神王が不在だったのだとしたら、ティリアの動きの鈍にぶさにも説明が付きます」

　ラウルスも経験したことだ。ラシェルも散々な苦労を味わった。

「とはいえもちろん、代役だけでは何も解決しない。一番の問題は、時間制限ができてしまったことだ。その期限が来る前にティリアは何としても、死に物狂いで、結果を出さなければならなくなった。――そう考えれば、ぴったり辻つじ褄つまがあっちまうんだよ」

　ティリアの使霊術。亡なくなった神王。

「時間制限って……まさか――」

　ラシェルの言葉を、か細い声が遮った。

「うん。神王が、甦らされて、再び死ぬまで」

　声の主に、全員の視線が集まる。

「祭司長と、入れ替わってた。ニシガミは、本来、私の姓。――リナ・ニシガミ。私が、ティリアの神王」
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　リナ・ニシガミはこことは違ちがう世界の生まれである。

　ラエティティア大陸より遥はるかに人口が多く、更に進んだ文明を持ち、豊かな場所だった。

　コンクリートのビルが建ち並び、舗装された道路を自動車が走り、人々は飢餓や疫病に悩まされることなく生活していた。

　ただ一つ、ここと共通しているのは――五人の大魔導師により、徹底的に管理された世界だということだ。

　そこでは人間という〝種〟を改良するための実験が行われていた。

　この実験に全面的に協力する場合にのみ、人間たちは生きていくことを許された。

　魔導師たちの研究テーマは、『世界を別角度から認にん識しきする』というものだった。つまりは、人間の持つ情報認識機能の拡張である。

　何代にも渡り遺伝子を操作された結果、『神眼』というこの能力を持つ者が一定の確率で生まれるようになった。

　そしてあるとき、『神眼』を持つ以外は極めて平へい凡ぼんで引っ込み思案な少女――リナは選ばれ、召し上げられた。

　彼女の前に立ったのは《蒼カエルラ》という大魔導師。

　彼は絶対者として、命じた。

　今から向かう世界で、国を治め、戦をし、勝ち残れ。そうすれば、十分な褒賞金を与え、何であれ願いを叶えよう、と。




　転移先は、どことなく中世のヨーロッパを思わせる世界だった。

　困こん惑わくする彼女の前に、祭司長と名乗る若い男がかしづき、言った。

　――どうかその神眼をもってこのティリアの民を導き、お救い下さい。




　彼女の神眼は『大地の眼』と呼ばれていた。生命の在りようを見る能力だ。

　例えば人を見れば、体調、怪我や病気の状態、そして鼓動や体温の変化からそのときの大まかな精神状態まで、即そく座ざに把握できる。動物や植物にも有効。

　効果の及およぶ範はん囲いも極めて広大で、ティリアくらいの面積ならそのほぼ全域を視みることが可能だった。

　神眼には様々な力があるが、その中でもとびきり優ゆう秀しゆうな力だと《蒼カエルラ》は言っていた。




　リナは与えられた自室で、目を閉じる。

　国中の生命の気配が、光点となって脳のう裏りに広がる。まるで満天の星のようだ。

　一つ一つに命が宿っており、家族がある。皆みな、日々を一生懸命生きている。

　これから、これら全すべての運命が、自分の双肩にかかることになる。

　光の一つが消えれば、自分の責任。

　元の世界で神眼を使ったときとはまったく違う感覚が、ぽつんと胸中に現われた。

　それは――恐きよう怖ふだった。

　心の中に落ちた一点の染しみは、ガン細胞のように増殖し、彼かの女じよを蝕むしばんだ。




　祭司長はリナを丁重に扱った。神王の役目と、神王がどれだけ必要とされているか、その務めが世界にとっていかに重要なものかを教えてくれた。

　連日に渡って。懇切丁寧に。

　もはや逃げる道などないのだと思い知るのに、十分なくらいに。




　そして限界が訪おとずれた。
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「見つけたのは祭司長の俺。短刀で自分の首を切り裂いていた。部屋が血ですごいことになってた。他の誰だれにも知られるわけにはいかなかったから、隠いん蔽ぺいに苦労したよー。――いーやいや、あれは驚おどろいたね。まさか神王が自殺なんかするとは、思ってもみなかった」

　おどけた口調で言って、肩をすくめるユウリ。

　トウヤは彼に歩み寄り、その胸ぐらを掴んだ。

「なあ、もう少し、責任感じた方がいいんじゃねえか？　ここはお前たちの世界なんだ。統治する責任を外の奴やつに丸投げして恥じないって、ものすごく身勝手なことだと思わなかったのか？」

「思わなかったねー。俺にとってそれは当たり前で、常識だった。――ティリアの祭司長は実力制でねー。使霊術に長たけたものが選ばれる。俺は賭け事が好きで、素行もまあ褒ほめられたもんじゃなかったんだが、実力が頭抜けてたもんで祭司長に推挙された」

　実力に関しては、反魂を使いこなしていることをみても納なつ得とくできる。

「まさか、自分の代で神王降臨があるとは思わなかった。とはいえ、何をしようとも思わなかったけどねー。神王さまが国を治めてくれるってんだから、それに任せりゃいい。そう考えてた。悪いことかい？」

　トウヤが不快そうに眉まゆをひそめる。

　だが、彼が口を開く前にラシェルは割って入った。

「トウヤ様、もうその辺りで」

「……お前だって、ぶん殴りたがってただろうが」

「今はその気も失うせましたよ。――ユウリ様、『考えてた』というのは、過去形ですよね？　今はどうお考えなのですか？」

「…………」

　答えはない。

　彼が神王役を務めていたときに、口にしていたことを思い出す。

『勝手に期待し、勝手に役目を押おし付つけ、救え救えと要求する。神王が降臨すれば、口を開けて待ってるだけで何かもらえると思い込んでる』

『ティリアの祭司長とは大おお違ちがいだよ。こっちはほんと、神王の支えとしては役立たずも甚はなはだしいしねー』

　彼は神王ではない。であれば、心底嘲るように発していたその言葉の対象は、彼自身に他ほかならないのだ。

　トウヤはようやくユウリから手を離した。

「こいつが悔いてることなんか、見りゃわかんだよ。入れ替わりを提案し、神眼を借りて神王の役を肩代わりしようとしたのはユウリだろ？　リナにきつく当たったのも、入れ替わってるのがばれないようにするため。城の人間を追い出したのは、神王の自殺に気付かせないため。そして神王僭せん称しようの共犯者を作らないため。後悔を取り返そうと、哀れなくらい必死じゃねえか。なのにこんな――」

「神王に全てを委ねることが罪なら、私だって同罪です。それに、彼を一番に責める権利がある方は、別に居るでしょう？」

　皆が一人の少女に視線を向ける。

「……私のことは、もういい」

　誰の責任を問うても虚むなしいだけ、とその眼が語っていた。

「でも、一つだけ、許せない。――どうして、こんな真似を？」

　リナは歩み寄ってユウリの傷にそっと手を添えた。

「お答えいたします、神王陛下。それはむろん、勝利のためでございます。――あ、いや、調子狂うから、普ふ通つうにやらせてもらおうかねー。もともとこっちが地なんだ」

　小さく笑って、ユウリはついと身を引く。リナの手が肌から離はなれた。

「神王陛下を甦らせても、自分が代役を務めてみても、できることは大してなかった。反魂の術は数か月しか持たない。神王が居なくなれば、ティリアは敗北が確定する。つまり我わが国くにが大陸の覇は権けんを握るのは、どう頑張ってもあり得ない状況。これがどういうことかっつーと、今後ティリアは確実に他国の食い物にされるということ」

　同じ状況に置かれたとして、自分ならどうするだろう、とラシェルは考える。

　負けが避けられないのなら――

「せめて被ひ害がいを少なく、ですか」

「そう。――本当は、国境で戦乱を起こしてなんとかラウルス神王を釣り出し、暗殺でも狙おうかと思ってたんだけどねー。まさかそっちから来るとは、しかも、こんな馬鹿馬鹿しい賭けに乗ってくれるとは思わなかった」

　過程はどうあれ、豊かなラウルスを手に入れられれば、民を飢えさせずに済む。他国との取引材料にもなる。遠からずリナが消える以上、聖戦には勝てないが、壊滅的な破滅は避けられるはず。ユウリが消えることになったとしても、その前に国と民を生かす道筋が付けられる。

　だから――それは自分の命より重いと彼は判断した。

　この勝負にはどんな手を使っても勝たねばならず、彼は持っている手札をもっとも効果的に使用した。それだけのことなのだ。

「ってわけで、こっちに関しては詫わびねーよ、リナ様」

「……うん」

　リナは肯うなずいた。

「詫びるのはこちら。つまりは――私が弱かったから、あなたを死なせてしまった」

「…………」

「私は、逃げるべきじゃ、なかった」

　哀しそうに微笑ほほえむ彼女を見、ユウリは失敗した、という顔になった。

　彼だってリナを責めたわけでも、謝罪を求めていたわけでもなかっただろう。

　誰が誰に謝罪したところで、誰一人救われない。

「後悔先にたたずってな。あとから取り返そうとしたって、泥沼に嵌はまるだけだ」

　感情を整理するような口調でトウヤは言った。

　誰もそれに付け加えるべき言葉を持たなかった。暗いとか、重苦しいとかいうのとも少し違う――虚しいとしか表現しようのない沈黙が、場を支配する。

　ややあって、トウヤは一つ頭を振り、話題を切り替えた。

「一つ訊きくが、リナが神眼を貸したのはユウリだけか？」

　リナはこくんと肯く。

「それがどうかしましたか？　トウヤ様」

「いや……」

　珍めずらしく言いい淀よどんでから、トウヤは続けた。

「ちょっと引っかかってることがな。今はいい。――それより、精晶炉で何があった？　精霊竜はティリアの神王を殺せと言ってた。なぜそこまで怒いかりを買ったんだ？」

　そう、それを知るのがこの勝負のそもそもの目的だった。手がかりを得てティリアの精霊竜と対話し、味方につける。それでようやく一区切りとなる。

　とにもかくにも自分たちはリナとユウリに勝利し、聞く権利を得たのだ。

「――私は、よく精晶炉に赴いていた。死ぬ前も、死んだ後も」

　しばらく間を置き、リナがぽつりぽつりと話し始めた。

「そこが、ほとんど唯一、一人になれる場所だったから」

　彼女の神眼は『大地の眼』。生命を見る。

　賭と場ばでトウヤとラシェルに勝利したのは、この神眼が二人、そして周囲の観客の心の動きを見通し、掲かかげた手札の優劣を明確にしてくれたからである。

　そして、この能力は生命体であれば不可視の存在であっても認識することができる。

「精晶炉に、何かがいることは、最初から知っていた」

　もっとも、知覚が可能なだけである。トウヤのように意思を通わせることはできない。

　だから――リナは『それ』を物言わぬ聞き手とすることに決めた。

『それ』は言葉を話さない。肯こう定ていも否定もしない。称たたえない。崇あがめない。

「――そういう存在が、私には必要だった、から」

　ラシェルは横目でユウリを窺った。

　本人の意図がどうであるにせよ、リナの言葉は祭司長であるユウリを否定し断罪するものだ。事実、彼は紛れもなく神王との関係構築に失敗している。

　とうに自覚していることだっただろうが……それでも痛みが皆無とはいかなかったようだ。彼が軽く眼を閉じ小さく息を吐はいたのを、ラシェルは見た。

「で、何を話したんだ？」

　トウヤは尋たずねた。

「……特別なことは、何も」

　リナは答えた。

「ただ、今の自分の境きよう遇ぐうを、吐き出した」

　精霊竜は、それが許せなかったのかもしれない、と彼女は言った。

　惰弱無能で、国を勝利に導くことができそうにない主あるじ。

　逃げることしか考えておらず、高潔さと統治者の資質に欠ける神王。

「君臨する、資格無し――多分、そういうこと」

　少し疲つかれたような微び笑しようを浮かべてリナが話を終えた。そのとき――

「違う！」

　意外な人物から鋭い声が上がった。

「違う、違う違う！　そ、そうじゃないです！」

　それまで一言も言葉を発さず、静かに控えていたヒカリは必死に言い募った。

　怒りではなく、哀しみがそこにはあった。まるで、こんな不幸な行き違いは絶対に認められないとでもいうような。

「その、ヒカリが、口出すことじゃないかもしれないですけど……ヒカリの姉さまは、そうじゃなくて、あなたに怒おこったんじゃなくて、もっと、もっと、別の――！」

「落ち着けよ」

　トウヤが穏おだやかに声をかけた。

　膝を屈かがめて目線を合わせると、涙目になって息を荒らげるヒカリの頭を撫なでる。

「言いたいことはわかる。俺おれ様もそう思う。でもそれは、ちゃんと本人に言わせるべきだ。そうだろ？」

「…………」

　ヒカリが小さく肯くのを確かく認にんし、トウヤはリナを見た。

「お前は、自分の弱さを許しがたく思っているんだよな？　であれば、ティリアの精霊竜は解放されるべきだ。少なくとも資質なき神王に支配されるべきではない。違うか？」

「違わない、と思う。どうすればいい？」

「精晶炉は神王のものだ。だから、自由になれと命令してやればいい。また百年だか二百年だかが経たって、次の神王がくれば新たな支配権が発生するだろうが、少なくともお前からは解放される」

　わかった、とリナは言い、言葉を紡ぐ。

「――ティリア神王がティリアの精霊竜に命ずる。あらゆるくびきから解き放たれよ」

　ぼそぼそと、淡たん々たんと、およそ命令とは思えない口調だった。

　しかし、確かに効果はあったようだ。

「え――」

　リナが目を見張る。ユウリがぽかんと口を開ける。

　二人の視線の先に、角を持った美しい女性――ティリアの精霊竜が立っていた。
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「この姿でははじめまして、というべきかな」

　言葉を失っているリナに、彼女はそう語りかけた。

　精晶炉は精霊竜である。

　この世界の最大勢力――人間は、基本的にその事実を知らない。

　だが、ごくまれに特とく殊しゆな知覚能力をもつものが外界から訪れる。そして、その中の一人が、その能力により精晶炉が生命体であると看破した。

　リナは、数百年ぶりに自分を一個の生命として認識してくれた人間だったのだ。

「……はじめまして、あるいは、数日振り。どちらでも」

　リナはいつもの感情を見せない口調で言った。

「いずれにせよ、言葉を交かわすのは、初めて。妙みような感じ」

「そうだな」

　精晶炉では言葉が通じなかった。リナの話すことは理解できるが、リナにこちらの声を届かせる術すべがなかったのだ。今はそうではない。

　成り行きを注視しているラウルス神王を、視界の端はしに捉える。

　何から伝えようか、と考える彼女に先んじ、リナが口を開いた。

「まずは、謝罪を」

「謝罪？」

「怒っている、と聞いた。私の死を願う、とも」

「…………」

　そうだ。確かに自分は怒りを抱き、彼女の死を願った。

「弱い神王で、ごめんなさい」

「…………」

「私の死を、望むなら――どうぞ、あなたの手で」

「…………」

　彼女は返答しない。

　リナはその沈黙をどう解釈しただろうか。少し困惑したような、あるいはわずかに怯おびえるような表情で返事を待っている。

　そして――困惑しているのは、彼女も同様だった。

　齟そ齬ごがある。しかし、それをどう相手に伝えてよいかわからない。

　人間と会話を交わした経験がほとんどないことを、いまさらながら思い知らされる。

　あの妹はずいぶんと神王に懐いているようだったが――さて、どういう付き合い方をしているのだろうか。

　ともあれ――望んでいる対話を得るには、一つ一つ段階を踏まなければならないようだ。

「リナ・ニシガミ」

　少女の固有名は知識の中にある。

「私は、お前の言葉を全て聴いた。数多くの苦悩、弱音、不安、鬱屈の言葉を、全て」

「愚痴らず、一人で耐えるのは、無理だったから……それも、ごめんなさい」

「何を謝る必要がある？」

　彼女が聞いたのは、望まぬ運命を背せ負おわされた少女の呪じゆ詛そ――ではなかった。

　本当に、ただの愚痴だったのだ。

　リナは誰も呪わなかった。心を圧おし潰つぶそうとする祭司長や、その他ティリアの民の誰一人として。

「嘆きこそすれ、誰かを憎み恨うらむことのなかったお前が、弱いなどと卑下する必要はない。それはむしろ強さの証あかしだ。むしろ、私はお前をそこまで追い込んだ世界に怒りを抱く。そして《蒼の守護神》や彼らの遊戯を恨み、憎ぞう悪おする」

　神王が精晶炉を訪れ活性化を命じた時点で、神王と精霊竜の間に主従関係が成立する。神王の意思に感応するため、ある種の経路がつながるのだ。

　ある日、リナの気配が絶えたことでその死を知った。しかし同時に、なぜかその存在がまだ消滅していないことも感じていた。

　そして、甦らされまた利用されるのだということを、リナ自身の口から聞いた。

「そして、お前のかりそめの生に、安らぎが訪れることを望む。お前にこのような運命を押し付けたティリアと《蒼の守護神》には破滅がもたらされる事を望む」

「…………」

　今度はリナが沈黙していた。

「なるほど。俺様たちに要求していたのは、彼女をちゃんと終わらせてやれ、そして神々の遊戯をぶっ潰してくれって意味だったわけね」

　ラウルスの神王がどこかのんびりした声でそう言った。

　その通りだ。彼女はこの神王に、このバカげた遊びをめちゃくちゃにしてリナを解放してもらうことを期待していた。

　とはいえ、実際に何かがなせると本気で信じていたわけではなかったし、平和的な解決などという戯たわ言ごとにも耳を傾ける必要を感じていなかったのだが――少し、認識を改める必要があるかもしれない。

「……あ、そうか」

　二、三度目を瞬かせた後、リナが小さく声を上げた。

「私に怒ったんじゃなく、私のために怒ってくれたんだ。でも……どうして？」

　首を傾かしげる。どうして、自分にそこまで同情するのか？

「それは――」

　口を開きかけて彼女は言葉に詰つまった。

　自分もリナも、守護神によって意に沿わない役目を与あたえられ、自由を奪われている。

　だから同情を覚えた……のだろうか？

　自分はこの運命から逃れることは敵かなわない。だから、せめてリナだけは救われてほしいと思っていた。だが、結末はこうなってしまって、それが許せなかった。

　そういうこと、なのか？

　――どれも間違っていない。しかし、どこかずれている様な気もする。

「あの――」

　そのとき、ヒカリが口を挟はさんだ。

　皆の視線を受けて反射的にラウルス神王の背中に隠れそうになったようだが、どうにか踏ふみとどまる。

「三の姉さま、それ、難しいことじゃないです、多分。人間さん的に考えれば」

「……聞かせて」

「え、えっと、ヒカリたち精霊竜と違って、人間さんたちって、一人一人をはっきりと区別するです。一人一人の価値、というか、意味が違うのです。例えば、その、トウヤ様にとって、ラシェルさまとエリアーヌさまとヒカリは、それぞれ違う意味を持つはずで――ひゃっ!?」

「主をたとえ話のネタにするとはいい度胸じゃねえか」

　トウヤはぐりぐりとヒカリの頭を撫でた。

「トウヤ様」

　ラシェルがため息をついて仲ちゆう裁さいに入る。

「話の腰こしを折るのはお行儀悪いです。ヒカリ、続けて」

「は、はい、です」

　この子は姉妹たちの中で一番内向的な性格だった。なのに人とうまくやっているのは、不思議なことだな、と思う。

（いや――）

　そういえば、気弱な割に姉妹の中では潤滑油的な役目を果たしていたか。きっと相手を理解し、受け入れる能力が豊かなのだろう。

「だから、それぞれに別の名前を付けて、はっきりと区別するです」

　精霊竜は個別の名前を持たない。数が少ないためその必要がないということもあるが、一番大きい理由はそもそも独立した個という意識が希薄だからだ。

　精霊竜の間にはそれぞれ精神感応の経路が開いており、自分の意識をそのまま相手に送り込むことができる。そのため自分と他者との区別が、あいまいになりがちなのだ。

　個体として別々に活動するが、同時に『精霊竜』という一つの意識をも持ち合わせているというわけである。

　もっとも、守護神たちはこの特とく徴ちようを利用して網の目のように広がる甲こう種しゆ乙おつ種しゆの精晶炉を組織し、結果自分たちがこきつかわれることになっているので、業腹な話ではあるが。

「それで？」

　続きを促す。

「悩みを打ち明けて、他にも色々なことを話してくれたリナさまは、三の姉さまにとって特別な意味を持つようになったのです。だから、リナさまが気にかかり、リナさまの不幸が許せなくなった。つまり――」

　ヒカリは二人を見て、言った。

「姉さまにとって、リナさまは大切なトモダチだった。それだけの話なのです」
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　二人の表情は対照的だった。

　ティリアの精霊竜は傍はた目めにも困惑していた。『何がそれだけの話なのかわからない』という表情である。

　一方、リナは――

「ふ、ふふ、あは……」

　肩を震ふるわせて笑っていた。

　ラシェルが記き憶おくしている限り、彼女が声を上げて笑ったのは初めてだ。

「――ん、わかりやすい。ありがと」

　目尻にうっすらと涙をにじませ、リナはヒカリに礼を言った。

　人と竜という先入観を取り払ってしまえば、確かにこのうえなくわかりやすい話だとラシェルも思う。おそらく竜は他者に対する分類が、人間ほど多彩ではないのだ。

「トモダチ、とは何なのだ？　何をどうすればいい？」

「今までと同じ」

　リナは柔やわらかい表情で言った。

「私、話しする。あなた、話聞く。逆でもいい。それだけ」

「…………」

　精霊竜はまだ飲み込めないという顔をしている。でも、問題ない。すぐに友人という概念を理解できるようになるだろう――

　と、そこで、残酷な事実を思い出す。

「一月だけだとしても、竜の友達ができるなんて、ね」

　リナは嬉しさと寂しさの綯ない混まぜになった声で呟いた。

　――そう、彼女に残された時間はあまりにも短い。

　しかも、自分たちはこれからリナたちを打だ倒とうし、ティリアを奪い取らなければならないのだ。

　――いや、勝利だけが目的なら、話は簡単なのだ。ただ待てばいい。

　そのことを喜ぶ気にはとてもなれないけれど――数か月待てば、リナもユウリもいなくなる。立て直しは難しいはず。労せず占拠が可能になるだろう。

　しかし、それをこの精霊竜が認めてくれるだろうか？

　好意をもって迎むかえてくれるのか？

　当初考えていたように、精霊竜を味方につけて平和的にことを終わらせるというのは不可能になったのではないだろうか？

「トウヤ様……」

　ラシェルは神王に視線を向ける。

　やれやれ、というように肩を竦め、トウヤは前に進み出た。何か考えがあるようだ。

「おーい、全員、ちょっと聞け」

　声を張り上げ、リナたちの注目を集める。

「当たり前だが、俺様たちは慈善を施すためにラウルスからやってきたんじゃない。今後について話をさせてもらうぜ」

「あー、じゃあ、中に入って――」

「いや、ここでいい」

　トウヤはユウリの言葉を遮り、続けた。

「多分、長くはかからねえからな。なに、本当に簡単な話だ。ラウルスとティリアは争う運命にある。でもお前らには勝ち目ないよな？　――さっさと負けを宣言して、全部を俺様によこせ。もちろん、リナとユウリはさっさとその地位を降りて引退な」

「トウヤ様!?」

　事前交渉も小細工もなし、いきなりの要求にラシェルは思わず声を上げた。

　どう友好的に落としどころを作るかという話ではなかったのか？　実際、穏おん便びんに話し合って妥協点を探れそうな雰ふん囲い気きはできていたはずだ。

　リナとユウリはラシェルのように驚いたりせず、表情を険しくした。

　国をどう護まもるか――彼かれらにとっては片時も忘れられない問題だったのだろう。

「もし断ったら？」

　ユウリが尋ねた。

「武力でティリア全土が蹂じゆう躙りんされるだけの話だな。その相手はラウルスかもしれないし、マグノリアかもしれないし、他の二国かもしれない。どっちにしても運命はかわらない。俺様を含ふくめた他国の神王には、ティリアの民たみを優やさしく扱ってやる義理はないわけだしな」

「…………」

　ユウリは黙り込む。リナも言葉が見つからないようだ。

「だから、諦めてこの国を俺様によこせよ」

　トウヤは不ふ遜そんな笑えみを浮かべた。

「さっき言った通り、他国の民に配はい慮りよしてやる理由はない。――でも自分の国となりゃ話は別だ。民を不幸せにしちゃ、神王の沽こ券けんにかかわる。飢き饉きんや流行はやり病は神王の恥。当然、他国の侵しん攻こうなんか認めるわけねえ」

「あ……」

　トウヤが何を言いたいのか、ラシェルにもわかってきた。

「ユウリ、お前、豊かなラウルスがティリアのものになれば、民が餓うえずに済むとか計算していたよな？　それ、ティリアがラウルスのものになっても同じだと思わないか？」

「……ティリアの面めん倒どう、みてくれるの？」

　リナが軽く首を傾げながら尋ねた。

「みねえよ。俺様が面倒みるのはラウルスだけ。が――そうだな、ラシェル」

「何でしょうか」

「もし仮にラウルスが北方一帯にまで領土を広げたとしたら、民を食わせていくことは可能か？」

「ええ、問題なく。今年は麦が豊作でしたしね。輸送の人員を強化する必要はあると思いますが、そのくらいです」

　リナとユウリが顔を見合わせる。

「態勢を整えるのに色々と手間が掛かるでしょうから、もちろん、お二人にも手伝っていただくことになるでしょうけど」

　これはもしティリア領を併合することになっても、こちらの一存で勝手に進めたりはしないという意志表示である。

　――むろん、彼らが立ち会える時間は限られているが。

「で、どうする？」

　トウヤが問う。

　ティリアの二人は肯き交わし、そしてリナが口を開こうとする。そのとき――

「それは困るね」

　その場の誰のものでもない声がした。

　全員が一斉に声の方を向く。

　青年が一人、中庭を横切ってこっちに歩いてきていた。

　知的な優男という印象。どこか学者を連想させる風貌をしている。

（見覚えが……確か――）

　と、ラシェルが考えた瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん、風が巻き起こった。

　その後のことはうまく認識できていない。何かが咆ほう哮こうを上げ突進、青年が腕うでを一振りし、轟ごう音おんと共に城じよう壁へきが崩れた。

「姉さま！」

　ヒカリの悲鳴が聞こえた。

　ティリアの精霊竜がその本性を顕あらわして青年に襲いかかり、青年がそれを腕一本で城壁まで吹き飛ばした――そう把は握あくできたのは、瓦が礫れきの下に埋もれた竜の巨体を見てからのことだった。

「動くな」

　トウヤが静かな声でヒカリを制する。

　瓦礫の下の竜の姿も消えて、女性の姿がゆっくり立ち上がった。痛みを堪こらえるように軽く頭を振っているが、彼女も大だい丈じよう夫ぶそうだ。

「いきなり襲いかかるなんて、ひどいな」

　青年は苦く笑しようする。

　その顔は――昨日、トウヤとユウリが勝負した賭場の店主だった。

　――いや、普通の人間に精霊竜を叩きのめすことなどできるはずがない。竜の桁外れの戦闘能力は、ラシェルもよく知っている。

　それを更に上回る存在といえば、考えられるのはただ一つ。

「……《蒼カエルラ》様？　どうして？」

　リナが呟つぶやいた。

　青年――ティリアを支配する《蒼の守護神》は穏やかな声で答えた。

「もちろん、その申し出を受けて欲しくないから、止めに、だよ。――ラウルスのお三方とは二度目だね。王城は快適だったかい？」

「《蒼カエルラ》って、守護神……」

「その通りだよ、メイスヴェル祭司長。――とはいえ、私の正体を知っているのはこちらの神王と祭司長だけなんだが……ラウルス神王の方はあまり驚いていないね」

「賭場で俺様の背後見て『お連れ様たち』つったろ、あんた。ラシェル以外に誰か見えてんなら、何か特殊な視力持ちだ。神王はリナだからあとは守護神くらいしか残らない」

「なかなかの観察力だ。《紅ルーフス》は良い神王を得たね」

　トウヤのぞんざいな口調に気分を害した様子もなく、《蒼カエルラ》は笑った。

「人を見るのが好きでね、ときどき街に出るんだ。特に賭場はいい。欲望に対する抑制が弱まって、人間の社会的行動を観察する場としては実に興味深い」

「観察は知ったことじゃないが精霊竜に手出ししていいのか？　干かん渉しようは禁止だろうが」

「自衛くらいはさすがにね。私たちの健在は、この勝負が成立するための大前提だ」

　ティリアの精霊竜は敵意のこもった眼で《蒼カエルラ》を睨み付けているが、再度攻こう撃げきを仕掛けようとはしなかった。

『邪悪なる精霊竜は守護神たちに敗れ去った』と大陸に伝わる神話で語られている。ラシェルはそのことを複雑な気分で思い出した。

　祭司職にあるラシェルにとって、守護神は人間の上位に立つ権けん威いである。幼い頃ころからそう刷り込まれている。しかしこの《蒼カエルラ》に対しては、恐怖は覚えてもなぜか畏怖を感じることができなかった。

「さて、わざわざこうして出向いてきたのは、君たちに少し相談があるからなんだ」

　周囲の反応には無む頓とん着ちやくな様子で《蒼カエルラ》はティリアの神王と祭司長に視線を向けた。

「ティリアの権利をラウルスに譲渡するのを、少し待って欲しい」

「……なぜ？」

　リナは尋ねた。

「環かん境きようの再調整を行いたいから」

　怪け訝げんそうなリナの顔を見、《蒼カエルラ》は続ける。

「神々の間にも掟おきてがある。ラウルス神王は知っているようだけど、基本的に我々はこの世界に干渉することを禁じられている。戦いくさの決着は人の手でというのが大原則。――ただ、これには幾いくつかの例外があって、例えば舞ぶ台たいの環境を整える場合、力を振るうことが認められる。国としての在り方を定めたり、そこに住まわせるものを決めたりね」

　ティリアに使霊術を授ける。マグノリアに巨獣や巨きよ人じんを配置する。ラウルスだと――二つの甲こう種しゆ精晶炉を設置するとかいうあたりがそれに当たるのか。

「さて、私がティリアという国を創ってから結構な期間が経過したわけだが、どうにも使霊術がうまく機能していない印象がある。労働の補助的な役割を意図していたし、ある程度それは果たされているけれど……人に近いことができる分、人の営みを阻害する側面があってね。人口が増えず、なかなか国力が伸のびないんだ」

　話の規模がラシェルの想像力を越こえかけているが、どうにか理り屈くつは理解できた。

　ティリアは気候が厳しく、山がちな国だ。人間を労働力とするには、その厳しい環境のなかで生み、育て、成長するのを待たなければならない。生産力を確保したいのなら、大家族を作るより所有する自律人形や土像ゴーレムを増やした方が効率的なのである。

「……それを、改善したいと？」

「そう。できれば早いうちにね。ラウルスに権利が渡ってしまった場合、ティリア守護神である私が国の在り方に手を加えるのは規則違反だ」

「改善って、具体的に何が変わるんですかねー」

　ユウリが口を挟んだ。

「精晶炉はそのまま残すけど、使霊術は廃止。そこに割さいていた分を気候環境や地形の再構成に回すというのが基本路線だね。農作物の生産性は上がるだろう。特殊技術が失われる代わり、万ばん人にんに恩おん恵けいがある」

　聞く限り悪い話ではないような気がする、が――

「民は、どうなりますか？」

　リナが疑問を口にした。

「もちろん増えることになる。そこを目的にした調整だからね」

「……そう、ではなく」

　リナは珍しく尖とがった声で言った。

「今居る民は、どうなるのかと」

「ああ、一度消えてもらうつもり」

《蒼カエルラ》の口調があまりにもあっさりしていたので、聞き間違えたのかと思った。

「理由は幾つかある。地形が変わる規模で国土を変異させると、人命はともかく住居や土地の保全は難しい。かつて持っていたものを取り戻そうとする、それも動どう揺ようや不安を抱いたままそれを行う人間が多くなれば、新しい国への移行が遅おくれて非効率的だ。また社会の基本や一般常識から変化する以上、古い知識の継承は足かせになる。蓄ちく積せきされた情報も一新してしまった方が造り替えやすい」

　理路整然としてはいる。してはいるが――なんだろう、この気持ちの悪さは。

　誰だれもが絶句するなか、口を開いたのはトウヤだった。

「……あんたは人間好きだと聞いたがな」

「好きだよ？」

　意外そうな表情で《蒼カエルラ》は答える。

「こんなに可能性豊かな種族を、私は知らない。話を聞いているだけでもわかってもらえると思うけど、私は人間を愛し、その繁はん栄えいを願っている。他国を所有する守護神の権利を侵すことはできないが、少なくとも私の国においては手厚く保護しているつもりだ。このまま手をこまねいて多くの人間が死ぬのを見過ごすわけにはいかない。今立て直せば、将来の死者を減らせる」

　ラシェルはその言葉で、神と人との間に横たわる亀裂を理解した。

　彼の語る『人間』は種であり、自分たちの認にん識しきする『人間』は個だ。

　もちろんラシェルの立場であれば、死に行くものをただの数字とみなして処理することもときに必要とされる。しかし、その一人一人にそれぞれの人生があったということは、決して忘れてはならない。それは両親やリーズに教え込まれ、心に刻んできた。

　だから――この神とは決して相あい容いれない。

「あー、我々二人はどうなりますかねー」

　ユウリが挙手してたずねた。

「この世界における使霊術の術理を一度完全に破は壊かいしてしまうから、その時点で反魂も維い持じできなくなるね。君たちに関してはもって二、三か月だから大きな違ちがいはない話だと思うけど？」

「死ぬってことで？」

「もう死んでるだろう？」

《蒼カエルラ》は不思議そうに首をかしげる。

「……ああ、俺もリナも先の見えた死人だよねー」

　対してユウリは小さく唇くちびるを吊つり上あげた。

「事実その通りなんだけど、他人に言われると結構くるね、その言葉」

「『人間は他者を一人一人区別する』か」

　ティリアの精霊竜が呟いた。

「やっと意味がわかった。どうやら私も人間側であるらしい」

《蒼カエルラ》は自分を取り巻く敵対的な空気に、困こん惑わくの表情を浮うかべた。

「どうにも不本意な反応だけど……結論としては、どうかな？　同意してくれるかい？」

「いいえ」

　リナは細い声ながらきっぱりと言った。

「私たちは、民を護るために居る」

「君は逃にげたはずだけど」

「逃げたことを、後悔してる。あなたに同意しては、後悔した意味がなくなる」

「意味はあるさ。これ以上続けても駄だ目めだということが確認できた。君たちが蘇よみがえっても、結局失敗してラウルスに敗れたじゃないか。人々の助けになればと思って使霊術を与えたけど、役に立たないことを君たちが証明してくれた」

　真しん摯しな、しかし絶望的なまでにズレた説得を《蒼カエルラ》は口にした。

「このまま今の環境で敗戦を繰り返すなら、犠ぎ牲せい者しやは増え続ける。それを変えることはティリアの民にとってもいい話であるはずだ。少なくともこの調整で亡なくなる分の人口くらいは、すぐに取り戻せる。であれば、さっさと今に見切りをつけた方が良い。――ティリア神王である君が国土を保持したまま敗北を宣言してくれれば、私は今すぐにでも再調整に着手できる。ティリアにとってはこれが最良だろう？」

　ラシェルは会話を聞きながら頭を回転させた。

　ティリアの民をラウルスに避難させることは可能だろうか？

　――一部ならともかく、全国民となるとさすがに無理だ。これはティリア領を仮統治し食料援助するなどという話とは、規模が違う。

　他国に働きかけて分担するにしても――そもそも移住を納なつ得とくさせるのが難しい。守護神が国を一度滅ぼそうとしていると言って、誰が信じるだろう。

（だめだ……）

　打開策が思い浮かばない。

「こうして了りよう解かいを取り付けようとしているのも、君たち人間の意思を尊重すればこそだ。納得したうえで、有益な選せん択たくをしてほしいものだけど――」

「だとしたら、相手間違えてんだろ」

　遮さえぎったのはトウヤだった。

「俺様はティリアを譲り受けるところだった。あんたと競合してるのは、俺様なんだよ。意思を尊重するってんなら、まずこっちに話を通すべきじゃねえの？」

「ふーむ、一理あるね」

《蒼カエルラ》はトウヤに向き直った。

「それで君は譲ってくれるのかい？　ラウルス神王」

「お断りだ――と、言いたいが、条件によっては考えてもいい。代だい償しように何を提供する？」

　ラシェルは思わず神王の顔を見た。

　まさか、利益を得られれば引き下がるつもりなのか？

「そうだね――ラウルスの勝利を認め、ティリアは今回の勝負を降りる。金、美術品など値うちのありそうなものは全すべて譲じよう渡としよう。どうせ、滅ぼすのだしね。ラウルスの戦いはまだ続く。資金の足しになるのではないかな？」

「――ふん」

　トウヤはにっと笑った。

「話にならねえよ」

「……何だって？」

「代償つっただろうが。譲り渡すものと釣り合ってねえと意味がないんだよ。――俺様はこいつらと勝負して、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめして国を手に入れるところだった」

「それが？」

「痺しびれるような勝負の成果を俺様から取り上げるってんなら、同等の興奮と緊張感を寄よ越こすのが筋だろうよ。――このティリアの国土と民を賭かけて、俺様と勝負してもらう」

《蒼カエルラ》を含めた全員がそれぞれ驚きの表情で、トウヤを見た。

「そのうえで、だ。手中に収まりそうだった権利をあえて手放して、交渉に応じてやったんだ。そっちも相応のもんを賭けてもらう。あんたが負けたら、ティリアの作り直しは放ほう棄きしろ」

「勝ちを譲ると言っているんだから、その後の環境調整など、君には関かかわりのないことだろうに」

「でもあんたにとっちゃ、大事なことなんだよな？　他の神々にこれ以上舐なめられないようにするためにも」

「…………」

　トウヤは人の悪そうな笑みを浮かべて続けた。

「どうでもいいもんを賭けたって面おも白しろくないだろ？　相手の大事なものを賭けの対象として、勝負の場に引きずり出してやるから楽しい」

「……呆あきれた賭博狂だな」

《蒼カエルラ》は息を吐はいて頭を振った。

「それは自分が一番よく知ってるさ。そもそも、勝ちを譲ると恩着せがましく言われてもな。『神の力が直接勝敗を左右してはいけない』は『守護神は環境を整えることが許されている』に優先するんだったな？」

　なるほど、とラシェルは肯うなずいた。

「神の後ろ盾があるとはいえ、これはあくまで人の戦。であれば、リナ様が負けを認め、ティリアが勝負の外に置かれた状態でない限り――《蒼の守護神》は再調整にかかれない。そういう理ことわりに縛られているということですね」

　だからリナの同意が必要だったのだ。

「……彼かの女じよが負けを認めるのを拒否したところで、大した違いはないんだよ。残されたときは短い。彼女が土に還かえれば、ティリアの敗北は確定する。であれば、それまで待てばいいだけだ。おそらく一月から二月ほど――」

「……ティリア神王が告げる」

　そのとき、リナが割り込んだ。

「今このときをもって、ティリアの領土を、全てラウルスに委譲する。なお、これは、ティリアの敗北を宣言するものではない」

「…………」

　さすがに《蒼カエルラ》の笑みが消えた。

「そう、そういうことだな。神王は、国の全てを所有する。つまり、譲り渡すのも自由」

　対照的にトウヤはますます楽しそうな顔になった。

「これでたとえティリアが敗北しても、あんたはティリア領に手を出せなくなった。勝負に勝って、取り戻さない限りな。――じゃ、改めて尋たずねよう。ティリア領を賭けたこの勝負、受けるのか？　それとも否か？」

「むう……」

《蒼カエルラ》は眉まゆを寄せ、ため息を一つついた。

「君たちがそこまで逆らう理由が、わからないね。――金銭欲と射幸心を満たすため、人は賭と場ばを作った。彼らは楽しむという目的のためなら、少々の損失は甘受した」

　賭場の店主として人間を観察していた彼は言う。

「国も同じではないのかな？　その目的は集団の保全にあり、それためになら税という形で自分の財産を差し出すことも、戦で命を投げ出すことも受け入れる。だからより良い国にするためのこの申し出が拒きよ絶ぜつされるというのは意外だった。私の研究の新たな課題になるかもしれないが――それはそれとして、質問に答えよう。返答は『否』。私はこの勝負を受けない」

「…………」

「勝って得るものが少なく、またティリアの再構成が禁止されるとなれば、負けて失うものも大きい。加えて、勝負を避けたところでティリアに手を出せなくなるのは、今の『聖戦』の決着がつくまでの間にすぎない。その後、この国はまた私の手に返ってくるんだ。でないと、次の勝負が始められないからね」

　大陸五国間で周期的に起こる戦乱が、守護神と神王を奉じて行われるものであることはラシェルも理解している。

　とはいえ神々の間の取り決めについては詳くわしく知る立場ではないので、《蒼カエルラ》の言葉が真実かどうかは判定できないが――苦々しいトウヤの表情を見る限り、嘘うそではなさそうだ。

「数年か、あるいは十数年かそれ以上後のことになるから、できれば避さけたい事態ではあるのだけど、それまで待ってからティリアを刷新したって私は構わないんだ。――どうだろう、これを覆すほどの何かを提示できるかい？」

「こちらもラウルスを賭けるというのは？」

　トウヤが言った。

「私にとっての利益が薄い。ティリア神王の余命がない以上、ラウルスを手に入れてもすぐに《紅の守護神》の元に返ることになるだけだね」

「…………」

「何もなければ、痛み分けかな。私はしばらく待たねばならず、君たちは未来に来るティリアの再構成を妨げられない。まあそれを選択したというのなら、仕方ないさ」

　トウヤも、ティリアの二人や精霊竜も沈黙している。

　このまま、ティリアを再構築という名の滅亡に向かわせてはならない。リナやユウリのためにも。しかしラシェルにも妙案は浮かばなかった。

　と、そのとき――

「あの、ヒカリではいけませんですか？」

　小さな声がそう申し出た。

「君を……何だって？」

《蒼カエルラ》は怪訝そうに尋ね返す。

「ヒカリ、賭けの対象になるです。ご主人さまに勝つことができたら、あなたのものになります。精晶炉として、あるいは精霊竜として好きにお使い下さい」

「待て、なぜお前がそんな――」

　ティリアの精霊竜が血相を変える。

　しかし、それを制するようにトウヤが言った。

「いいのか？」

「はい。ヒカリはご主人さまに自由を与えてもらいましたですから。当然、こうしてお役に立つのも、ヒカリの自由ということです」

　つまり――勝負に勝てば、ティリアは二つ目の精晶炉を手に入れることになる。

「…………」

《蒼の守護神》は無言だったが、やがて小さく肩かたを震わせ始めた。

「く、は、ははは。……いや失礼。ちょっと、必死になってるのが面白くてね。ラウルスの、それも精霊竜にはなおのことこの賭けに拘こだわる意味はないと思うんだけど……」

「ご主人さまのお力になれる、それだけで十分です。それから――三の姉さま」

　トウヤと《蒼カエルラ》に食ってかかろうとしていた姉竜に、声を掛かける。

「姉さまだって、同じ立場なら、同じことをされたと思うですよ？　人間さんたちと共に生きて、助け助けられるって、幸せなことです。そう思わないです？」

「それは……」

「あとね、三の姉さまがやっぱり昔と変わりなくて、ヒカリは嬉しかったです」

　ヒカリは笑った。

「……そういえばお前は、昔から気弱なくせに頑固だったな」

　ティリアの精霊竜は諦あきらめたようにため息をついた。

「――さて、本人はこう言ってるけど、君の方は？　ラウルス神王」

「力になりたいというんだから、ありがたく力を貸してもらうさ。神と勝負できる機会ってなかなかなさそうだしな」

「根っからの勝負師なんだね。……《紅ルーフス》も大変だな、こういう人間が神王だと」

　そこで彼は表情を改める。

「いずれにしろ、精晶炉がもうひとつ手に入るというのは大きい。この世界だけでなく、あらゆる次元で汎用性の高いエネルギー源だからね。――さて、ラウルスの小さな精霊竜、もう一度確かく認にんするけど、自分を差し出すというその言葉に二言はないんだね？　私が勝てば即そく座ざにティリアに精晶炉を移設するつもりだけど、構わないかな？」

　ヒカリは肯いた。

「ふむ……。ならばラウルス神王の挑戦を受けよう。私が勝てば精霊竜を得、君が勝てばティリアは再構成させず現状のままとする」

　そして《蒼カエルラ》は付け加えた。

「ただし、一つ条件がある」

「条件？　何だよ」

「勝負の方法をこちらで指定させてもらいたい」







第四章　神に挑むもの







「――何を考えてるんですか、ねえさまは！」

　本営の天幕。

　突然の大声に、ファビオは思わずヒナタの方へ視線を向けた。

「あの男もあの男です！　何を考えて勝負を挑いどむなどという愚行を……信じられない！」

「おいおい、何事だよ、騒々しい。――いつも取り澄ましているお前が冷静さを失うのは珍めずらしいじゃねえか」

　自分とエリアーヌ以外の人間には聞こえないはずではあるが、理由は気になる。

「うむ、確かにな。ヒナタ、何かあったのか？」

　エリアーヌが尋ねた。

「あなた方には関係な――いえ」

　ヒナタは大きく息を吐き出した。

「関係ないとは言えませんね。大いに働いてもらわないと」

「わかるように解説して欲しいんだけどね、ヒナタちゃん」

「では、そうしましょう。トウヤ・ヤナガセが、ティリアの――《蒼あおの守護神》に対し、賭けでの勝負を挑みました」

「《蒼の守護神》？」

　ファビオとエリアーヌは揃そろって首を傾かしげた。

　もちろんその存在は知っているが――なぜ今、そんな名前がでてくるのだろう。

「彼らは時と場合により、人の姿をとって地上に顕現するのですよ。いや、相手のことは、とりあえずどうでもいいです」

「あまりどうでもいい相手には聞こえなかったが……まあ、続けてくれ」

　促すエリアーヌ。

「この勝負に負ければ、ラウルスの中央精せい晶しよう炉ろ――ねえさまを失うことになります」

「はあ？」

　ファビオは眉をひそめた。

「待て待て、なんでそんな事になるんだ？　あっちの精晶炉を説得しに行っただけじゃなかったのか？　うちの神しん王おうは」

「そのはずだったのですけど、えっと、色々、あったみたいで――あーもう！」

　うまく言葉が出てこないのか、ヒナタはもどかしそうに足を踏み鳴らした。彼女も動揺しているようだ。

「うん、とりあえず、深呼吸」

　穏やかな口調でエリアーヌは言った。

「急がなくていいから、最初から順に聞かせてくれ」

「……すみません」

　少し落ちついたらしいヒナタは、ヒカリより伝えられた事情をかいつまんで説明した。

「――うん、つまり、その《蒼カエルラ》がティリアの民を皆殺しにすると言い出したので、陛下はそれを止めようとされた。しかし、相手を勝負に引き込む代償として、負ければヒカリを差し出すことになった、と」

「そういうことです。――それにしても、ねえさまを賭けの景品にするなんて」

　ヒナタは不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

　冷静さが戻もどってくるとともに、腹立ちもぶり返してきたらしい。

「んでもさ、それは強制されたんじゃなく、あの子の意志なんだろ？　尊重するべきなんじゃないの？」

「それは、そうなのですけど……」

「私は陛下のご選択を支持したいな。敵国の民だから滅びていいとも、神の行うことだから肯こう定ていされるべきだとも思わん」

「俺おれもおおむね同感ですけど、よく『神との勝負』なんてもんを当たり前のように受け止められますね、お嬢じよう……」

「実際その神に立ち向かっておられる陛下を思えば、何ほどのこともなかろう。むろん、ヒカリの選択も尊いものだと思うぞ？　ヒナタとしては複雑だろうが」

「……ええ。いずれにせよ、ねえさまがこうと決めたなら、わたしが動かすことなどできませんしね」

　少し拗すねたような口調でいい、ヒナタは続けた。

「では、二人はその忠誠心を最大限に発揮し、全力で頑張って下さい」

「――というと？」

「賭けの内容は、この国境の争いでラウルス軍、ティリア軍、どちらが勝つのか、ということだそうです。つまり――ねえさまの命運はあなた方に懸かかっています」

　ファビオとエリアーヌは顔を見合わせた。
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「――ふん、要するに、戦の指揮の腕前で勝負をつけようということだな」

　そう口にしたトウヤの表情にラシェルは目を走らせる。

　知っている限り、トウヤは軍を率いたことがない。見た感じ特に動揺は窺うかがえないが……大丈夫なのだろうか。

「一時的にせよティリアの民を滅ぼそうとしている私に、君はどうやら敵てき愾がい心しんを持っているようだ。ならば、君自身は民の命を背負って何ができるのか、見せてほしいな」

「いいだろ、受ける」

「トウヤ様……」

　あっさりと答えた神王に、ラシェルは不安を覚える。

　あの男は紛れもなく神だ。そしてこの勝負に敗れれば自分たちはヒカリを失う。

　もちろんティリアの民が滅亡させられようとしているのは、見過ごせない。

　だが――トウヤはあまりにも不利な勝負に引き込まれてしまったのではないか、という懸け念ねんも否定できなかった。

「さて」

　ラシェルの心情に気付いたふうもなく、トウヤは普ふ段だんとまったく変わらない表情でティリアの精霊竜に視線を向けた。

「俺様は、お前に対する説得も諦めてないからな。この勝負の結果をもって、お前への回答とする。それみて身の振り方を決めてくれ」

「……お前は《蒼カエルラ》に勝てるつもりなのか？　ラウルスの神王」

「さて、どうだろうな」

　トウヤはとぼけた口調で言った。

「ま、守護神様がせっかく降りてきて下さったんだ。全力で楽しまないと損なのは確かじゃねえか？」

　そして今度はラシェルの方を向く

「何か言いたいことがあるか？」

「……いいえ」

　ラシェルは小さくかぶりを振った。もう自分が何を言っても止まらないだろう。

　神王は決して無む謬びゆうの存在ではないのは知っている。それでも、彼かれが最後には勝利することを、自分は信じる。

「んじゃ――《蒼の守護神》、具体的にはどうすりゃいい？　今から戦場に向かって指揮を執るのか？」

「それには及およばない。舞台は私が整えよう」

《蒼カエルラ》が手を一振りすると、城壁の表面に巨きよ大だいな膜の様なものが現れた。

　やがてそこにぼんやりとした光が浮き上がり、徐じよ々じよにある風景を映し出す。

「これは――」

「ティリア、ラウルス国境の現在の様子だよ」

　はるか上空から見下ろした視点だ。ラウルス軍とティリア軍が対たい峙じしているのがわかる。

「両軍の指揮官にはここから声が通るよう、経路を繋げる。この映像を見ながら指揮をして雌雄を決するんだ。ああ、お互たがいの指示内容が聞こえては興がそがれるから、声が届かないようある程度の距きよ離りを取ることにしようか。――こんな感じでどうかな？　ラウルスの神王」

「――全然、話にならねえな」

　トウヤは神に対しまるで嘲るかのように口の端を吊り上げた。

「公平さの欠片かけらもねえだろ、こんなの。戦場の様子を確認するのにも、こっちの指示を届けるのにもあんたの力を借りなきゃならない。で、だ。もしあんたがその偉大なお力で、映像をもしくは指示の声を変化させたらどうなる？　こっちの敗北は確定じゃねえか。敵の手のひらのうえで戦うバカはいねえよ」

「用心深いことだ」

《蒼カエルラ》は苦笑を浮かべる。

「君も知っているように、私が神としての力を振るえるのは、舞台を整えるところまで。結果を左右することは禁じられているから、勝負自体は人間の能力の範はん囲いで行うよ？」

「信用できるか。俺様たちの違反は神々が監かん視しする。では、神々の違反は誰が監視するんだ？」

「……困ったね」

《蒼カエルラ》は頭を掻かいた。

「せっかく興が乗ってきたところなのになあ。――ふむ、仕方ないか。なら、特別に判定役を呼ぶとしよう」

　判定役、とは？　ラシェルが疑問を覚えた瞬しゆん間かん――

「《蒼カエルラ》より《剣けん》への要請を確認」

　すぐ隣となりから声が聞こえた。思わず小さく悲鳴を上げる。

　声の主はラシェルに目もくれず、《蒼カエルラ》に歩み寄った。

「よく来たね。うん、立ち会いと勝負の裁定を頼みたい。相手は人間だが、当事者の一方が我々であるなら君が裁くのが妥だ当とうだろう」

　そう言って、《蒼カエルラ》はこちらに向き直った。

「紹介しよう。彼女は《裁定の剣》という」

　新たに現れたその少女は、まったく感情の窺えない目で人間たちを眺ながめている。

　外見年齢的には、ラシェルより少し下、ヒカリより少し上というところだろうか。簡素な服装。背中には体格に不釣合いな大剣を背せ負おっている。

「我々の創り出した人格を持つ審判機構だ。本来は神々の勝負を裁く役割だが今回はラウルス神王の要望により立ち会ってもらう」

　説明されるまでもなく人間ではないのは理解できた。

　人間たちはもちろん、精霊竜たちでさえ気け圧おされたように距離を置いている。

　人にこんな真ま似ねが――《蒼カエルラ》を凌しのぐほどの圧あつ倒とう的てきな気配を放つような真似が、できるはずもない。

　そんななか――

「ああ、そういえば、そういう存在がいるってことを《紅の守護神》から聞いた記き憶おくがあるなあ」

　トウヤが軽い口調で言った。彼にだけは動揺の欠片も見えない。

　少女は自律人形のような動きでトウヤに視線を向けた。

「《剣》は神王に関する情報を、取得済み。トウヤ・ヤナガセと認める」

「おう、よろしく」

「どうだい？　これでちゃんとした勝負になるかな？」

「……いいだろ。細かい部分を詰めるか」

　トウヤは街中の賭場にいるのと変わらない様子で《蒼カエルラ》や《裁定の剣》と会話を交かわしている。

　ラシェルなどは同じ場所に居るだけで口の中が干上がるような緊張を覚えているというのに――どういう胆力をしているのだろう。

「んじゃ、改めて確認。勝負の内容は、スルス山脈の国境地帯におけるラウルス軍とティリア軍の勝敗。俺様とあんたがこの王城から指示を出し、それぞれの軍を動かす」

「お互いの軍を指揮する環境は私が作る。もちろん公平にね。――人間の範囲を超こえる力を使うけど、これは問題ないね？」

「勝負のための環境構築と判断、承認」

《剣》が短く答える。

「あと、何かあるかい？」

「あー、俺様から《剣》にいくつか質問」

「承認する」

「《蒼カエルラ》は公平な勝負のための環境構築以外に、人間に可能な範囲を超えてその力を使うことはできない。つまり勝負に影えい響きようを与あたえる形で力を使うのは認められない。この理解で正しいか？」

「然しかり」

「つまり、これまでも、これからも、《蒼カエルラ》はラウルス軍をまとめて吹き飛ばしたり、機密を覗のぞき見みたりすることはできない？」

「然り」

「ああ、私はティリア陣営の代表として戦うから、神眼――『大地の眼』の力は利用させてもらうけどね。これは人間にも使えるものだし」

「……協力しろと？」

《蒼カエルラ》の言葉に不本意そうな声を上げたのは、ティリアの神王である。

「神眼は君の能力だからね、ティリア神王。神眼を持つ者同士として、互角の条件を整えるには、君にそれを貸してもらわなければならない」

「あなたが勝てば、ティリアが、滅びるのに？」

「こいつがヘソ曲げて勝負を降りてしまえば、やっぱり滅びるだろ」

　トウヤが割り込んだ

「貸してやれよ。その方がいい勝負になる」

「…………」

　リナは複雑な表情ながらも肯いた。

「で、《剣》よ、もし《蒼カエルラ》がこれらの決めごとを破ればどうなる？」

「《剣》が処断する」

　気配が変化する。ラシェルは全身の肌はだが粟あわ立だったような感覚を覚えた。

　神々にすら掣せい肘ちゆうを加えられるほどの存在ということが、一目で納得できる。

「《剣》はそのために在る」

「と、いうことだ。《剣》が手心を加えるのは、たとえ私が要求しても他の四神が認めないだろう。裁きの公正さ、中立さは損なわれてはならない。それは私個人の存在より優先する」

「納得した」

　トウヤは肯いた。

「ラウルス軍が勝てば俺様たちの勝利。ティリア軍が勝てばあんたの勝利。俺様たちが勝てば、あんたはティリアの作り変えを諦める。あんたが勝てばヒカリを引き渡す」

「うん、それで問題ない」

　ラシェルは口を挟めないまま、緊張して成り行きを見守っていた。

　負けて失うものは大きい。

　とはいえ、今、戦場にはヒナタがいる。彼女が本来の能力を発揮すれば敗北はないだろう。あの精霊竜の気性を考えれば積極的に戦に参加するとは考えにくいが……姉であるヒカリを取られるとなれば、話は別か。

（トウヤ様は、そこまで計算しているということ？）

　ただ、これではたとえ勝ったとしてもヒナタの中にわだかまりを残しそうではある。

　ヒカリを人ひと質じちに取ってヒナタに戦うことを強要したも同然なのだから。そのあたり、トウヤはどう考えているのだろう？

　そう思ったとき、《蒼カエルラ》が声を上げた。

「ああ、最後に一つ」

「何だよ」

「君たちは今、国境に精霊竜を連れてきたりはしてないかな？」

「…………」

「ラウルスとマグノリアが戦ったとき、巨大な精霊竜が現れてマグノリア軍を追い払ったという報告がある。精霊竜と会話のできる君たちは、彼女たちを説得して味方にできるわけだ。そしてラウルスには甲こう種しゆ精晶炉――つまり精霊竜が二頭いる。一頭はここに居る彼女として、もう一頭は今どうしている？　もし戦に参加させるつもりなら、戦力差がありすぎて賭けが成立するとは言えなくなるよ？」

　トウヤは小さく舌打ちして《裁定の剣》に視線を向けた。

「俺様から《裁定の剣》に問う。現在、対象の戦場に精霊竜は存在するか？」

「存在する」

「対象の戦場内におけるラウルス軍とティリア軍の戦力は拮きつ抗こうしているか？」

「拮抗していない」

「では、対象の戦場内において精霊竜が戦せん闘とうに参加することを禁止する。もし参加した場合、精霊竜の所属している軍の敗北とする。――これで、現在対峙している両軍の戦力は拮抗しているか？」

「拮抗していると認める」

　トウヤは《蒼カエルラ》を見た。

「これでどうだ？　ああ、もちろんそっちの精霊竜も戦闘に参加するのは禁止だからな」

「それでいいよ。勝負開始は次の鐘と同時。現地の指揮官とは意識を繋げておくから、開始の時刻まで相談なり命令なり好きにするといい。――他に何かあるかな？」

「いや」

「では、宣せん誓せいを」

《剣》が促うながした。

「私、《蒼カエルラ》はこの勝負に同意する」

「俺様、トウヤ・ヤナガセはこの勝負に同意する」

「《裁定の剣》はこれが公平な勝負であり、二者の同意のもと成立すると認める」




「さーて、あと一勝負だな」

　トウヤは伸のびをしながらこちらに戻ってきた。

　王城の中庭、それぞれラウルス側とティリア側に分かれて陣取っている。

　もっとも、ティリア側の三人は神に手を貸す気はなさそうなので、実質的には《蒼カエルラ》が一人で勝負に臨のぞむことになるだろう。

　開始の鐘までまだ少し間がある。

「……ヒカリはこれでよかったの？」

「はい」

　ラシェルの問いに少女はためらいなく肯く。

「ヒカリはご主人さまを信じてますから」

「お前は俺様を信じていないのか？　ラシェル」

「……信じておりますとも」

　自分たちは神王である彼を信じてついていくしかないのだ。

「とはいえ、ごく最近信じて黙だまっていたら大負けして路銀を全部なくすという事態を経験して、心臓が止まりそうになりましたけどね。陛下ももう少し私たちを信用し、お心のうちを明かしていただきたいものですが」

「善処しよう」

　あまりやる気のなさそうな表情でトウヤは言った。

「とはいえ――妄信してただ肯くだけでは、補ほ佐さとしての役目は果たせませんしね。念のために伺うかがいますが、勝算はおありなんですよね？」

「なけりゃ勝負したりしねえよ。――さて、んじゃ、エリアーヌと連れん絡らくを取りつつ、戦闘開始の時間まで皆で軍議だ」
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「なるほど、承うけたまわりました。――はい、俯ふ瞰かんで戦況を確認できるのは有利ですから、基本的に指示はそちらからの方がよろしいかと」

　エリアーヌは中空を見ながら話している。

　独り言というわけではない。遠くティリアの王城に居るトウヤと会話を交わしているのだ。これから行われる戦闘についての打ち合わせである。

「最初、頭の中で声が聞こえるとかお嬢が言い始めたときは何事かと思ったけどなあ」

　ファビオは呟つぶやく。まったく、神王降臨の時代ってやつは色々と常識を変革させてくれる。ついていくのが大変だ。

「お前は参加禁止なんだよな？」

「そのようです」

　相変わらず機嫌悪そうな表情でヒナタは言った。

「ただ……トウヤ・ヤナガセが発言した通りの条件ならば、禁止されるのは戦せん闘とう行こう為いのみ。ねえさまとの交信は可能ですし、情報伝達だけなら問題ないはず。おそらく意図してそう誘ゆう導どうしたのでしょう」

「ああ、なるほどね」

　トウヤからエリアーヌへ、ヒカリからヒナタへ、という二系統の連絡経路が確保できるわけだ。後方と最前線においておけば、かなり指令伝達の時間が短縮できるだろう。

「で、お前自身の意思はどうなんだ？　その程度なら戦に協力しても構わないわけか？」

「仲介役になるのは当初からの約束でしたから。それに、ねえさまの身柄が敵に渡るのも阻止したいですし」

　まったく、ねえさまはなぜ人間などに肩かた入いれするのでしょうね、とヒナタはため息をついた。
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　――鐘が鳴った。

「んじゃ、始めようか。進軍開始」

　あまり緊張感のない口調で、トウヤが命令を下す。

　両軍がゆっくりと動き始めた。




《蒼カエルラ》の使う術式により、一同は今、戦場をはるか上空の視点から俯瞰している。

　そういえば、マグノリアの神王が持っていた神眼《鷹たかの眼》が景色を上方から把は握あくする能力だった。ちょうどこんな感じに見えるのだろうか。

　戦場の全体を見渡せるものの、地響き、軍馬の足音、兵たちの掛け声などは感じ取ることができない。戦が行われようとしているのは間ま違ちがいないはずだが、まるでその実感がわいてこなかった。

「現実感が、あまりないですね」

　ラシェルはぼそりと呟く。

「……俺様のいた世界では、こういうのの方が当たり前だったんだけどな」

　返答を期待してはいなかったので、ラシェルは幾いく分ぶん驚おどろいてトウヤの顔を見直した。

　トウヤは映像から目を離さず続ける。

「戦争はほとんど機械仕掛けで行われてた。遠く離はなれたところから監視し、遠く離れた国に飛び道具を打ち込む」

「それは……随分と進化した戦ですわね」

　当然ながら、攻こう撃げきの有効射程の長い方が戦では優位に立つ。突き詰めていけば、兵器はそういう方向に発展していくものなのだろう。

「神王陛下が別の世界から降臨されたというのは、存じ上げていますが……その世界にも戦があるというのは、少々意外です」

　優すぐれた人物が大勢を占め、もめごとが起きても平和的協議で解決するような世界を想像していたのだ。

「戦があるというか、あったという方が適切だろうね」

　いつの間にか近くまで歩いてきていた《蒼カエルラ》が、口を挟はさんだ。

「私たちがやめさせた以上、もう戦争は存在していない」

「…………」

　トウヤがそちらに視線を向ける。普段のやる気なさそうな様子からは想像できないような烈はげしい感情がこもっており、ラシェルは思わず寒気を覚えた。

「そう怖い顔しないで欲ほしいな」

《蒼カエルラ》は苦く笑しようする

「両軍の衝しよう突とつまでまだもう少し時間がある。お喋しやべりを楽しむくらいいいだろう？　私は君たちに感謝しているんだし、機会があればちゃんとお礼を言いたいくらいのことは思ってるんだよ？」

「実験動物になってくれてありがとう――ってか？」

　トウヤは唇くちびるをゆがめ、吐き捨てるように言った。

　リナも一いつ瞬しゆん辛つらそうな表情になって、顔を伏せる。

「動物というのは卑下が過ぎるような気がするね。実験への協力に感謝しているのは確かだけど」

「実験……？」

　とは何のことだろう。

「認にん識しきの拡張実験だよ。主体の存在する次元から位相のずれた情報をどこまで読み取ることができるか、というね。人はもっと進化できるし、進化するべきだと思う――おっと、そろそろ交戦か。ではよい勝負を」

「…………」

　あれが、神、なのか。

　精霊竜を吹き飛ばし、一瞬で遠くの風景を映し出す力、そして彼らが造り出したという《裁定の剣》の存在を見れば確かに信じざるを得ないだろう。こんな真似はどんな精せい霊れい術じゅつ師にだって不可能である。

　でも――一見慈悲深く人間を気にかけているように見えて、決定的な溝がある。

　人を種として捉えている彼にとって、一人一人の願い、怒いかり、悲しみはきっと無意味なものなのだ。

「……考えてることはだいたいわかるけどな、ラシェル」

　トウヤが声をかける。

「今大事なのはこっち。状況変化を見落とすな。お前の力も必要だ」

「は、はい」

　ラシェルは慌あわてて目を戦場の映像に戻した。
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「んむー……」

　ファビオは戦場を見み渡わたし、眉み間けんにしわを寄せた。

　戦況は予想していたよりやや悪い。

　緒しよ戦せんとは違ちがい、今は両陣営とも俯瞰視点で状況を確認したうえで、命令が降りてくる。一見条件は対等であるようだが、実は機動力が特とく徴ちようのラウルス側に不利なのだ。動き、攻せめる場所、引く瞬間を読みきられ、対応されるからである。

　一方、防御側は移動距離が短いため、動きがばれてもそこまで悪影響はない。

　万ばん全ぜんの受けが可能なら、恐おそれも疲つかれも知らない人形兵団の耐たい久きゆう力りよくが勝る。一撃離脱で少しずつ削り取る戦法をとっているが、思ったように成果が挙げられていなかった。

「つーか、やっぱりあの第四大隊が問題かね」

　十分に訓練を積んだ部隊ばかりで構成できたなら、それでも何とかすることは出来ただろう。しかし、新しく組み込まれた練度不足の隊が足を引っぱっている。

　いや、練度不足の問題ではなく、あえて独自の判断で動いているのか。

「お嬢の下に付くの嫌いやがってたからなあ、あの隊長。もう少し時間があれば――いや、言ってもしかたないか」

　今後生かすにしても排はい除じよするにしても、今はのんびり特定の一部隊を再教育している余よ裕ゆうはない。このまま対応しなければならないのだ。

「んー、連携の必要がないよう独立して動かすか、影響の少ない後方に回すか――」

　と、そこで、ファビオはヒナタの不安そうな表情に気付いた。ラウルスの不利は彼かの女じよの目にも明らかなようだ。騎き馬ば隊たいが土像ゴーレムに蹴散らされるたび、眉間にぎゅっとしわが寄る。

「心配かい？」

　相変わらずファビオの背後にくっついている少女に尋たずねる。

「……わたしが人間の心配などするはずがないでしょう」

「いや、別に俺たちのことだなんて一言も言ってないんだがな」

　ファビオは苦笑する。

「ヒカリっていい子だよな。種族に関係なく、ああいう子が不幸な目にあうのは、やっぱり嫌なもんだよ」

「なら頑張ってください。――でも、大おお怪け我がはしないように。ねえさまは、そういうのも悲しみますから」

「気を付けるさ。……ま、普段だったらまず負けねえんだがなあ、っと」

　目の前に、敵の別働隊が現れる。

　敵の隊長を見事な剣技で屠ほふりながら、ファビオは少し前のマグノリア侵しん攻こうのことを思い出していた。

（あのとき神王が言ってたな。『手に入る情報によって戦は大きく変化する』って）

　機動力が有利に働くのは、通常、戦場全体の状況を把握するのが難しいからだ。『気付かれずに、素早く移動する』能力はそのまま奇襲の成功率に繋がる。

　が、今は敵味方の動きが全すべて筒つつ抜ぬけである。以前の常識が通用しない。

　下される指示から判断する限り、トウヤの指揮自体はきわめて真っ当なものだ。

（悪いわけじゃねえ、けど……でも、真っ当なだけじゃあこの劣れつ勢せいを跳はね返かえすのは少々難しいだろうなあ）

　さて、あの神王は何か打つ手を持っているのだろうか。
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「一つ、罠わなを仕し掛かける」

　トウヤは小声で言った。

「罠、ですか？」

　ラシェルは聞き返した。

　正直なところ、劣勢は否めない。動かなければならないのは確かだが――

「どうするのです？」

　中庭の向こう側に居る《蒼カエルラ》に聞こえないよう、声を落とす。

「ま、見てろ」

　トウヤはエリアーヌに指示を送った。

「部隊をさらに細かく、そうだな二〇ほどに分けろ。それぞれ独立して動かし、意表をついた方向から敵てき陣じんに襲い掛からせる」

　ラシェルは目を見張り、思わず腰こしを浮うかせかけた。

　不利な状況で、さらに部隊を分ける？　防御に優れたティリア軍相手に？

　自殺行為だ。少なくともある程度の攻撃力を束ねて敵の人形兵団の壁かべを突とつ破ぱしないと、損害を与えられない。弾はじき返かえされてこちらの犠ぎ牲せいだけが大きくなる。

「それは――」

　だが異を唱えようと口を開きかけたとき、トウヤの右手が動いているのが見えた。

　ヒカリに見せるように指で卓たくに書いたのは――『取り消し』『陽動の駆使』『正攻法』。

（……ああ、罠、ね）

　ラシェルはトウヤの意図を理解する。

　無理な奇襲を仕掛けると見せて、そちらは陽動。本命は正攻法での突破。

《蒼カエルラ》は間違いなく国境の戦況だけでなく、こちら三人の動きにも注意を払っている。

　それを利用して、ラウルス軍の動きを錯覚させようというのだ。

　ラウルスには連絡系統が二つある。トウヤからエリアーヌ。そしてヒカリからヒナタ。

　片方で間違った命令、もう片方で正しい命令を出し、間違った方のみを敵に認識させればいい。

（なら、私の役目は……神王の悪手に驚き怒おこる祭司長、か）

　さあ、演じろ。

「細かく分けろだなんて、無茶苦茶です！　損害が大きくなるだけではありませんか」

　向こうに声が聞こえてはいけない。そこまで冷静さを失うのは不自然だ。

　堪こらえ切きれず焦りが表に出てしまい、何か無茶な作戦を立てていることが《蒼カエルラ》にばれてしまう程度のうかつさでなければならない。

「んー、ほら、マグノリアの奴やつがやってただろ。部隊を小分けにして一気に攻めかかるっての。俺様にもできるんじゃないかと思ってさ」

「あの時とは状況が違います。今回は双そう方ほうが戦場を俯瞰できるのですから」

　映し出されている戦場では、ラウルス軍が奇妙な動きを見せつつあった。整えられていた陣じん形けいを崩くずし、不規則に動き始める。

　むろんこれは陽動だ。陣形を乱して部隊を分散させると見せかけ、すぐに再集合、そしてティリア軍に襲い掛かるという手て筈はず。

　ラウルス軍の動きを見、不満をあらわにするラシェルの姿を確かく認にんし、『分散させる』という悪手がラウルスの狙ねらいだと《蒼カエルラ》が判断する。

　分割すればするほど一隊あたりの戦闘能力は落ちる。ティリア軍はある程度広がって受け止め、できるだけ多くの部隊を受け潰そうと考えるだろう。

　そこでラウルス軍が再集結、見えていても対応が間に合わない至近距離から、固い鎧よろいの隙間に剣を捻ねじ込こむがごとき攻撃を加えるわけだ。

（接敵する――！）

　ラシェルは固かた唾ずを呑のんで両軍の動きを見守る。

　が――ティリア軍は微び動どうだにしなかった。分散したラウルス軍につられず、亀のように守りを固めている。

「――当てが外れたかい？」

《蒼カエルラ》が涼しげな笑え顔がおを浮かべてこちらを見ていた。

「分散からの多方向攻撃が本命であると私に思わせたかったのだろう？　なかなか芝居上手だね、ラウルスの祭司長。――でも、この神眼に欺ぎ瞞まんは通用しない」

「そんな……」

　ティリアの神眼は生命を見る能力。例えば鼓動の速さや体温の上昇から、対象の心理状態を推し量ることができる。確かに、それで賭と場ばでは後れを取ったが、あれは数の大小を当てるという単純な勝負だったからだ。

　――ここまで具体的にこちらの思考を読み取れるものだったか？

「単純な論理的帰結だよ」

　楽しそうな笑みを浮かべて《蒼カエルラ》は言った。

「最初、君は神王に対し不満そうだった。そしてその様子に相応ふさわしく、鼓動は大きく速かった。だが、それがごく短時間で沈静化した。これは何かに対して最初は不満を覚えたものの、すぐに一定の納なつ得とくを得たということ。演技自体は下手ではないが、根が正直なのだね、君は。感情の動きが実に素す直なおだ」

「…………」

　ラシェルは無意識のうちに半歩下がった。

　気持ち悪いくらい見透かされている。

「さて、納得したにも拘かかわらず、君は表面的には不満そうな態度を崩さなかった。とすればその狙いは何か？　答えは簡単。私にそれを見せるためだね。ここまでくれば意図を特定するのは難しくない。常識的には間違った方針や作戦を実行すると、私に思い込ませたかったというわけだね。そこで戦況を見ていると、ラウルス軍は隊の細分化という常識にあるまじき戦術を取ろうとしていた。だから、それが陽動で狙いは正攻法にあるのではないかと読めた。――何か質問はあるかい」

「ぺらぺらうるせーよ駄神」

　苛いらついたようにトウヤは言った。不敵な笑みは消え、厳しい表情を浮かべている。

「質問はねえが、要望はあるぜ。――ちっと黙ってろ」

「失礼。教師気質かたぎとでもいうのかな、どうも教えたがりなところがあるようなんだ、私は。お互い、指揮に集中した方がよさそうだね――ほら」

　戦場の映像に目をやったラシェルは、息を呑んだ。

　整然とした隊列を組んだティリア軍がゆっくりと前進していた。少しずつではあるが確実にラウルス軍を押し込んでいる。

「『大地の眼』の有効範囲は極めて広い。私には両軍の疲労度、士気まではっきりと把握できている。それによると、どうやらここが勝負どころのようだ。不発に終わった小細工が、どうやら君たちの兵の体力を消費させてしまったみたいだね」

「うるせえっつってんだろうが！」

　トウヤは珍めずらしく声を荒らげた。ヒカリが身をすくませる。

　対照的に《蒼カエルラ》は穏やかな苦笑を浮かべる。

「活発化している鼓動を確認。どうやら本当に私に対して苛立っているようだ。負けそうだからかな？」

　ラシェルの目にもそう見えた。

　つまり、悪化の一途を辿たどる戦況に対し、トウヤは本気で焦っているということか。

「わかった、黙るよ。でも最後に一つ。――私にハッタリは通用しない。悪あがきをせず、よく状況を見極めて、勝負の終わりを判断することだ。人間好きな私としては、無む駄だな戦死者を出したくないのでね」

「……エリアーヌ。全力で敵に抵抗しろ！」

　トウヤは《蒼カエルラ》を無視し、もはや戦術とも言えないような命令を下した。

　ラシェルは掛かけるべき言葉も思いつかず、ただ途と方ほうに暮れた思いで神王を見つめていた。





＊　＊　＊






「あーあ、美しくないねえ」

　ファビオはもはや陣形らしい陣形も存在しなくなった戦場を眺め、ため息をついた。

　彼自身も泥と返り血にまみれている。愛剣は精霊術により強化された業物だが、それも酷使の結果切れ味を失い、ただの鈍器と化しつつあった。もっとも、骸骨人形たちを殴り倒す用途なら、これでもまだまだ十分使い物になるが。

「美しさを気にするような性分とは思いませんでしたが」

　後ろのヒナタが言った。心なしか声に張りがない。

「いやいや、戦場において、美しさは強さなんだぜ？」

　特にラウルス軍の強さは統制が取れていてこそである。機動力を生かし、弓隊による遠距離、精霊術による中距離、騎馬と歩兵による近距離の攻撃を使い分けることで敵に対処するのだ。このような乱戦では長所が殺される。

　一方耐久力に勝るティリア軍は無秩序による恩おん恵けいを十分に受けていた。

「潮時だな。――伝令！　一度退いて立て直す！　頑張って逃にげろよー！　生還すりゃお嬢じようが褒ほめてくれるからな！」

　おう、と勇ましい声が返ってくる。

　連携を取ってお互たがいに支援しあいながら、ファビオの隊は後退を開始した。

「……エリアーヌは支持されているのですね」

　犠牲を出だしつつもどうにか安全圏まで退くと、ヒナタはぼそりと言った。

「兵に彼女の存在を意識させると、一気に士気が上がるのが感じられます。――やはり、わかりません。自分を死に追いやるかもしれない人間に、どうして唯々諾々と従うことができるのか。先日あなたが言ってたように、彼女は間違えないから、なのですか？」

　ファビオは小さく笑った。

「正しいけど、正しくない、かなあ」

　真ま面じ目めに答える気になったのは、今を逃せばもうその機会がないかもしれないと思ったからだろうか。自分でもよくわからなかった。

「……平民の出でこういう稼業してると感じるんだがな、上の人間の考える『良い結果』ってのは下の者にとってもそうであるとは限らない。たとえば『どんな犠牲を払ってでもあの拠きよ点てんを奪取しろ』という命令が下り、で、それが完遂されたとする。偉い人にとっては良い結果だが、消費された兵やその家族にとっちゃたまったもんじゃないよな」

　ヒナタは黙って耳を傾けている。

「お嬢はそこを区別しない。彼女が良い結果を求めるとき、それはお嬢自身だけじゃなく関かかわる人間全てにとって『良い』んだと、信じることができる。お嬢は必ずそれを考えていると確信できる。だから俺おれはあの人が大好きなわけだ」

「ファビオが彼女を大好きなのは、見ていてわかりますが」

　ヒナタは幾いく分ぶん機嫌悪そうな声で言い、そして続けた。

「戦の必要性はわかりません。今回は事情が事情ですけど、人間は普ふ段だんから争ってばかりいるようですし」

「別にやらなきゃならないってことはないが、やらずに済ませるわけにもいかないだろうしなあ」

「やはり愚かに見えます」

「否定はできないけどね。――俺たち人間は数が多い。百も千も万も異なった考えがあると、どれが正しいのか、最善なのかわからなくなる。どの道を選せん択たくしても損する人間と得する人間がいる。全員が幸せになるのは無理だから、少しでもマシな道を探すしかない。家族が危険にさらされるんだったら、他人を傷つけてでも守る。仲間や身近な人間が大事なんだったら、敵を殺して勝つしかない。人間はお前らより脆ぜい弱じやくなんだから、与えられた選択肢なんて多くないんだよ。ただ――」

　少し考え、ファビオは続ける。

「立場が上の奴らってのは、動かせる人間が多い。その分、より世の中に対する影響力が大きいわけだ。だから託すんだろうなあ」

「託す？」

「一兵卒個人に戦況を左右する力はない。でも、十人長なら、百人長、千人長なら話は違うだろ？　自分より力があって信しん頼らいできる人間に、願いを託して力を貸すんだよ。それが自分の幸福にもつながる。戦に限らずね」

「ファビオにとってのそれがエリアーヌなのですか？」

「俺にできないことでも、お嬢ならできるかもしれない。世の中を少しだけよくして、選択肢を増やしてくれるかもしれない。つまりはそういうことなんだろうな。で、お嬢や祭司長にとってのそれが神王陛下なんだろう」

「――ねえさまにとっても？」

「かもな」

　そういやヒカリがトウヤを信じているのが納得しきれていないんだったか、とファビオは思い出す。

「誰だれかを信用する理由なんて、俺もヒカリもそこまで変わらないんじゃないかねえ。単に味方を勝たせる神王ってだけなら、あの子もあそこまで懐かないだろうさ」

「…………」

「多分、広い範はん囲いで願いを引き受けることのできる奴は、よい支配者と言えるんだろう。お前ら精霊竜が世界に対して責任を感じているというのなら、あのトウヤ様は世界に対して『良い結果』をもたらしてくれる存在だと感じたんじゃないの」

「……ファビオも同じように感じますか？」

「前にも言ったように、俺にはわからねえって」

　ファビオは苦笑する。

「お嬢が信じる人なら信じるのもいいかと思うだけ。お前もそうしたらどうだ？」

「ねえさまが信じる人だから、信じろと……？」

「愚かな人間式の思考法には抵抗があるかい？」

「いえ――それぞれに責任と願いがあるのは、理解しましたから。愚かだと言ったのは撤回します」

「愚かなのは確かだと思うがね。ま、今は目先の戦局をどう切り抜けるかだね」

　行く手に本営が見えてきた。エリアーヌと協議して、対策を練るとしよう。




「んー、やはり良くはない、な」

　天幕内。エリアーヌは髪かみをかき上げ言った。

「トウヤ様とも話し合った結果、一度渓谷を抜けた向こう側に大きく退くことにした。立て直せばまだ逆転の目もあるだろう」

「ま、仕方ないところでしょうね」

　道が細く険しい渓谷を盾にすれば、ティリア軍もうかつに攻めては来られない。

　だたしそこを通過中に襲撃を受けると、逃げ場のないまま殲せん滅めつされることになる。迅速な後退が重要になるわけだ。

「撤退戦の殿しんがりは私たちが務める」

「貧乏くじですねえ」

　ファビオは渋しぶい顔で言った。

「文句を言いつつも仕事はきっちりするからな、お前は。期待してるぞ」

「は、お任せ下さい」

「あの」

　そのとき、ヒナタが眉まゆをひそめながら口を挟んだ。

「殿とは最後尾ですよね。危険ではないのですか？」

「んむ？　危険ではない戦場などないと思うが？」

　エリアーヌが不思議そうな顔で問い返した。

「程度の話をしています。不利な状況、しかも味方を逃がすまで逃げることも許されないというのは、ファビオやエリアーヌにも命の危険があるのでは？」

「そりゃそうだ。それでも練度を考えると、俺たちがやるのが一番犠牲が少なくやり遂げられるって話。そもそも俺たちでも危険なんだから、他の奴らに任せたら全ぜん滅めつだぜ？」

　ファビオはおどけるように両手を広げて見せる。

「あ、戦、嫌きらいなんだったよな？　結構凄せい惨さんなことになるだろうから、嫌な光景を見たくなけりゃ離れてた方がいいぞ」

「おそらく、連絡役は必要ないからな。人間に対しては色々複雑な思いがあっただろうに、ここまでの協力に感謝する」

「…………」

　ヒナタはしばらく二人を見つめていたが、やがて何も言わずに踵きびすを返し、天幕を出て行った。

「やーれやれ」

　ファビオは大きく息を吐き出した。

「どうもあいつが戦場に居ると、調子が狂うんすよね。外見が子供なせいでしょうかね」

「人間ではないとしても、心の中まで人間とかけ離れているとは限らんよ。まあ、正直私も巻き込みたくないという気持ちが強い。強さで言えば私たちなど問題にもならないのはわかっているが……嫌な思いはしてほしくない」

「同感です――が、追い出されたと感じたかもしれないすね。ま、あいつに対する対応はまた後ほど考えましょう。お嬢もこれを今生の別れにするつもりはないんでしょ？」

「むろんだ。――他の隊に撤退の伝令を出せ。こっちは準備を整える。急ぐぞ」
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　ラウルス軍の退却が始まった。

　ヒナタは崖上の、戦場を一望できる位置に立ち、それを眺ながめていた。

　ティリア軍がラウルス軍を押し包むように迫る。ラウルス軍は渓谷を目指して後退する。

　そのうち、一部の隊が分ぶん離りし、退却する味方から敵を遮るように立ちはだかった。あれがエリアーヌとファビオの隊だろう。

　数では圧あつ倒とう的てきな不利だが、彼らは奮戦を見せていた。友軍の背中に襲い掛かろうとするもののみならず、投射投石での攻撃を狙って渓谷の上に移動しようとする敵をも相手取り、よく防いでいる。

「…………」

　ヒナタは自分の感情を持て余していた。

　精霊竜である自分が戦せん闘とうへ介かい入にゆうすれば、即そく座ざに負けとなる。

　伝言の仲介も必要ないと言われた以上、もうヒナタになすべき仕事はない。

　――にもかかわらず、この胸のざわつくような、落ち着かない感じは何なのだろうか。

　姉の、ヒカリの身柄が懸かかっているからという、それだけなのだろうか。

（何とか、もたせていますね）

　ラウルス軍の過半数は渓谷を抜け、その向こうの新たな高台に布ふ陣じんを始めたようだ。

　ファビオたちはまだ戦っているが、おそらく、ほどなく撤退に移行できるだろう。じりじりしながら、ヒナタは戦況を見つめ続ける。

　と、そのとき――異変が起きた。
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「うっわ、でけえな」

　ファビオは思わずうめきを漏もらした。

　前方からひときわ巨きよ大だいな土像ゴーレム数体が進攻してきたのだ。この戦で目にしたものの中で、最大級だろう。

「城塞攻略用とかじゃないの、あれ……」

「ふむ、動きは鈍どん重じゆうそうだが……足を止めて打ち合っている今なら有効と見たのだろうな。良い判断だ」

「こっちにとっては全然良くないすよ、お嬢」

　対策はどうするか。

　剣けんや槍やりで削るのは効率が悪すぎるだろう。数人がかりで谷や川に突き落とすか。

　エリアーヌやラシェルくらい高位の術者なら精霊術で破は壊かいできるかもしれないが……ラウルス全体を見てもそれができる者は何人もいないだろう。

「味方はかなり遠くまで逃げたな。ふむ……」

　エリアーヌは思案し、決断する。

「まともに相手取る必要はないだろう。一度全速で退却すると見せかけ、追ってきた敵の隊列を間延びさせる。そののち反転して先頭付近の骸骨兵スパルトイを片付ける。でかいのが追いついてきたらまた後退して以下繰り返し」

「敵が慎しん重ちように陣形を保ったまま追って来たら？」

「であれば、そのまま退却してしまえばいい。あんなでかいのを伴っていては、速度はだせないさ」

　エリアーヌの策はすぐさま実行に移された。

　まず全速後退。そののち、追いすがる命なき兵たちを振り払う。

　その目もく論ろ見みはうまく行くかと思われた。しかし――

「後方の友軍――第四大隊が反転しました！　こちらに進行してきます！」

「はあ？」

　ファビオは思わず声を上げた。

「反転してどうすんだよ！　アホなのか後ろの奴らは！」

　狭い峡谷である。戻もどってきたところで並んで戦うことなどできない。後退しようとするこちらの隊と交錯し、身動きが取れなくなるだけだ。

「おい……まさか、俺たちが潰走したと勘かん違ちがいしたのか？」

　敵を誘うための全速後退が仇あだになった。

　計算ずくの戦術行動にしては速すぎると味方の目にも映ってしまったのだ。そして恐慌に陥った隊長が反転しての迎撃を命令したのである。

　あのバカ野や郎ろうがと罵ってみてももう遅おそい。連携不足が最悪のときに最悪の形で表面化してしまった。

「第四大隊には再度退却を指示！　我々は全力で前に出る！」

　エリアーヌの判断は早かった。同時に自身が先頭に立って突進する。

　後ろがつっかえている状態で戦えば、機動力を発揮できないまま袋ふくろ叩だたきだ。突とつ撃げきして破は壊かい力りよくを増した方がいくらかマシである。むろん、命を顧みない無茶ではあるが。

「あああああ、くそったれ！」

　ファビオは吐き捨てて、エリアーヌの後に続いた。

　死にたくはない。死にたくはない、が――エリアーヌの傍かたわらにいない自分というのは、もっと許容できない。

　全力で馬を駆り、敵の只ただ中なかに飛び込む。

　四方八方が敵だ。ひたすら暴れた。愛馬が倒れても地面を蹴って戦い続けた。

　いずれ力尽きることになるだろうが、簡単に殺されてやるつもりはない。

　視界の端はし、同じように徒歩となってエリアーヌが剣を振るっている姿が見えた。彼女の死角から戦せん斧ぷを振りおろそうとしている骸骨兵スパルトイに一撃を加える。

　エリアーヌがこちらを見てわずかに微笑ほほえんだ気がしたが、残念なことに確認している余裕はない。

（さて、あと何体いけるか……）

　さらに一体の頭を砕いて顔を上げる。――と、目の前にあの巨大な土像ゴーレムが立っていた。

　腕うででの一撃は辛かろうじて躱かわす。風圧だけで顔の皮膚がめくれ上がるような気がした。まともにくらえば即死だっただろう。

「こんの――！」

　ファビオは渾こん身しんの力で土人形の膝に剣を叩き込んだ。この巨体である。支えを失えば、たやすく横転するはず。

　使い手の腕は優ゆう秀しゆうで、刃やいばの速度にも角度にも問題はなかった。通常であれば狙い通り足を切断できていただろう。しかし、すでに道具の耐久力が尽きていた。

　精霊術による加護の限界を超え、刃が折れ飛んだ。

「――は」

　半分以下の長さになった愛剣に目をやってファビオは笑った。

　――ここまでのようだ。おそらく痛みを感じる間もなく逝けるだろう。

　死体はさぞ醜いだろうが、まあ、死んでしまう自分には関係ない。

　目を閉じず、迫りくる死を見据える。巨大な拳こぶしが振り上げられ、振り下ろされる。

　そして――土人形は粉々に砕け散った。

「え、あ……？」

　ファビオは間の抜けた声を漏らした。

　目の前に巨大な竜が立っていた。

　その大木のような脚の下に、粉々になった土像ゴーレムの残骸が散らばっていた。

　竜はそのまま一声咆ほう哮こうを上げた。同時に視界に入る範囲の命なき兵たちが、すべて塵ちりとなって吹き飛んだ。

　命なき兵は恐れを知らないが、人間はそうではない。隊長格が大混乱に陥っている。

「い、いったい、なんなんだ？」

「何がどうなった？」

「いや、なんだか、突とつ然ぜん敵の骸骨が崩れ去って……」

　逃げ去って行く敵軍を見ながら、生き残った部下たちが茫ぼう然ぜんとした面持ちで囁ささやき交かわしていた。

　竜の姿はファビオと、そしてエリアーヌの目にしか映っていないようだ。

　そしてファビオはこれと同種の存在を過去に目にしたことがあった。

「精霊竜――ヒナタか？」

「…………」

　竜は見慣れた少女の姿に変わった。

「お前、なんで――」

「……自分でもわかりません。なぜ、こんな真ま似ねをしてしまったのか」

　感情を整理しきれない様子でヒナタは言った。

「いや、おかげで俺たちの命は助かった。礼を言う」

「でも、わたしのせいで……」

　此こ度たびの勝負において精霊竜の介入は禁忌だった。そしてヒナタはそれを犯した。

　この事実が意味するのはただ一つ。
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「わたしのせいで、ラウルスは敗北、しました……ねえさま」

　顔色を失い、泣き笑いの表情でヒナタはそう呟つぶやいた。
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「さて、終しゆう了りようということで構わないね？」

《蒼カエルラ》は笑みを浮かべる。

　うつむいたトウヤはしばし無言。やがて声を絞り出すように言う。

「……俺様はまだ負けてない」

「本気かい？」

「うるせえよ！　俺様は、負けてない！　負けるわけがないんだ！」

　ラシェルは声を掛けることすらできなかった。彼女にとっても、こんなトウヤを見るのは初めてだったのだ。

《蒼カエルラ》はすっと目を細めた。『大地の眼め』でトウヤを観察したのだろう。

「強度の興奮状態。うん、どうやら本気のようだね。嘆なげかわしいことだ」

　ため息をつく。

「そういう強弁を許さないために、彼女が存在するんだけどね。――《裁定の剣》に尋ねる。敗北しているのにそれを認めない場合はどうなる？」

「まず警告、その後、強制排除」

　少女の姿をした審判機構は、無機質な声でそう告げる。

「だ、そうだが？　まだ負けてないと言い張るかい？」

「…………」

　トウヤは口を噤つぐんだ。

　リナもユウリも、ティリアの精霊竜も――口を開くことすらできない。

「仕方ないです。誰の責任でもありません」

　そんな中、ヒカリは必要以上に明るい声でそう言った。

「もちろん、これはヒカリ自身の選択でしたから、ヒカリにも後悔はないです。あ、もし、できればヒナタを責めないでやってくれるですか？　ヒカリは、むしろあの子が無我夢中でファビオさまたちを救うという選択をしたことが、嬉うれしいのです」

「もちろん、責めたりはしないわ」

　ラシェルは言った。

　このヒカリの言葉も、ヒナタに届けられているのだろう。ヒナタ自身が自分を赦ゆるせるかどうかはともかく。

　一方、トウヤはうつむいたまま沈黙している。

「トウヤ様――」

　もちろん、ラシェルにとっても衝撃的な結果だった。

　だが――今はそのことより、普段の自信に満ちた彼からは想像もできないような姿を見る方が辛い。

「では、精霊竜を一頭貰もらい受うける」

《蒼カエルラ》はヒカリに視線を向けた。ヒカリは悲しそうな顔で一つ肯うなずいて、《蒼カエルラ》の下に歩み寄る。

「精霊竜の心臓、精晶炉もティリアにいただくよ。――一応確認だ。ゲームの舞ぶ台たいを整えるため、勝敗に直接干かん渉しようしない状じよう況きようで神の力を使用することは問題ない。だよね？」

「問題ない」

《裁定の剣》は肯く。

「なら、これから精晶炉を移設させてもらおう。丸ごと転移させる」

　不可視の力が《蒼カエルラ》の周囲に集う。

「ひ――」

　その圧倒的な密度にラシェルは気け圧おされ、思わず一歩下がった。

　全身の肌はだが粟あわ立だち、膝が震える。

　――存在の次元が違ちがう。戦おうという意志すら維い持じできない。

　ラシェルは自分の心が折れる音を聞いた。

　ああ、こんなのに勝負を挑いどんだこと自体間違いだったのだ――心の底から、そう思わざるをえなかった。

　しかし、次の瞬しゆん間かん――

「重大な規定違反を確認。強制介入を実行」

　そんな声。同時に《蒼カエルラ》が目を見開く。

　巨大な剣が、彼の胸を貫いていた。

「が――あ……」

《蒼カエルラ》は目を見開き、体に突き刺さった鉄塊を見る。

「な――な、ぜ……？」

「あーあ」

　一同が唖あ然ぜんとするなか、すっとぼけた声が響ひびいた。

「だから教えてやったのに。ちゃんと言っただろ？　『俺様はまだ負けてない』ってな。勝負がついてないのに賞品に手を出しちゃまずいだろ」

　そこにはいつもの不ふ遜そんな笑顔を浮かべたトウヤが立っていた。

「敗北しているのにそれを認めない場合は『まず警告、その後、強制排除』だったよな？　よーく思い出せよ、《蒼の守護神》、俺様が負けを認めなかったとき、その物騒なお嬢ちゃんは警告を発したか？」

「あ――ぐ――」

《蒼カエルラ》は口をぱくぱくと開閉させるが、言葉は出てこない。

　暴れ狂う膨大な不可視の力が、一本の大剣によって完全に抑え込まれていた。

「つまりさ、俺様たちラウルスはまだ負けてないんだよ。決着がついていないにもかかわらず、お前は神の力を使って賞品をかすめ取ろうとした。しかも精霊竜という思いっきり強力な代物を、だ。これは厳罰で当然だよなあ？」

「し、かし……確かに、君は――」

「ああ、見苦しく焦ってた、ってか？　その通り。確かに俺様は興奮してた。なんせ、もう少しで俺様が心から望んだ展開になりそうだったんだからな。――とはいえ、それがバレるのはまずい。だから小細工をさせてもらった」

　トウヤは三日月形に唇くちびるを持ち上げる。
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「『大地の眼』は俺様の体の状態を読み取る。興奮していること自体は隠せない。が、その原因が何なのかまでは教えちゃくれない。つまり、勝って興奮してるのか負けて興奮してるのか、区別できない。だから、ニセの情報を上書きしてやればいいんだよ。勝負中にもそういう場面はあったはずだぜ？」

「あ――」

　ラシェルは思い出す。

　負けそうで追い込まれて焦っているとトウヤが《蒼カエルラ》に指摘されたあのとき。

　心臓の鼓動が早まり、体温が上昇し、発汗量が変化する。それ自体は誤魔化せないから、『負けそうで苛立っている』と解釈できる情報をわざと相手に与え、誤解するよう仕向けていたのだとしたら――

「まさ、か、私が……最初から、掌てのひらの中……？」

　神は呻うめくように言った。

「そういうこった。――人間好きを自称してるくせに高みから観察するだけで済ませようとするから、あっさり裏を掻かかれるんだよ。一いつ緒しよに泥の中に嵌はまって、同じ景色を見てみりゃよかったのにな。《紅ルーフス》の言う通り、その意味で確かにあいつとお前は似て非なるものだった。ま、おつかれさん」

　血走った眼でトウヤを睨にらんだものの、もはや何をする力も残っておらず――《蒼カエルラ》は強い光に包まれて消滅した。

　同時に戦場の映像も消え失せる。

「……なあ、あいつは死んだのか？」

　トウヤは《裁定の剣》に問いかける。

「死という概念に当てはめるのは不適切。向こう数百年ほど存在する力を奪ったのみ」

「で、この勝負はどうなる？」

「当事者の一人が退場したことにより、トウヤ・ヤナガセの勝利とする」

「了りよう解かい。やれやれ、余計な手間を食っちまった。――ん、何を呆ほうけてるんだ、お前ら？」

　言葉を失っていた皆みんなのなかで、ようやくラシェルが我に返った。一同の疑問を代表して口を開く。

「あ、あの、わからないことが多すぎて……。何が起こったのですか？　なぜ勝ったはずの彼が消滅する羽目に？　どうみても、トウヤ様が負けたとしか思えないのですが……」

「んー？　聞きたいか？」

　トウヤはにいっと笑った。

「はい、ぜひとも」

「――っと、その前にあっちの始末もつけなきゃな。ヒカリ、ヒナタに連れん絡らく」

「は、はい、です」
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「……で、何だって？」

　ファビオはヒナタに問いかける。

　窮地を脱しどうにか態勢を整え直してみたものの、ティリア軍とは依然一触即発の状態で睨み合いが続いている。

　相手が人間ならヒナタの本性に士気を挫くじかれて一気に瓦解していただろうが……あいにくと、敵のほとんどは感情を持たない人形たちだ。人である指揮官たちが動どう揺ようして一時距離をとっただけで、まだ戦闘は終わっていない。

「その――『全部終わったから、引き上げてもいい、おつかれー』と、トウヤが」

　戸と惑まどった様子でヒナタは言った。

　ファビオとエリアーヌは揃って眉をひそめる。

「終わった、というのはこちらの敗北で決着が付いたということなのか？」

「だとすりゃ、ティリア軍にも停戦命令が出てるんじゃないですかね。……しかし、何なんだ、その軽い台詞せりふは。――どういうことよ、ヒナタちゃん？」

「わかりません。というか、まだねえさまにもよくわかってないみたいで……その、どうも、あまり悪い事態にはなっていない印象なのですが」

　とりあえず、引き上げろと簡単にいわれてもなあ、とファビオは思う。

　ついさっきまでも苦労していたのだが、撤退戦というのは結構気を遣う。隙すきを見せると、一気に呑み込まれるのだ。

「玉砕戦を挑めと言われるよりはマシか。――どうします？　お嬢」

「陛下のご命令なら是ぜ非ひも無かろう。敵を牽けん制せいしつつ、後退の準備を始める」

「あの、わたしも、支援に入って大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「ふむ、全部終わったというからには、もう規則を気にする必要はないと思うが……ヒカリを通じて再度確かく認にんをとってみるべきかもな」

「わかりまし――ファビオ、なんですか、その顔は」

　ヒナタは怪け訝げんそうに言った。どうやら自分は無意識のうちに微笑んでいたらしい。

「いや、当たり前のように俺たちを助けてくれるつもりだったんだな、と思ってさ」

「……うるさいですよ。見捨てて欲しいのですか？」

「あ、嘘うそ、ごめん。ヒナタちゃんは必要。そばに居て欲しい」

「…………なら、いいですけど」

　ヒナタはぷいと横を向いた。首筋が微び妙みように赤くなっているのは気のせいだろうか。

　そのとき、エリアーヌが声を上げた。

「いや待て――敵が動くぞ！」

　土像ゴーレムたちがゆっくりと迫ってくる。

　さすがに数を減らしてはいるが、負傷と疲ひ労ろうの影えい響きようを受けない以上、戦せん闘とう力りよくはそこまで落ちていないだろう。

「ほんと、しんどい相手だなあ」

　まあ賭かけがどうなっているのであれ、争いを好まないヒナタの手を借りたくはない。

（であれば、頑がん張ばるしかないか）

　ため息をつきながらファビオは立ち上がった。

　双そう方ほうの距離が縮まる。そして衝しよう突とつし、戦闘が始まる。

　――とみえた瞬間、横手から新たな一隊が乱入してきた。

「うおおおらああああ！！！」

　先頭の女戦士が巨大な槍斧ハルバードを振り回し、骸骨兵スパルトイを蹴け散ちらした。

　武装した巨人族がそれに続き、ラウルス軍とティリア軍の間に立ちはだかる壁かべとなった。

　そして最後に馬に乗った若い男が進み出、声を張り上げた。

「双方、兵を引け！　この戦、マグノリア神王が預かる！」

「……マグノリア？」

　ファビオは目を瞬かせた。聞き覚えのある声と姿だった。

　状況が落ち着いたのを確認すると、男はゆっくりとこちらにやってくる。

「やあ、久しいね。エリアーヌ・バロウ千人長と、ファビオ補ほ佐さ官かん――だったかな？」

「今は万人長です、レオ・ミナヅキ陛下」

　エリアーヌが応じた。

「しかし、なぜここに？」

「もちろん助けに来た」

　レオはその端整な顔に微笑みを浮うかべた。

「君たちは今、僕ぼくの配下なんだから」





＊　＊　＊






「じゃあ、今回の勝負の勝利条件から考えてみようか。覚えてるか？　ラシェル」

「は、はい。――対象となるのはスルス山脈、国境地帯における、ラウルス軍とティリア軍の戦闘です。ラウルス軍が勝てばトウヤ様が、ティリア軍が勝てば《蒼カエルラ》が勝者の権利を得ることになります」

「で、でも、精霊竜が戦うのは禁止なのですよね？　戦ったら負けになるって。あの子、ヒナタは確かに戦闘に参加していたような……」

　まだ混乱した様子でヒカリが言った。

「そうだ。精霊竜が戦闘に参加した場合、その陣営は負けとなる。――だったら答えは簡単だろ？　あそこでティリア軍と戦っていた軍は敗北した。しかしラウルス軍はまだ敗北していない。そこから導き出される答えは？」

「え……えっと……」

　ラシェルは考える。

　いや、理り屈くつに従えば確かに答えは簡単なのだ。だが、それは彼かの女じよにとってにわかに信じがたい発想だった。

「戦っていたのは、ラウルス軍ではない？」

　リナがそう答え、トウヤが微笑む。

「はい、正解。この国に来る前、マグノリアの神王とちょっとした取引をしてな。食料の提供と引き替えに、幾いくつかお願いを聞いてもらった。その一つが国境に送ったラウルス軍とヒナタの所有権を、一時的にマグノリアに移譲すること。お前らも知っての通り、国、民たみの所有権はすべて神王にある。だから、他人に預けるのも自由というわけだ。――問題ないよな？」

　トウヤは《剣》に視線を向ける。

「問題なしと判断する」

　少女型の審判機構は肯いた。

「つまり、国境で行われていたのは『マグノリア軍対ティリア軍』の戦であり、精霊竜の乱入によって敗北したのはマグノリア軍であり、賭けの対象である『ラウルス軍対ティリア軍』はまだ始まってもいなかった――？」

　ラシェルは呟く。

「そ。存在してない以上、負けようがない」

　結果、『賭けの決着がついていないにもかかわらず、《蒼の守護神》はその超常的な力でラウルスの精晶炉を強奪しようとした』という規約違反が残った。

　――なんなのだ、これは。こんな無茶苦茶な展開を読み切って、《蒼の守護神》を罠わなに嵌めたというのか、この人は。

「あと念のためマグノリアに出兵を依頼して、国境付近に待機させておいた。何かあればエリアーヌたちの支援になる。何かなくても牽制になる。最悪、乱入させてすべてをうやむやの泥沼にしてしまうという手もある。あっちの神王――レオにとっても、報酬の食料を手に入れたうえこっちに恩を売る機会を得られるから、悪い話じゃない」

「それにしても……」

　もはや癖くせになりつつあるため息をついてラシェルは言った。

「何か裏の狙ねらいがあるならお教えくださいと、普ふ段だんから申し上げているではないですか。私は――信用に値しませんか？」

「いや、今回は相手の神眼があったからなあ」

　トウヤは頭を掻いた。

「《蒼カエルラ》にも言われてたが、お前、根が正直なんだよ。全部明かしてたら誤魔化し切れたと思うか？」

「……いいえ」

　それは認めざるを得なかった。

　交こう渉しよう術じゆつの修練を積んではいるが、トウヤに比べれば自分にはまるで才能がない。

「ま、今回はそれが良い方に働いたんだ。うまく《蒼カエルラ》が嵌ってくれた。俺おれ様にない資質だから俺様に必要なんだよ」

「必要、ですか」

　なら……いいのかな。

　これで機嫌を直すのは、自分が単純な人間になったようで複雑なのだが。なんとなく。

「あとさ、俺様の方針に関してはちゃんと手がかりをやっただろ？」

「手がかり？」

　ラシェルは考え――そして思い出した。

　賭場でユウリと勝負し文無しとなったときだ。確かに、トウヤはこう言った。

「『手持ちがゼロということは、絶対に負けないということ』――ですか」

「そ」

　トウヤは愉快そうな笑みを浮かべた。

「空っぽのラウルス軍は、無敵だっただろ？」







エピローグ　竜の背にて







　精霊竜の背中は、意外に快適なものである。

　ほとんど揺ゆれはなく、精導力で護られているのか、寒さも風圧も感じない。

　二人で騎乗する分には、広さも十分だ。

　トウヤはだらしなく寝そべり、ラシェルは横よこ座ずわりで景色を眺めている。

「……波は瀾らん万ばん丈じようでしたね」

　ラシェルはわずか数日のティリア行きを思い返しながら、しみじみと呟いた。




「さて、《剣》のお嬢じようちゃんはごくろうさん。またどこかで世話になるかもな」

　トウヤの言葉に《裁定の剣》は一つ肯き、珍めずらしく自分から口を開いた。

「勝敗の外で《剣》に役割を与え、活用しようとしたものは初めてだ」

　少しだけ首を傾かしげる。

「この感情を――『興味深い』と定義。特にその名、トウヤ・ヤナガセを記き憶おくする」

　そして現れた時と同じように、音もなくその姿は消えた。




　ヒカリは雲のさらに上を飛行する。

　頭上には満天の星。地上から見るより、はるかに鮮やかだ。

「……リナが言ってたんですけどね」

　ラシェルは広大な天てん穹きゆうを見上げながら語る。

「彼女の神眼――『大地の眼』でしたか、それで見える景色って、まるでこの星空のようなんだそうですよ。生命の輝きが光の点みたいで、とても綺き麗れいなんだって」

「…………」

　トウヤは沈黙している。




「お世話様」

　リナはぺこりと頭を下げた。

「別に世話したつもりはねえよ。勝利の権利とか領土とか、もらえるもんはもらうしな。――ラシェル、そっちは任せた」

「あ、はい。円滑に引き継ぎができるよう、ユウリ様とは打ち合わせをしておきましょう。あと、差し出がましいかもしれませんが――」

　少し迷ってから、ラシェルは続けた。

「術師の端くれとしての意見です。精霊竜と細かく意思疎通し、反魂の術式に合わせて十全に力を発揮してもらえれば、おそらくお二人の限界をかなり先延ばしにすることができます。試ためしてみる価値はあるかと」

「や、ありがと。やってみるねー」

　軽い口調でユウリは請け合った。

　どうあがいても、彼かれらに残された時間は限られている。中ちゆう途と半はん端ぱに引き延ばすのは、あるいは残酷なことなのかもしれない。

　それでも――そもそもの最初からずれてしまっていた神しん王おうと祭司長の関係が、少しでも取り戻せればいいと願わずにはいられなかった。

「私からも礼と、謝罪を」

　ティリアの精霊竜はそう言った。

「初対面のときは、かなり無礼な口を利いたと思う。結果的にお前は私の望みを完全にかなえてくれた」

「俺様以上に無礼な奴やつはそうそういないから、気にすることはねえよ」

「……自覚あったんですね、トウヤ様」

「何かを見下すなら自覚と責任を持って見下すべきってのが信条だからな。あの《蒼カエルラ》みたいなのにはさすがになりたくない。……あと、リナを殺した覚えはないぞ」

「ティリアを、引き受けてくれた」

　リナはぼそりと言った。

　あとを精霊竜が引き取る。

「つまりもう、リナは神王の立場で苦しまなくていい。お前は、神王としての彼女を殺してくれたのだ、トウヤ・ヤナガセ」




「……ヒカリのお姉さん、リナに名前をつけてもらうんだって言ってましたね」

　名前というのは特別であることを示す記号だ。

　人は集団であると同時に、個人でもある。

　そのことを理解した彼女、そしてヒカリやヒナタ。

　理解できなかった《蒼カエルラ》。

『大切な誰だれか』の有無が両者の違いだったのだろうか。

「さて、帰ってから、少し大変ですね。ティリアのことはもちろんですけど、マグノリアへお礼を送ったり」

「…………」

　トウヤは寝ころんだまま、無言。ただ、目を開いてぼんやりと空を眺ながめている。

　物思いにふけっているようにも、ふさぎ込んでいるようにも見えた。

「――正直なところ、どこまで見通してらっしゃったんですか？」

　ラシェルは尋たずねた。

「神との対決まで読んでいたのだとしたら、もう、人知を超えているとしか……」

「買かい被かぶりだ」

　ようやくぼそりとした声で返事があった。

「俺様は網を広く張っただけ。ティリアに行く以上、《蒼カエルラ》と顔を合わせる可能性はゼロではなかった。顔を合わせる可能性がゼロでないのなら、戦う可能性もゼロではなかった。戦うなら国の何かを賭けることになるだろうから、所有国を錯誤させて嵌めるために様々なものの所有権をマグノリアに移した。幾つか用意していた準備のうちの一つが、たまたま当たっただけだ」

「なるほど。読めないこともあるわけですね。――例えばユウリ様の自死のこととか」

「…………」

　トウヤは否定しなかった。

　ラシェルは待つ。

　ややあって、彼は諦あきらめたようにため息をついて、ゆっくりと口を開いた。

「……あんな馬鹿馬鹿しい戦法が最初から読めてたまるか。俺様が想定してたのは、リナを『死の結界』の中に閉じこめて俺様たちが触れられないようにし、時間を稼ぐって程度のもんだった。だから『合図したら結界に隠れた奴を脅かして追い出せ』とヒカリに指示しておいたんだ」

　淡たん々たんと続ける。

「気付いたのは時間切れギリギリだった。あらかじめわかってたら、ユウリから目を離したりしねえし、未然に止めてたさ。その方が確実だからな。あれはまぎれもなく俺様の失敗だ。――失望したか？」

「いえ、失礼な話ですけど、少し安心しました」

　ラシェルは言葉を選びつつ口を開く。

「見落とされたのは、ユウリ様の策が優すぐれていたとか、トウヤ様の知恵が及およばなかったとか、そういう問題ではないと思います。ただ、あなたが生き続けて先を見据えることを第一に考える人間だったというだけの話かと」

「…………」

「ユウリ様の決断と行動には、最大限の敬意を払います。それでも――リナ様はあんなことを望まれてはいなかった。私も、トウヤ様が『命の使い捨てが一番効率的』などと、そんな考え方のできる人間ではなくて、よかったと思います」

「慰めてるつもりか、それ？」

「いえ、僭せん越えつながら、思い違いを正しているだけでして」

　ラシェルは笑って見せた。

「ティリアの王城でお二人相手に勝負を仕掛けなければ、ユウリ様もあのような手に出ることはなかっただろう。自分の責任だ――と、もしや、そんな風にお考えではありませんか？」

「…………」

　トウヤは答えなかったが、表情は雄弁にそれを肯こう定ていしていた。

「あえて勝負を急ぐ状況ではありませんでしたから、少し疑問を覚えました。ああ、もちろん賭けの興奮を味わいたかったからとか、そういう言い訳で誤魔化せるとは思ってらっしゃいませんよね？」

　不自然ではあったのだ。

　精霊竜の説得が目的なら、時間を掛かけて探さぐってもいいはず。あの日、あの場で、ラウルス国の全すべてを賭けてまで勝負に出る必要はない。

「リナのためだったのでしょう？　神王の座から解放して、彼女に一日でも長く時間を残してあげようと思った」

「……お前の中の俺様は、えらく善良でおめでたい人間なんだな」

　否定になってない、と思ったが、指摘せずにおく。

「――賭けなんてのはお互たがいの合意がないと成立しないからな。たとえラウルスの全部を賭けたって、始まる前ならいつでも白紙にできる。勝負の形が追いかけっこに決まって、俺様は勝てると思った。あの時点であいつらが打てる手はすべて読み切ったつもりだった。得る可能性と失う危険性を秤はかりにかけて、やる価値があると思ったから勝負に出た」

「しかし、見落としがあったわけですね」

「…………」

「あえて申し上げます。手から零こぼれ落おちたものより、その手に残ったものをご覧ください。滅びゆくリナのために無理をしたあなただからこそ、彼女たちはティリアを託すに足ると認めてくれたのです。それでもなお、失ったものを悔い続けるというのなら――こう申し上げます」

　ラシェルは大きく深呼吸し、はっきりと言った。

「思いあがるな。トウヤ・ヤナガセ」

　トウヤはわずかに目を見開き、上体を起こした。

「覚えてる？　私の責任を背せ負おうって言ってくれたこと。私一人に責任を負わせるのなら、それは世界が間ま違ちがっていると言ってくれたこと。本当に嬉しかった。だから、全部委ねて従って、ずっとついて行こうと思った。でも――」

　まっすぐにトウヤを見つめる。

「それであなた一人が全ての責任を背負わなければならなくなるのだとしたら、その世界は正しいの？」

「…………」

　自覚する。自分は今、腹を立てている。

「神王は祭司長の上に立つ。上に立つ者は責任を負わなければならない。だから、祭司長は責任を負わなくていいというんだったら――私は、今の地位を捨てるわよ。神王なんか崇すう拝はいしない。尊敬しない。全力で這はい上あがり、あなたを引きずり降ろし、同じ高さに立つ。だから――」

　自然にその言葉が口をついて出た。

「あなたの背負っているものを教えて、そして半分よこしなさい」

「…………」

　トウヤはあっけにとられた様子で目を瞬かせる。

　どんな表情を作ろうか迷うように眉を寄せ、また開き、唇を小さく震わせ――

「く――は、はは……」

　そして笑った。

　肩を揺らして、笑い続けた。

　それは今までに見たことがないほど軽く自由な笑みで、なぜだか彼にとても似つかわしい気がした。

「――そうだな。それも楽しいかもな」

　ひとしきり笑った後トウヤはそう言い、少し遠くを見る目になった。

「城に着くまでに、もう少し時間があるか。――なら、この世界のこと、俺の世界のこと、俺の目的のこと、全部話してやろう。そのうえで、お前に賭ける価値があるのかどうか、判定してやる」

「受けて立ちましょう」

　覚悟を込め、ラシェルは表情を改めた。

　東の空が白み始める。夜のとばりが吹き払われ、もうすぐ朝がやってくる。

　――まったく新しい一日が始まる。
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あとがき







　どうも、すえばしです。

『ラエティティア覇竜戦記２―持たざる者の剣―』をお届けいたします。




　思い返せば、一巻の発売は去年の夏でした。前巻が出てから八か月というのは、私のシリーズもので最長になりますね。

　……いや、ほんとにお待たせして申し訳ありませんでした。

　お買い上げいただいた皆さまには心よりのお詫びと、そして感謝を。




　さて、今回は紙幅に少々余裕があるので作品とキャラクターについての簡単な解説をやってみようかと思います。

　以下ネタバレを含みますので、もし本編未読の方はいったん戻って読了したのち、次に進まれることをお勧めします。




　…………。

　…………。

　…………。




　――大丈夫でしょうか？




　はい、それでは改めまして、本作を手に取っていただき、ありがとうございました。

　この『ラエティティア覇竜戦記』、戦記と銘打ってはいますが、想定していたのは当初から大規模な（あるいはデタラメで破天荒な）ゲーム大会でした。

　一世界として成立させうるだけの説得力と、節操のないごった煮感を両立できないかあれこれ考えた結果、『神々がそれぞれ国を一つ受け持ってデザインした』という設定に行きついたものです。




　――まあ、描かれないままになってしまった国があるので、この辺、完全に成功したとは言えないんじゃないかという思いはあるのですけど。

　もっと長期シリーズ化できるようなら過去作品とのリンクなんかも考えていたのですが、どうやらこれに絡んだ設定も表に出す機会はなさそうですね。残念。




　それはさておき、最初に大雑把な設定と方針を固めた後、次はお話の部分を形にしようとプロットを起こしていったわけですが……いや、これがもう大変で大変で、どうしようかと思いました。

　敵も味方も全然想定通りに動いてくれないんだものなあ……

　この作品に関しては、展開の甘さやシナリオの穴をキャラクターたちから指摘されまくったような感覚があります。

　作者としては、とんでもない苦労と生み出す楽しさを同時に味わうことができたシリーズでしたねえ。




　次にキャラクターについての一言解説（というか、雑感？）。

　本編に書けなかった内容も含んでいますので、ご了承下さい。




・トウヤ

　私の描く主人公は気配り協調型が多いのですが、珍しく本心を明かさず我が道を行くタイプ。紛れもない主人公でありながら、実は彼の視点で話が進むシーンは一巻二巻を通じてほとんどありません。

　とはいえ、本人の目的は『神を倒す』というシンプルなもの。ラシェルは当初『国を統べる神王』として捉えていたので、理解不能になったのですね。二巻になると彼女も割と柔軟に対応できるようになっています。

　性格に関しては意識して演じている側面があり、ごく稀に内心が漏れます。ときどき一人称が『俺様』から『俺』になるのは誤植ではありません。




・ラシェル

　ヒロイン、というよりはもう一人の主人公です。

　こちらは虐げられつつも頑張る女の子という作者の好みが反映されたキャラ。貧乳も。

　トウヤに対する感情は紛れもない好意なんですが、それだけに彼女視点から彼を見ると非常にやきもきするだろうなーと思います。

　欲を言えば、苦労性な彼女が報われるシーンをもう少し書きたかったでしょうか。




・ヒカリ

　竜のデレな方。とてもいい子。ちなみに作者、小柄なパワーキャラも好きです。

　彼女に関しては正直もう少し枚数を割きたかったんですが、構成その他の問題で断念しました。根底の部分で人間とは少々感覚が違うので、そういうズレがもたらす面白さなんかももっと表現できればよかったですね。




・ヒナタ

　竜のツンな方。この子とエリアーヌとファビオは、三人ワンセットでかなり動かしやすかった＆書いてて楽しかったです。

　個人的にこの物語後の人生（竜生？）がもっとも気になるキャラ。

　ヒカリに対してはツンデレ。人間に対してはツンツンツンデレ。




・リーズ

《紅の守護神》兼メイド。ラシェルの姉的存在。（余談ですが、お前の作品に出てくる姉的キャラにはまともなのがいないとよく言われます。そうだろうか？）

　実は神王ゲームの方にはさほど関心を抱いておらず、ラシェル育成ゲームを満喫中。

　トウヤ以上に本心を見せないうえ、多少露悪的な傾向があるのであまり印象は良くないかと思いますが、人間に対してのスタンスは《蒼の守護神》寄りではなく、ヒカリや二巻終了時のヒナタと同じ。




　もう少し触れたいキャラもいますが、そろそろページが尽きるようなので、この辺で。

　ここまでお付き合いありがとうございました。




　さて、今回も多くの方々のお力添えを頂きました。

　担当の前田様、イラストの津雪様、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々に厚く御礼申し上げます。




　それではまた次のお話でお会いしましょう。





二〇一五年三月　　すえばし けん
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